ビルトインコン □ 
取扱説明書 I 保証書付 ■ 


C^O 全□センサー搭載 r 帝跨の 

い 1 センヴーコン □ 


代表品名コード 

C3WJ1PWAVST 

型式名 

C3WG7PWA 



このたびは、八ーマンのガスビルトインコンロをお買い上げいたださ立^^^ありびとラございます。 
この取扱説明書をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 

〇この取扱説明書は、いつでも利用でさる場所に大切に保管してくだな 

〇この取扱説明書の9日ページび保証書になっています。お買い上げ曰、販売店名、保証内容などをよく確 
認し、大切に保管してください。 

〇来客者などび機器を使用するときは、その前に必ず取扱説明書の内容を説明してください。 

〇本書を紛失された場合や、ご不明な点びあればお買い上げの販売店または、ちよりの弊社にお問い合わ 
せ < ださい。 


スタイリッシュブリンク 


^JDVANTE 


H H 抓 m 加 


111111111111111111111111 

36395900 


TW 己9 










GD ら <6< 操作 


楽々点乂方式 点乂ボタンを巧し、指を離しても連続スパークして自動で点乂 
操作部 ワンプッシュで開閉でをる ， ./ 、 

グリルとび5部 グリル部スライドレール方式で開閉がスムーズ 


J * 、 > J 甲 

-fc ’ * • す ，，- 
k- '^< ィ，>，人 

.V 


QD おまかせ機能! 

^を タイマーモード 
Q 揚げものモード 
湯わかしモード 


%、 


が.^, 


> 卜 - 
屯‘ん1，*'一 


1分単位で消乂時間を設定でをる • >’、 


巧 ザ心が’ 

設定温度に調理油温を保つ*' を产 J ドで >；r . ぶこ ; r 

. •お的み;威 
聲.祭. 

. ’ ’ ご 。' か， ‘v、*’ ぶ ' 

〇 义欠飯モード 自動でガス乂のごはんび炊ける \ / 


，:じぶむ 
- ，，*', 某/ V ’； 

:壌蔡與 


ん 


お湯びわけば自動で消乂 


> A.. 

で 


'.'も.'〜 

' ，’ ''一.•，一 ’V 

% L ' 、、ん ' 

，、/ み- 'y ' •い 

、 V ' 

女 I 知-*/7;, '''*''* 

ド七； 'ィ^ 4 ぶ， 

が、、 、ぶ 


.成 


，や、 


を* 


〇才ー トメこュー機能 焼刮き間•乂加減を自動■わント□-ル > ^媒;中、:。•： 

-■'. つ . ' 4 . l' ; 占 . 

〇 グリルクリーンモード機能 グリル庫内を高温加熱で気になるにおいを低減 : 

[^夕 I 音声お知5せ機能 


各操作に巧して音声でサポート 




征 i まき機能! 

巧 r 參 立消ぇ安全装置 
巧 T 參 消し忘れ消乂機能 
歌 が眷 感震停止41能 

オートパワーオフ機能 
□ック機能 

或自瞧機能 鍋び焦ばつきはじめると自動で消乂 
天ぷち巧&過熱防止横!宫 g 油の過熱による発乂を防ぐため、自動で消乂 



, 万び一乂び消えても、ガスを自動でしゃ断 

- - r 

■ 1 

じっくり料理の消し忘れら、自動で消乂 

機器本体び約震度 4 於上の揺れを検知ずると、自動で消乂 

コン□やグリルを使用していないときは、 

約 3 分後に電源び自動的に切れます 
‘ 電源ボタンの r 入/切」 m 外の操作びできなくなり、 

お子さまのいたず S などを防ぐ 


塔: 



fft なし検知機能 


鍋を上げた S 、 弱乂になって自動で消乂 


パ>1 Ml ♦田が117亡，しム、/++ グリル庫内の温度び異常に高くなると、 

ク J ル過熱防止セソサー 自動で乂力を弱めたり、自動で消乂 


お知5せリング， コン□の点乂/消乂が態や安全装置びはた! 5 いたときなど、光と色でお知! 5 せしまず。 


fv . 


電源 ON 


鍋をのせたとを 


着乂 


タイマーモードなどの 
おまかせ機能での 


自動消乂時 


鍋を外したとき 安全装置作動時 



※この説明書では、オートパワーオフ時間、コン□消し忘れ消火機能時間などは、工場出荷時に設定されている時間で 
説明しています。また、音声お知らせ機能は「切」の状態、機器の写真は、 C 3 WJ 1 PWAV 5 ST で説明しています。 
なお、天面燃焼ランプの説明は、4ページでしています。 心 




















安全なご利用のために 各部のなまえ . 3 H 

かんたん操作ガイド . 7 H 

必ずお守りください（ま全上のミ主意） . 9 

周囲の防火措置（機器の設置）について . 20 H 

毎日の使いかた コン□を使う準備 . 21 H 

コン□の使いかた . 23 

タイマーモード . 25 H 

揚げをのモード . 27 H 

湯わかしモード . 29 H 

炊飯モード . 31 H 

グ U ルを使ラ準備 . 35 ■ 

グリルの使いかた：マニュアルグリル . 37 H 

才_トメニュー（魚） . 39 

才ートメニュー(アラカルト） . 43 ■ 

オートメニュー（あたため） . 45 

アラカルトメニューレシピ . 47 H 

あたためメニュー例 . 56 ■ 

クリーンモード . 57 H 

ダツチオーブンモード . 59 H 

レンジフードフアン連動機能の使いかた . 63 ■ 

停電時のご使用について . 65 H 

長くご利用いただくために お手入れ . 661 

安全機能 . 71 bT 

Q&A (よくあるご質問） . 73 H 

故障かな？と思ったら . 77 H 

次の表示び出たら . 79 ^ 

安全-便利機能の使いかた . 80 

音声報知一覽表 . 82 , 

仕様•ア フターヴー ビス . の 

交換部品 . 88 ' 

別売部品 . 89 

保証書 . 90 ~ 
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各部のなまス 



◊電源について 

電源ボタンを押すことにより、機器の電源を入れ 
たり切ったりすることびでさます。 

◊オートパワーオフ機能 

コン□やグ U ルを使用していないときは、約3分後 
に電源び自動的に切れます。 

※オートパワーオフ機能の設定時間は変更するこ 
とびでさます。 （80 ページ） 




巧が獻 mP 支-立 


グリル排気□カバー 
トッププレート 



グリル受け皿 
(クリアコート加工) 


グリル焼網 
(フッ素 コート加工） 

' - グリルとび!5 

グリルとび！5取っ手 


非常用電池収納部 

■ 

■ 


グリル操作部(シート） 


左パネル上面が非常用電池ケースの 
ふたになつています。 

非常用電池ケースふた (65 ぺージ） 


非常用電池 h 
引一開 


グリル 
—オートメニュー機能- 


グリル燃焼ランプ (37 ぺージ） 


ゾ V 


^才ー トメニュー操作部 

魚モードキー(39 ぺージ） 

アラカルトモードキー(43 ぺージ） 
あたためモードキー(45 ぺージ） 

焼き加減キー (39 ページ） 

点乂/消乂キー 
(37 ぺージ） 
乂力切替キー 
(37 ぺージ） 
タイマー設定部 
(37 ぺージ） 
とりけしキー 
(4 □ぺージ） 

し タッチオーブンキー （6 1ぺージ） 
—クリー ンモ ー ドキ ー （日7ぺージ） 

し 設定変更キー （8 □ぺージ） 


; 魚 

アラ 

カルト 

あた 

ため 

焼さ 
舶減 

'M 


〇 〇 〇 


設定 
変夏 

クリ-ン 

夕'ツチ 
才-ブン 

— 

+ 

说 


3 






















































































































品名コード 


例 

000000 WA V 已 ST 0 


ッププレート（ガラス） 


トップ プレ-卜 画面パネル] 


V 


V 己 


※操作部のパネルやシートなどに保護シートび貼ってある場合びあります。ご使用の際には、取りがしてくださし、。 


ブラウンチェック 


シルバーストライプ 


前面パネル 


ステンレス 


をもコン □ 


コン□調理部 



バーナーキャップのおが 
※ちもコン □ 

H( ^)H| 


〇 


〇 


後コン □ 


感 


※取り付け方法については、『お手入れ』 （67 〜68ぺージ)を参照してください。 

《 C3WJlPWAOOST(STD) のごとくは、コーティングホー□—仕様です。 

し ※ C3WJlPWAOOSTS(STSD) のごとくとパ’ーナーキャップカバーは、ステンレス仕様です。 


※ 左ちコン □ の 「 H 」 マークは仕様や 
ガス種により、1ヶ所の場台や表 
示位置、大きさが異なります。 



ン□操作部(パネル) 


コン □ 微調節ランプ/ボタンに4ぺージ) 



□ 

ック機能ボタン/ラこ 
電源ボタン/5 

ノプに 2 ぺージ） 
以プに 2 ぺージ) 

- 〇 

〇 〇 〇 

し 

) 广 <〇 〇 〇; '〇 〇 ^ 

電源 
岁切/入 

つ〇 〇 卜1 





V 


〈左コン□〉 

乂力表示ランプ 
点乂/消乂ボタン 

(23 ページ） 

お知5せリング 

(1 ぺージ） 


〈後コン□〉 

乂力表示ランプ 
点乂/消乂ボタン 

(23 ページ） 

お知! 5 せリング 

(1 ぺージ） 


〈ちコンの 
乂力表示ランプ 
点乂/消乂ボタン 

(23 ページ） 

お知5せリング 

(1 ぺージ） 


天 回' 表 71 ^部 


〔天面燃焼ランプ] 

※天面燃焼ランプは、各コン□、 
グ U ル使用時に点な(点滅の場合 
もあり）します。下図は、ちコン 
□、グ U ル使用時の例です。 


左コン □ 後コン □ ちコン □ 



※天面漱晶表 Tjd まちコン□使用時 
の例です。その他の表示例は、 


己〜6ぺージを参照。 


r -^- N 


コン□操作部(シート) 


左コン □ 


國國 g 


こ〇タイ Y - 

FT+]I 


後コン □ 


炊飯 I 
-C) タイマ — 


關 


回 


ろコン □ 


國國 H 


卜〇 タイ7 - 

四 I 


— 後コン□操作部 

炊飯キー (33 ページ） 

センヴー解除キー (24 ぺージ) 
タイマー設定部 (25 ぺージ） 

左ちコン□操作部 
揚げもの キーに 7ページ） 

湯 わかし キーに 9ページ） 

センサー解除キー (24 ページ) 
タイマー設定部 (25 ぺージ） 
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各部のなまス(天面液晶表示例) 


〔ちコン□:センサー解除時〕 


左コン □ 

接コン □ 

センサ-解除 I 




グリル 


〔ちコン□:タイマー終了 ) 


はートメニュ ー( 魚）： 

メニュ ー/ 切身-焼き加減/標準；! 


※オート調理中 II だ>11の表示を 
アニメーションで繰り返します。 

〔ダツチオーブン使用時） 


1左コン □ 1 

接コン □ 1 

タイ7— 

10好 



グリル 


〔通常：乂力最大上乂/強•下乂/強) 


I 左コン □ I 

I 接コン □ I 

ちコン □ 




クイマー謂理 I 上义/下ル I 8巧 


〔才ートメニュー（あたため）： 
揚げもの選択：！ 


[左コン □ I I 楼コン □ 


ちコン □ 


揚けもの 


焼き魚 

焼き鳥 


〔通常：ちコン □ 乂力最大 
左コン □ 乂力最小：! 


左コン □ 

接コン □ I 

I ちコン □ 

■ロロ厂|广| 


■■■■■ 

I グリル I 


〔ちコン□:タイマー10分：! 


I 左コン □ I 

I 接コン □ I 

I ちコン □ 




ヴツチオーブンとと/ /下义 I 10巧 


左コン □ I 

I 接コン □ I 

ちコン □ 




切身 標準な！)※ 

\ ノ 


I 左コン □ I 

I 接コン □ 

I ちコン □ I 



00 

グリル 


左ちコン〇 


5 


※上記表示は一例です。 






































































































































■ 


〔ちコン□:揚げもの • 18ぴの 〔ちコン□:湯わかし保温-己分：! 


1左コン □ 1 

1接コン □ 1 

揚げもの 

180 c 



グリル 


左コン □ 

接コン □ I 

漏わかし 
な温 

5好 



グリル 


〔炊飯：ごはん：! 


〔炊飯：おかゆ：! 


I 左コン □ 

ごはん 

圓圓 ■ 

ちコン □ 



グリル 


I 左コン □ 

おかゆ 

圓圓 ■ 

ちコン □ 



グリル 


けートメニュ ー( アラカルト）： 
メニュー/鶏もも肉選択：！ 


左コン □ 

接コン □ 

ちコン □ 




焼乱み 
焼きナス 

ホイル焼き 
ゆで卵 
ウイン ナー 


けートメニユ ー( アラカルト）： 
メニュ ー/ 鶏もも肉-焼き加減/標準 ) 


左コン □ I 

I 接コン □ I 

I ちコン □ I 




鶏もも肉 標準(な;※ 


※才ート調理中ミミ〇。の表示を 
アニメーションで繰り返します。 


〔ダツチオーブン終了：余熱時） 

[左コン □] 接コン □! I をコン □ 


ダツチオーブン 


余熱中 


0好 


〔クリーンモード) 


左コン □ 

接コン □ 

ちコン □ 



ゾ — 、 

クリーンモード ミミ/)※ 


※クリーンモード中11011の表示を 
アニメーションで繰り返しまず。 
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かんたん操作ガイド 


電源を入れる 

-『ピッ』と音びするまで押す。 
(約日.3秒） 


知が 

Pi；! 


\ピッ/ 


〈操作部（コン□-グリル)の開けかたは、3ページを参照してください。 

00 000 


コン□操作部 1 ロン□装劃] 


煮る、妙める 

(全コン □) (左ちコン □) 

防國 


①点乂 


00000 


火力を 
弱 < 



乂力を 
強 < 


I 左コン □ I 

I 後コン □ I 

I ちコン □ I 

■■■■■ 



I グリル I 


@乂力調節ずる 


コン□操作部 1 ロン□票う劃] 


00 00 0 


揚げる、焼< 

(左ちコン □) 

巧國 


①点乂 


◎ 


揚げ 

ちの 


揚げもの 

180 c 

I 後コン □ I 

I をコン □ I 



I グリル I 


@温度を設定ずる 


コン□操作部 1 ロン□某劃] 


00 000 


お湯をわかず 

(左ちコン □) 

防國 


①点乂 


湯ぶ 


湯わかし 
が温 

5巧 

I 後コン □ I 

I 右コン □ I 



I グリル I 


©湯わかしを設定ずる 


コン□操作部 I [コン□等謡] 0 。。 


ごはんを|饮< 

(後コン □) 

C ?" 闕。準備巧圃; 


①点乂 


炊飯 


I 左コンロ I 

ごはん 

I ちコン □ I 



I グリル I 


® 炊飯を設定ずる 


グリル操作部 


[グ U ルを使う準備] 

巧國 


0 


才ートメニュ ー( 魚)で 

魚を巧< 

巧國 


魚 


焼き 

加減 


I 左コン □ I 

I 後コン □ I 

I 右コン □ I 




切身 

強め 
國 
弱ゆ 



① 魚に合わせ @焼き加減を設定する 

メニュー設定 


◊自動消乂した場合は、必ず点乂/消乂ボタンを戻してください。 
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0 00 00 

な 9 

@ 調理が終了した 5 、 
点火/消乂ボタンを戻ず 


000 00 

な 硬 り ◎ 

『ピピピッ』と鳴った 5 ③調理が終了した 5 、 

調理開始 点乂/消乂ボタンを戻す 


み^ 皆 

陽わかし保温閒 


お湯びわくと 
乂力「強」^「弱」 
『ピピピッ』で 
お知らせ 


『ピ-』と 

鳴り自動消乂 


000 00 



@ 点乂/消乂 
ボタンを戻ず 


な 



な 


000 



『ピピピッ 』 • • • 自動消乂 乂 /消乂 

『ピ - J ••• む 5 し終了 ボタンを戻ず 


点义の際は ••• 


ごとく中央に鍋を置く 
鍋をごと<に置かないと 
使用できません。 


温度センサーの上面と鍋底やフラ 
イパンの底などが密着していない 
ときは使用しない 

鍋底に密着しないとさやちれび付 
着しているとさは、温度センサー 
び正しくはたらさません。 

. 調理油の量に関係な<調理油び 
発火し、 乂災の原因になりまず。 

-焦げつさ自動消火機能び正しく 
はたらかない場合びあります。 


0 

禁止 


温度 

センサ- 


ww 

顯凹。ミ鱗。 

異物などび付着 


K 迎 ず¬ 


な n 

@点乂ずる 


1左コンロ 1 

1後コン □ 1 

1をコン □ 1 




切身 標準 I ミあと8巧 


残り時間を表示 
(例： 8分） 


な 


1左コンロ 1 

1後コン □ 1 

1もコン □ 1 




1グリル1 00 


『ピ-』と 

鳴り自動消乂 































































お、ずお守りください(安全上の注意）① 


安全に正しく使用していただくために必ずお読みください 


使用されるちや他の方への危害-財産への損害を未然に防止するために、つぎのような区分- 
表示をしています。 

いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りいたださ、内容を理解して正しく使用 
して < ださい。 


■危害-損害の程度による内容の区分 


| A 危険 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負う危険または、 
乂災び切迫して生じることび想定される内容です。 

1 

| A 警告1 

1 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負う可能 1' 生または、 
火災び想定される内容です。 


A 注意 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能性および物的損害 
のみび発生する可能性び想定される内容です。 

1お願い1 

1 

安全に快適に使用していただくために、理解していたださたい内容です。 


■注意-禁止内容の給表示 


〇必ず守る 

^換気する 

〇ア-スする 

発火注意 

感電注意 

禁止 

火気禁止 

® 分解禁止 

® 接触禁止 

® 濡れ手禁止 


A を険 


ガス漏れの際には 


ガス漏れに気づいたときは、下記の手順に従う 


〇 ①すぐに使用をやめ、ガス栓を閉じる。 

②窓や戸を開け、ガスを外に出す。 

必ず守る③お買い上げの販売店または、もよりのガス 
事業者(供給業者)に連絡する。 



ガス漏れ時は、絶巧に 

-乂をつけない 

• 電気器具(換気扇など)のスイッチの入•切をしない 
-電源プラグの抜き差しをしない 
-周辺で電話を使用しない 
乂や乂花で引乂し、 乂災の原因になります。 
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A 警告 


使用ずるガスについて 


〇 銘板に表示しているガス(ガスグループ）-電源で使用ずる 

表示(外のガス-電源で使用すると、 不完全燃焼による一酸化炭素中養や爆発着乂によるやけど、機器 
^すする び故障する原因になります。 供給ガスびわからない場合はお買い上げの販売店または、ガス事業者にお 
問い合わせください。※コン□操作部パネルの而たびかたくて開けられない場合は、側面にある穴につまよ 
うじなどの棒で押してから;たを開けてください。（非常用電池ケースの爲たの開けかたは、65ページ参照。） 



A 警告 


乂災予防のために 


設置の際には 


〇 機器の設置（取り付け、取り外し） • 
移転および付帯工事は、お買い上げ 
の販売店または、もよりのガス事業 
者に依頼する 

ガス配管接続には専門の資格-损府び必要です。 


〇 機器周囲の改装(吊り戸棚を付けるな 
ど）については、お買い上げの販売店 
に相談ずる 

ご自分で改装されると、設置基準上問題にな 

る場合びあり、 乂災の原因になりまず。 


〇 機器を設置ずるとさは、可燃性の部 
分か!5十分離して設置ずる 

当該地区の市•町*村の条例で定められてい 
ます。必ず守ってください。 

距離を確保でさない場合は、別売の 
防熱板を取り付ける 

防熱板を取り付けなかった場合、 乂災の原因 

になります。 

-離隔距離については2日ページを参照して 
ください。 

防熱板の購入は、お買し化げの販売店または、 
わよりの弊社にお問い合わせください。 


機器をご使用の際には 


〇 

必ず守る 


使用中に異常燃焼、異常音、臭気などを感じたときや地震、乂災などの緊急の場合は、 


下記の手順に従う 

① 消火する。（点火/消火ボタンを「消火の状態」にする。） 

(グ U ルを使用している場合は、点火/消乂キーを押す。） 

② ガス栓を閉じる。 

⑤お買い上げの販売店または、わよりのガス事業者(供給業者） 
に連絡する。 


① 


00000 


00000 



消乂の状態 


乂災や一酸化炭素中養のおそれがあります。 



〇 使用後は消乂を確認ずる 

乂災や思わめ事故の原因になります。 

※就寝や外出時はガス栓わ閉じてください。 
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if 、ずお守りください(き全上の注意）感 


A 警告 


义災予防のために 


機器をご使用の際には 


0 乂をつけたまま離れない、就寝や外 
出をしない 

- ^ 料理中のわのび焦げたり燃えたりするなど、 
乂災の原因になりまず。 

※とくに天ぷらや揚げわの調理、グ U ルを使 
用しているとさは注意してください。 

電話や来客の場合は、一旦乂を消してください。 


0 トッププレートに衝撃や荷重を加え 
ない、上にの!5ない 

^ トッププレートのガラス破損につなびり、 臭 
常過熱や乂災の原因になりまず。 

※破損したとさは、けがの原因にもなります 
ので、程度の大小に関係なく、すぐに修理 
を依頼してください。 


0 引乂のおそれのあるちの（スプレー、 
ガソリン、ベンジンなど）は機器の近 
" ^ くで使用しない 

乂災の原因になります。 


燃えやすいものを機器の近くに置か 
ない 

機器の上や周囲に燃えやすいわの（調味料ラ 
ック、ペットボトル、調理油など）、引火の 
おそれのあるもの（スプレー吿、カセットコ 
ン□用ボンベなど）を置かないでください。 
乂災の原因 や、熱でスプレー吿の圧力び上びり、 
スプレー吿が爆発ずる原因になります。 






コン□部をご使用の際には 


A センサー解除モードを使用ずるときは、 

揚げものなどの調理はしない 

センサー解除モードでは、天ぷら油過熱防止 
機能の消火温度び高くなっていますので、調 
潭由び過熱され発火し、 乂災の原因になります。 

(センサー解除モードについては、24ぺ一 
ジを参照してください。） 



耐熱ガラス容器や±鍋など、熱が伝 
わりにくい容器で油料理しない 

天ぷら油過熱防止機能び正しくはたらかず、 
調理油び発火し、 乂災の原因になります。 



鍋などがトッププレー 
卜か!5はみ出した状態 
では使用しない 
乂災ゃ機器焼損の原因になり 
よ 9 〇 



0 

禁止 


温度センサーの上面と鍋底やフライパンの底などが密着 
していないときは使用しない 

鍋底に密着しないとさや巧れび付着しているとさは、温度センサー 
び正しくはたらさません。 

. 調理油の量に関係なく調理油び発火し、 乂災の原因になります。 

-焦げつさ自動消火機能び正しくはたらかない場合びあります。 


£課可 

顯凹。觀 g 。 

_ 異物などび付着 

巧；®す- 



アルミはく製しる受け、省エネごとくなど 
指定 m 外の補助具は使わない 
一酸化炭素中養のおそれや機器の異常過熱により塗 
装の変色-はく離-機器焼損-変おの原因になりまず。 
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IA 警告 I 


义災予防のために 


0 

禁止 


コン□をおお5よ 
うな大きな鉄板や 
鍋は使わない 
一酸化炭素中毒のお 
それがあります。 


コン□部をご使用の際には 

焼網は使用しない 



0 

禁止 


焼網 


トッププレートに落ちた油など 
び発火したり、 機器の異常過熱 
により塗装の変色•はく離•機 
器焼損-変形の原因になりまず。 



揚げらの調理の際には 


〇 揚げものは食材全体が十分につかるまで調理油(必ず200 mL 
m 上)を入れて行う 

調理油の量び少なかったり、減ってきたりすると、 発义するおそれがあります。 
とくにフライノ（ンなどの底び広い鍋で揚げわのをする際は、食材全体び 
調理油に十分につかっていないと、 発乂するおそれがあります。 



調理油 
/ 

— 

食材_ 


ノ 

食材全体びつかるまで 



冷凍食材を鍋の底面中央に密着させた状態で揚げものをしない 

鍋の底面中央(温度センサーの接触位置）に冷凍食材び密着した状態で揚 
げわの調理をすると、温度センサーび鍋底の温度を正しく検知しないた 
め、 発乂ずるおそれがありまず。 食材は中央部を避けて置いてください。 



冷凍食材 


〇 


冷凍食材を鍋の底面中央(温度セン 
ヴーの接触位置)に密着させない 



複数回使った調理油で揚げものをしない 

何回も使用して茶褐色に変色した調理油、にごった調理油、揚げカスなどび沈んだまま残っている調理 
油は使用しないでください。 発乂が起こりやすくなる場含びあります。 



揚げずぎない 

豆腐などの水分の多いものや、衣つさのコ□ッケなどの破裂しやすいものは、とくに注意してください。 
揚げすざると油び飛び散り、 発乂や、やけどのおそれがありまず。 


グリル部をご使用の際には 


〇 グリル使用前はグリル庫内を点、検ずる 

グ U ル庫内に食品くず、油くず、布などびあ 
必ず守るると、使用中に発火し、 乂災や機器損傷の原 

因になります。 


〇 グリ J レ使用後および連続使用するとさは、 
グリル受け皿にたまつた脂を取り除く 

たまった脂び発火し、 乂災や機器損傷の原因 

になりまず。 



グリル排気□の上にふさんやタオルな 
どをのせない 

乂災や不完全燃焼の原因になります。 



グリル受け皿にグリ 
ル石やグリルシート 
などを入れない 

たまった脂び発火し、 

乂災や機器損傷の原因 
になります。 



発义ミち意 


脂の出る料理には、 
グリル焼網の上や 
下にアルミはくを 
敷かない 

アルミはくの上にたまった 
脂び発火し、 乂災や機器損 
傷の原因になります。 



点検の際には 


^ 絶巧に改造-分解は行わない 

^ 改造•分解をすると一酸化炭素中毒などによる死 t 事故のおそれがあります。また、乂災の原因になり 

分解禁止 ます0 
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お、ずお守りください(安全上の注意）③ 


A 警告 


電気事故防止のために 


磯) 

めれ手禁止 


A 

感電ま意 


電源アダプターはめれた手でさわ!5 


ない 

感電の原因になります。 



〇 電源プラグのほこりは定期的に取る 

ほこりびたまると、 発乂の原因になります。 

必ず守る霞原プラグを抜き、乾いた布で而いてください。 


〇 電源アダプターはコンセントの根元 
まで差し込む 

電源プラグの刃にほこりなどびたまり、 発乂 

の原因になります。 


0 電源コード、電源アダプターに無理 
な力を加えたり、加工をしない 

^ 束ねたり、無理に曲げたり、引っ張ったり、 
物をのせたり、衝撃を与えたりして無理な力 
を加えない。キズつけない。加工をしない。 

感電、ショート、乂災の原因になりまず。 
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么ま意 


义災予防のために 


機器をご使用の際には 


〇 

必ず守る 


使用ずるバーナーの点乂/消乂ボタ 
ンを確認して操作ずる 

間違って操作すると、別のパーナーび点火して、 

乂災や思わめ事故の原因になります。 


|« 


点乂したときはバーナーが着乂した 
ことを確認ずる 

着火していないと、 乂災ゃ一酸化炭素中養、 
思わめ事故の原因になります。 


0 調理仪外の用途には使用しない 

練炭の乂起こしや衣類（而さんなど）の乾燥などに使用しないでくだ 

-^ さい。 過熱-異常燃焼による機器焼損 や衣類などび落下して 乂災の 
原因になりまず。 



グリル部をご使用の際には 


〇 魚などの焼さずぎにま意ずる 

魚などび燃え、グ U ル排気□から炎び出るこ 
'ぶず守るとびあり、 乂災の原因になりまず。 


瓜 


鶏肉やサンマなどの脂の多い食材を 
焼くと、飛び散った脂に引乂して瞬 
胃間的にグリル排気□か!5炎が出る場 
合があるので注意ずる 
やけどや乂災などの原因になります。 


〇 グリル使用中、調理物が発乂した場合は、下記の手順に従う 

①点火/消火キーを押し、機器のノくーナーを消火する。 

必ず守る ②炎び消えるまでグ U ルとびらを開けない。 

③消乂後、お買い上げの販売店または、わよりのガス事業者に連絡する。 

手順に従わなかった場含は、乂災の原因になります。 


A ま意 


ガス事故防止のために 


設置の際には 

〇 冷暖房装置の吹き出し□の近くや、強い風が吹き込む場所には設置していないことを 
確認ずる 

乂が途中で消えたり不完全燃焼の原因になります。 

機器をご使用の際には 

^使用中は換気をずる 

^使用中は窓を開けたり換気扇を回すなど、換気を行ってください。 

換気を行わずに、他の燃焼機器と同時に使用した場合など、 不完全 

燃焼による一酸化炭素中毒の原因になりまず。 

《自然排気式給湯器や爲ろびまを使用している場合は、換気扇を回さず、 

窓を開けて換気をしてください。換気扇を回すと排気ガスび逆流して 

一酸化炭素中毒の原因になります。 

お手入れの際には 

〇 バーナー丰ャップを水洗いしたあとは、よく水気を切る 

水分び残ったまま取り付けると、 点乂不良や不完全燃焼の原因になりまず。 
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/ ぶずお守りください(安全上の注意）® 


A ま意 


やけどやけびの予防のために 


機器をご使用の際には 


〇 点乂操作をしても点乂しない場合は、 
点乂/消乂ボタンを IT 肖乂の状態 J にし、 
周囲のガスがなくなってか!5再度点 
乂ずる 

すぐに点火すると、周囲のガスに引火して衣 
服び燃えるなど、 やけどの原因になります。 


® 使用中や使用直後は操作部外は触 
5ない 

機器本体とその周辺および調理用具び熱くな 

つており、 やけどの原因になります。 

※とくに小さなおテさまびいる家庭では注意 
してください。 


〇 コン □使用中は、 コン □の奥へ手を伸ばしたり、身体の一部や巧服がバーナーに触れ 
ないように注意ずる 

やけどやを月民に炎が移ったりずるおそれがあります。 



点乂操作時や使用中はパ'—ナー付近に顔や手などを近づけない 

炎や熱で顔や手など、 やけどの原因になります。 

※調理中に温度センサーび作動し、自動的に"弱火"〇"強火"と炎の大ささび変化する場合びあるため、 
やけどをするおそれびあります。 


コン□部をご使用の際には 


〇 やかんや鍋などの大ささに合わせて乂力を調節ずる 

火力び強いとはみ出した炎によりやかんや鍋の取っ手などび過熱され、 やけどや取っ手の焼損の原因に 

必ず守る なりまず。 



片手鍋や底がへこんだ鍋や丸い鍋、底がずベりやずい鍋、径の小さい鍋などは、不安 
定な状態で使用しない 

•片手鍋やフライパンなど、重/こ\び片寄った鍋は不安定な状態にならないよう、取っ手をごとくのツメ 
方向に合わせる、取っ手を持って使用する、取っ手などを機器の前面からはみ出さないよう横に向け 
て置くなど、安定した状態で使用してください。 

-中華鍋などの底の丸い鍋は、取っ手を持ちなびら使用してください。 

不安定な状態で使用すると、鍋び傾いて調理物び体にかかるなどして やけどの原因になります。 


〇 みそ汁やカレー、ミートソースなど、とろみのある料理を煮たり温めたりずるときは、 
乂力を弱めにして、よくかき混ぜる 

強火で急に温めると、鍋底に沈んだみそやルーなどび突沸現象により突然噴さ上びり、鍋びはねあびつ 
て やけどをずる原因になりまず。 （とくにだし入り豆みそ(ホみそなど)のときは注意してください。） 


突沸現象について 

突沸現象とは、突然に而っとうする現象です。水、牛乳、豆乳、酒、みそ汁、コーヒーなどの液体を温めると 
さに、ささいなさっかけ(容器をゆする、塩、砂糖などを入れる）で生じます。直火でこれらを温めるとさにも 
起さることびあります。 

この現象び調理中に起さると、鍋びはねあびったり、高温の液体び飛び散るため、やけどやけびをするおそれ 
びあります。これらの予防法として次の点にご注意ください。 

-カレー、ミートソースなどのとろみのある料理やみそ汁などの汁ものの温めは弱火でかさ混ぜなびら加熱する。 
(強火で急に加熱しない。） 

•熱々の汁わのに、塩、砂糖などの調味料を入れる場合は、少し冷ましてから行ラ。 

-鍋の大ささにあった火力で加熱する。 
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A 注意 


やけどやけびの予防のために 


I. 


グリル部をご使用の際には 


A 使用直後の魚の出し入れは、グリル 
tf とび！5やグリル受け皿、グリル焼網 
を機器か！5取り外さずに巧う 

グ U ルとびらガラスやグ U ル焼網などび熱く 

なっており、 やけどの原因になりまず。 

^ グリルとび！5およびグリルとび！5取 
じソ っ手に重いものをのせたり強い力を 
加えない 

グ U ルとびらび外れ、 けがや機器損傷の原因 

になりまず。 

A グリル受け皿を持ち運びずるときは、 
tf 冷えてか！5持ち運ぶ 

使用中や使用直後は、グ U ル受け皿やグ U ル 
受け皿にたまった脂び高温になっており、 や 

けどの原因になりまず。 また、グリル受け皿 

にたまった脂などびこぼれないよラに注意し 
てください。 

^ グリルとび！5ガラスに衝撃を加えた 
じソり （グリルとび！5の落下も含む）丰 
" ^ ズをつけたりしない 

また、使用中や使用直後に水をかけない 

グ U ルとびらガラスび割れて、 やけどやけが 

の原因になりまず。 

/ C \ グリル使用中や使用直後は、グリル 
じソ とび！5取っ手 m 外は触！5ない 
" ^ グリル受け皿を持つときは、めれぶ 
きんなどで持たない 
やけどの原因になります。 

/〇 グリル受け皿に水を入れて使用しない 

この機器はグ U ル受け皿に水を入れる必要び 
禁止ないタイプです。水を入れないでください。 

グ U ル機能び正しくはたらかなかったり、 調 

理物が燃えるなどの原因になります。 また、 
お湯びこぼれて やけどの原因にらなりまず。 


® グリルを使用ずるとさは、グリル排気□に手や顔などを近づけない 
鍋の取っ手などがグリル排気□にかか！5ないようにずる 
高温の排気び出て、 やけどや鍋の取っ手などの焼損の原因になります。 


お手入れの際には 



トッププレートは取り外さない 

トッププレートを取り外すと、 裏面でけがを 

する原因になりまず。 

また、ガラス裏面に洗剤や薬剤び付着すると、 

変色したりキズの原因になりまず。 


〇 お手入れをずるときは、機器が十分 
冷えてか!5、手袋をして行う 

手袋をしないでお手入れすると、 やけどや機 

器の突起物などでけがをずる原因になりまず。 


〇 

必ず守る 


ごとくとパ'-ナーリングカバーは、正しく取り付ける 
(68 ぺージ） 

正しく取り付けないと、 鍋の輯倒によるやけどや、点乂不良•不 
完全燃焼の原因になります。 
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if 、ずお守りください(き全上のま意）感 


么汪意 


電気事故防止のために 


〇 

必ず守る 


電源アダプターは、 
コードを持たずにプ 
ラグを持って抜く 

コードを持って抜くと、 
コードび破損し、 発熱、 

乂災、感電の原因になり 
ます。 



© 必ずアースずる 

機器び故障した場合、 感電の原因になります。 

アースずる 


A 注意 


機器損傷の予防のために 


機器をご使用の際には 



トッププレートに直接高温の鍋など 
をのせない 

トッププレートの 変色や損傷の原因になります。 


グリルとび！5、グリルとび！5取っ手、 
コン□操作部、グリル操作部、電池 
ケースふたなどに、重いものをのせ 



たり強い力を加えない 


機器損傷の原因になります。 


ごとくを外して直接コン□に鍋を置 
いて使用しない 

不完全燃焼や機器焼損の原因になります。 


グリルとび！5を開けたままグリルを 
使用しない 

グ U ルとびらに魚などをはさみこむなど、グリル 
とびらび開いた状態では使用しないでください。 

機器上部が変色したり、ワークトップを焦が 
ず原因になります。 


〇 エアコン、扇風機の風などがコン□の炎にあた5ないように配慮して使用ずる 

温度センサーにより鍋底の温度を検知して火力を制御するため、風びあたると 温度センサーが正しくは 
'ぶず守る た!5かない場合があり、乂が途中で消えたり機器損傷の原因になりまず。 


お手入れの際には 

〇 バーナー丰ャップは正しく取り付ける （67 ページ） 

正しく取り付けないと、 

心ず守る-点火しない場合びあります。 

-炎の而ぞろいや逆火で 不完全燃焼、一酸化炭素中養のおそれやバーナー 
キャップび変形する場合がありまず。 

-機器の中に炎びもぐりこんで、 焼損する原因になりまず。 

-誤セツトのまま使用すると、 機器寿命び短くなるおそれがあります。 



A 汪意 


お子さまに巧ずる注意 



ルさなお子さまだけで使用させない 

思わめ事故の原因になります。 

おテさまび触れても点乂しないよう、□ックを設定することびできます。に2ページ) 


77 


















应汪局 


正常な動作のために 


〇 

必ず守る 


温度センサーが上下にスムーズに動くことを確認ずる 
温度センサーのお手入れはこまめに行う （67 ページ） 

鍋底に温度センサーび密着しなくなり、 調理油が発乂する場合があります。 
また、動きび悪いと鍋などび傾さ、お湯などびこぼれ、 やけどの原因にもなります£ 
密着しない場合、点検•修理を依頼してください。 


温度センサー 



上下にスムーズ 
に動くことを確認 


0 温度センサーに強いショックを加えたり、 
丰ズをつけない 

^ 鍋底に温度センサーび密着しなくなり、 調理油が 

発乂する場合があります。 



A 注意 


調理プレートについて(付属品） 


〇 続けて使用ずるときは、その都度調理 
プレートにたまった食品くずや脂など 

必ず守る 

また、使用後も必ずお手入れをずる 

たまった脂び燃えて、 乂災のおそれや機器損 
傷の原因になります。 


油もの料理や、焼き魚に調理プレート 
は使用しない 
乂災の原因になりまず。 


〇 予熱終了後などで、グリルとび！5を開 
けるときは必ず一旦消乂ずる 

必ず守るグ U ル過熱防止センサー (72 ぺージ）びはた 

らき、 消乂する場台がありまず。 


〇 調理プレートは、グリル使用中および 
使用直後は高温になるため、取り出ず 
ときは必ず付属のホルダーを使用ずる 
やけどの原因になりまず。 


0 調理終了後、調理プレートが高温のが 
態で水などに入れて急冷しない 
^ 調理プレートの変形の原因になります。 


0 グリル 1 U 外では使用はしない 

塗装がはがれたり、破損の原因になりまず。 


〇 予熱をしたあとに食材をのせるときは、 
調理プレートが高温のため、触れない 
よう気をつける 
やけどの原因になります。 



A 汪意 


ダツチオーブンについて(付属品もしくは別売品） 


0 ダツチオーブン使用直後に水をかけて I A オーブン調理後、ダツチオーブンを食 
急に冷やさない tf 卓にのせる際は、必ず鍋敷きを敷く 

^ ダツチオーブンの熱で水び蒸発して飛び散り、 ダツチオーブンの熱で 食卓が焦げる原因にな 

やけどの原因になります。 I ります。 


〇 タッチオーブンを持ち運びずる際は、鍋つかみを使用ずる 

使用中、使用直後は、ダッチオーブンび高温になっているため、 やけどの原因になりまず。 
















if 、ずお守りください(安全上の注意）® 


お願い 


機器について 機器のご使用について 


■この製品は家庭用です。業務用のような使いかたを 
すると、機器の寿命が著しく短くなります。この場 
合の修理は保証期間内でも有料となります。 

■長時間使用していなかったり、初めて使用するときは、 
配管内に空気が入っていて点乂しにくい場合があり 
ます。 

しばらく待ってから、再度点火してください。 

■長期間使用しない場合は ••• 

-ガス栓を閉じてください。 

•各部の巧れを取り除さ、ほこりや異物び入らない 
よラにビニー J レなどをかけてください。 

再使用時は、完全に取り外してください。 

-乾電池を電池ケースより抜いて<ださい。 

乾電池の液漏れにより、 機器をいためる原因になります。 

■機器を廃棄する場台は ••• 

•機器を取り替えた場合、旧機器は専門の業者に処 
理を依頼してください。もしお客さまで旧機器の 
処理をする場合、乾電池を使用している機器は、 
乾電池を取り外してから正規の処理を行って < だ 
さい。 

お手入れについて 

■機器や機器周辺（システムキッチンの天板など）に水 
をかけたり、水を流しての掃除はしないでください。 
また、めれぶきんやスポンジたわしを使用する場台 
もよくしぼり、水分を切ってか5使用してください。 

機器内部に水び浸入し、 故障の原因になります。 


グリルのご使用について 

■連続で使用する場合は一旦乂を消し、再度点乂して 
<ださい。 

グ U ル庫内び高温になっていると、グ U ル過熱防止 
センサー (72 ページ)びはたらいて、 焼き上がる前に 

消乂する場含があります。 

■魚などの焼き加減を見るときなど、グリル受け皿を 
約1分上引き出したままにする場合は、一旦乂を消 
して < ださい。 

グ U j レ過熱防止センヴー (72 ぺージ)びはたらいて、 

消乂する場合があります。 

■冷蔵庫か5出した冷たいままの魚などは、常溫でし 
ば! 5 くおいてか 5 焼いてください。 

また、冷凍された魚などは、しっかりと解凍してか 
5焼いてください。 

中/こ\部まで十分に火び通らず、焼さ上びりびよくな 
い場合や、生焼け状態になる場合びあります。 


■使用中もときどき、正常に燃焼していることを確認 
して < ださい。 

■トッププレート上で、鍋などをすべ! 5 せたりしない 
で < ださい。 

トッププレートや鍋が損傷する原因になります。 
■機器の下にオーブンを設置して使用している場含、 
オーブンのとび5を半開きのままで使用しないでく 
ださい。 

やけどや過熱による変おなどの原因になります。 
■トッププレート上で、 IH ジャー炊飯器、卓上型 IH ク 
ッキングヒーターなど電磁誘導加熱の調理機器を使 
ねないで < ださい。 

磁力線により、 機器が故障ずる原因になります。 

コン□のご使用について 

■鍋の重さは温度センサーの密着を確実にするため 
300 gLU 上(調理物の重さを含む)にしてください。 

とくに片手鍋などは、不安定になりやすいので注意 
してください。 

■弱乂のときは炎が見えにくい場合がありまず。 

消し忘れに注意してください。 

■調理中に鍋をのせかえるときは、一旦乂を消してか 
5のせかえて < ださい。 

火を消さずに作業をすると、 やけどの原因になります。 
鍋なし検知機能を搭載しているので、鍋を外すと弱 
火になり、約]分間鍋を戻されないと自動消乂します。 

■コン□を弱乂で使用している場合は、機器下のキャ 
ビネットとび5や、グリルとび5をゆっくり開閉し 
て < ださい。 

キャビネットとびらや、グ U ルとびらの開閉により 
発生した風で、 コン□の乂が消える場合があります。 

■強乂で長時間使用すると、まれに鍋とごとくがくっ 
つくことがあります。 （C3WJ 1 PWAOOST(STD) の 場台） 

鍋を動かすとさは注意して<ださい。 

■煮こぼれしたときは、その都度お手入れを行ってく 
ださい。 

機器の内部に煮汁び浸入すると、 故障の原因になり 
ます。 また、バーナーに煮こぼれびかかったまま放 
置すると、炎□びつまり機器内部で燃えることにより、 

機器焼損の原因になりまず。 
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周囲の防乂措置(機器の設置）について 


■機器の設置•移輯および付帯工事は、お買い上げの販売店または、もよりのガス事業をに依頼し安全な位置に 
正しく設置してください。 


防义上の謎隔距謎 


◎機器を設置する周囲の壁などび、防火上安全な 
場所かまたは、防火上有効な間隔を確保するこ 
とびでさる場所に設置してください。 


言 口 


〇 周囲の障害物、可燃物との離隔距離が確保さ 
れていることを確認する 

必ず守る離隔距離び少ないと、 乂災の原因になります。 


※機器の周囲の可燃物(可燃材料、難燃材料または、準不燃材による仕上げをした建物の部分わ含む)とは、下 
表に基づさ下図の離隔距離を確保してください。 


[機器の周囲び可燃物の場合 


レンジフードおよび不燃材の場合 



く 0 


レンジフード 


广 3 

ス 5 cm 
於上， 


※旨 

CD 

； 戸平"中マ 


1 

造3 

1 

t 


グ U スフィルター 

金属 iu 外の 
不燃材料 




） 内は、周囲の壁び不燃材料で有効に仕上げた部分もしくは、 
防熱板を取り付けたとさの寸法です。 

《]レンジフードファン1^(外の場合は8日〇の1^(上。 

《2不燃材料びない場合は SOcmii (上。 


ガス機器防火性能評定品 


可燃物からの離隔距離 (cm) 


側ち]前方 r 後ち 


8日し U 上] 7.乱: Lb] 1已政上1^ 


ス已が上 I 日。な上 蝴 

/ jl ] cy « da = ua _ i 」 


財団法人曰本ガス機器検査協尝 

防乂性能評定シール 
(トッププレートに貼付) 


逆 注意 


◎離隔距離がとれない場台や、仕上げの構造がわか5ない場合は、必ず防熱板による防乂措置を巧ってください。 

-防熱板は己種類用意しています。 

-用途に適した防熱板を選んでいた 
ださ、正しく取り付けてください。 
※取り付け方法は別売の防熱板に同 
こんされている「取付説明書」をご 
覧ください。 


〇 

必ず守る 


防熱板(別売品）は、必ず指定のらのを使用する 

防熱板に同こんされている r 取付説明書」に従って正しく取 

り付ける 

防熱板を取り付けないと、 乂災の原因になります。 


防熱ホ反のお求めは、お買い上げの販売店または、もよりの摩社(別紙ヴービス網一覧表)にお問い合わせくださし、。 


© バックガード 





'つーク トップの^ 
後部に立ち上び 
、りびある場合 . 


コード番号 

高さ ( mm ) 

幅 ( mm ) 

① 

DP 0に8 

己90 

535 

② 

LP 0131 

已90 

750 

③ 

DP 0に9 

己50 

900 

④ 

LP 0117 

已己〇 

150 

⑥ 

DP 0104 

90 

750 


※〇ド日]日4はワークトップ後部の立ち上びり用 






















































































































コン□を使う準備 

C 鍋の選びかた つ 



〇 :適しています。 X :適していません。（温度を正しく検知しない場合びあります。） 

:途中消火したり、焦げつく場合びあります。 

センサー解除モード (24 ページ）にすると途中消火せず使用でさます。 

(焦げつさ自動消火機能びはたらかないため、焦げつさびさつくなりますので注意してください。） 
《2 :必ず而たをしてください。 

《3 :焦げつさびさつ<なります。 

《4 :ホー□一鍋の場合、焦げつく場合びあります。 

※己：揚げちのの場合の油の量を示します。 

《6 :中華鍋は底の平らな中華鍋を使用してください。 


お願い 


中華鍋を使うとさは、 

-鍋底と温度センサーび密着していることを確かめてから使用してください。 
•中華鍋の種類によっては、鍋び安定せず、温度センサーび正しくはたらさません 
-必ず取っ手を持って調理してください D 
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ガス栓を全開にずる 


© ごとく中央に鍋やフライパン 
などを置く 


-鍋などをごとくに置いていないと点火しません。 

• 点火前に温度センサーび鍋底に密着しているこ 



0 電源ボタンを巧ず 

-『ピッ』と音びするまで押す。 
(約日.3秒） 




•鍋を置くと、置いているコン□のお 
知らせ U ングび白色点灯します。 

《電源ボタン「切」か鍋を外すと白色点 
灯は消灯します。 


mmm ° CtJ 


f コン □ 微調節/ □ック機能ボタン J ) 

※コン□微調節については、24ぺージを参照してくださし、 


(□ッ ク 機能） 小さなお子さまのいたず5や誤作動を防止するために、操作を□ツクすることができます。 


◊電源び入っている状態で機器を使 
用していないときに、□ック機能ボ 
タンを 3秒じ(上押す ことで□ックの 
設定/解除びでさます。 


◎ □ック 



3秒 m 上}甲す 


\ピピヒ、;^ 


1左コン □ 1 

1後コンロ 1 

1をコン □ 1 




1グリル1 


◎解除 



3秒 m 上}甲ず 


' Uf ピピック 


※□ック状態で電源を切つても（オートノ くワーオフしても）、□ックは解除されません。 
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コン□の使いかた 





コン□操作部(シート） 


•センサー解除丰一 


左コン □ 


C つ 


I 蝴國 S 


广^夕つゾー 


巨 


後コン □ 

因§ 

P 〇夕つクー 


巨 


ちコン □ 


國 


。. 


湯わ1民 tH 綱 

ぶし」に鄉巧し)1 


〔し^タイ V - 


巨 



〇 みそ汁やカレー、ミートソースなど、とろみのある料理を煮たり温めた 
りするときは、乂力を弱めにして、よくかき混ぜる 

強火で急に温めると、鍋底に沈んだみそやルーなどび突沸現象により、 
突然噴さ上びり、鍋びはねあびって やけどをする原因になります。 
(とくにだし入り豆みそ(ホみそなど)のときは注意してください。） 

※突沸現象については、1日ページを参照してください。 


◊炒めもの(野菜炒めなど)、焼きもの（目玉焼き、八ンバーグなど） 

をずる場合は、1分程度予熱ずる。 

•予熱時間び長すざたり短すざたりすると、安全機能びはたらさ、弱火 
になったり消火する場合びあります。 

◊きんぴ5ごぼう•インスタント焼きそばなどは、左ちコン□のセンサー解除モードで調理する。 

•水分び蒸発しても力臟を続ける料理の場合、焦げつき自動消乂機旨がはたらき、消乂することがあります。 

◊揚げものは左ちコン□の揚げものモードで調理ずる。 

•揚げちのモードを使わずに多めの油を加熱すると、機器び煮ちの調理と判断し、低い温度で 
自動消火することびあります。 
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0 点义 


00 00 0 



@义力調節 

00000 

弱く 強く 


点乂の状態 



点义時の义力表示の例 

◎@◎00 @ 0 ® 



点乂後約3日分毎にブヴー音 
『ピピピッ』で使用中である 
ことをお知らせします。 


1左コン □ 1 

1後コン □ 1 

1ちコン □ 1 

■■■■■ 



1グリル1 


1左コン □ 1 

1後コン □ 1 

1ちコン □ 1 

■■■■□ 



1グリル1 


泊义 度^ 

00000 00000 


な 


消乂の状態 


120分間連続使用ずると、消し忘れ消乂機能びはた5を 
自動消乂しまず。（お知5せリング：オレンジ色点滅） 
コン□消し忘れ消乂機能の設定時間を変更することびで 
きます。 （80 ぺージ） 

自動消乂したあと、必ず点乂/消乂ボタンを「消乂の状態」 
に戻してください。（お知5せリング：白色点な） 


1左コン □ 1 

1後コン □ 1 

1をコン □ 1 




1グリル1 




点乂後、乂力を微調節したいとをは 


◊点火後(コン□点火/消火ボタンの上にある） 
コン□微調節ボタンを押し、火力調節すると、 
火力をさらにこまかく調節することびでさます。 
※すべてのコン□び火力微調節状態になります。 

◊コン□微調節ボタンを再度押すか、すべての 
バーナーを消火すると、火力微調節状態は解 
除されます。 


コン □ 

微調節 


J 



《ッ// (例)左コン□の場合^点滅) 


緑—オレンジに変わる 


コン □ 

通常 

微調節 

左•ち 

已段階 

37段階 

後 

3段階 

19段階 


左コン □ Ui 後コンロ] 



I グリル I 


直义料理(あぶりらの)、いりらの料理、妙めらのをしたいときは 


◊直乂料理(あぶりもの)や、いりもの料理、 I 炒めものをしたいときは、センサー解除モードにしてください。 
センサー解除モードとは 

すべての安全機能が解除されるねけではありません。 


温度センサーや鍋などの異常過熱を防止するために温度センサーの温度び上びりすざると、自動的に 
火力を調節したり、ガスを止め消火したりすることびありますび、機器の故障ではありません。 


安全機能(天ぷら油過熱防止機能-焦げつさ自動消乂機能-鍋なし検知機能： 7] 〜72ページ)を一時 
的に作動させない(解除する）モードです。 

直乂料理（あぶりわの）や、いりわの料理、炒めわの(鍋をひんぱんに上げる料理）をする場合などにセ 
ンヴー解除モードをお使いください。 _ 

(例)ちコン□の場合 


-点火後、 


t 州-解瞭 
難し) 


を3秒1^(上押してくださぃ。 


(点火前にわ設定でさます。） 



ピピピ 


ツ// 一、 00^0 

り @>〇 


[後コン □ I 


センサ-解除 


※消乂するか、再度^を押すと、センサー解除び取り消されます。 

※センサー解除モードに設定して、点火操作をしない場合、約3分経過すると自動的に 
センサー解除び取り消されます。取り消される前に点火操作を行ってください。 


最長60分間連続使用すると、安全機能により自動消义します。 

※消し忘れ消乂機能の設定時間 (8 日ぺージ)により、連続使用可能時間は異なります。 


A センサー解除モードを使用するときは、揚げらのなどの調理はしない 

センサー解除モードは天ぷら油過熱防止機能の消火温度び高くなっていますので、 
胃調理油び過熱され、発火し、 乂災の原因になります。 































































































タイマーモード 



ご'とく中央每同などを置く 天面液晶表示部 


> 卿 —^ ^ 


rT —— を三 ] 

1 4. 互 了 网 K 


コン□操作部(シート） 


(例） , 
左コン□使用 

の±巧口 


Uo ® 


左コン □ 


國圆關 


■广〇うィ Y; - j 


E 


後コン □ 


I 炊飯 I 隊淵 

厂一夕1マ — i 


巨 


ちコン □ 


揚げ 

ちの 


說 


じ卜臟 
(3 禱し） 


こータイ Y - \\ 


巨 


描 


を 
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© タイマー設定 


タイマー 

10巧 

I 後コン □ I 

I ちコン □ I 



I グリル I 



タイマー初期設定：] 0分 

1 〜 120 分 （ 1 分亥!)み）押し続けると、 ] 日分刻みで変わります。 


I を押すとタイマーモードび取り消され、通常のコン□に戻ります。 
(消火はしません。） 


タイマーび作動中でち、タイマーの変更は可能です。 


< 


終了 30秒前 

秒表示になります。 


タイマー 

30秒 

I 後コンロ I 

I をコン □ I 



I グリル I 


\ピピピ 、 y 


自動消义(タイマー終了） 




■ 




— 

m 

と 0 

■ 

Ei 

けし 


— / 


ブヴー音『ピ-』と天面液晶表示部とお知らせ U ン 

グの点滅でお知らせしたあと、約30秒経過すると、天 
面液晶表示部消な、お知らせ U ング白色点抑こなります。 

0 点义 / 消义ボタンを r 消义のが態 J に 
戻す 


00000 


00000 



な 



消乂の状態 


Jj 左コンロ I 

1後コン □ 1 

1をコン □ 1 




1グリル1 


グ〇タイフー 



^6 












































































揚げものモード 


ごとく中央に鍋などを置く 


^天面液晶表示部 




一し、 T 八 IV - 出1リ*ひし•じち、 —人 lej / ix 日日巧/ j、pp 

- 


適した鍋 


直径：18〜 24 cm 
種類：天ぷ5鍋 

底の平5な中華鍋 
鉄やアルミ製の鍋 



心 


基本操作 

(左ちコン □) 


(例） 

左コン□使用 

の±巧口 


コン□操作部(シート) 


適した油の量 


曰00〜1000 mL 


をコン □ 


後コン □ 


揚げ' 

ちの 

場ぶ 

0秒押し) 

炊飯 


じサ-臟 
(3 抄巧し) 

广〇タイ7-つ 


厂こ）タイ7—1 

-+ 

背し 

— 

+ 

說 


をコン □ 


揚げ 

ちの 

湯ぶ 

m-ii 

(3 麵し) 

广こ） タイ7—1 


— 

+ 

说 


包 


揚げらののコツ 


焼きものにも便利 


◊油の飛び散りやすい材料は下ごしらえをする。 

(水分や空気は、加熱されると膨脹して破裂するため。） 


ドーナツ 

-生地には、必ず 
ベーキングパウ 
ダーや砂糖 
臥れる。 ◎ 


イカ 

-皮をむさ、両面に 
切り目を 
入れる。 



ししと5 

(中び空洞の野菜など) 

-切り目を入れる。 




◊八ンバーグや ギヨー ヴ、 
ホットケー丰など焦げ 
つさやすい焼さちのち、 
揚げちのモードの温度 
調節を使えば簡単。 
ほどよい焦げ色に焼さ 
あげます。 


ェビ 

• 尾は先を切る。 




5ず5(ゆで卵など) 

• 串などで刺す。 



魚介類や野菜など 

* 水分を而さ取る 0 


がが 


◊複数の揚げものをするときは、低温設定のものから調理する。 

(温度を下げるのに時間びかかるため。） 

◊一度に揚げる量は、油の表面積の半分程度にする。 
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O 点义 


0 00 00 


引 0 0 01-0 

挪 



@温度設定し、調巧する@ミ肖义 

〈着乂後ずぐ〉 


\む/ 


揚げもの 

180 c 

I後コンロ I 

Iちコン □ I 



IグリルI 


00000 000 




揚げもの初期設定； 18 ぴ C 



点乂の状態 


修 

〇 


揚げ 

湯ね 


もみ 

かし 


\ピ 


X 


設定温度に 
なると 

|-\ 『ピピピッ』 
W でお知らせ！ 

調理を始めて 
<ださい 


消乂のが態 


( hxj ^ 


わ 〇 

揚げ 

ちの 

ゎし 


揚げ 

ちの 


た 


を押す毎に切り替わります。 

|吟胃吟胃吟 








n 


点火する刖にち設定でさます。 

自動的に強火と弱火を繰り返し、設定した温度を保ちます。 

弱乂から強火に切り替わる一瞬、炎び大さくなりますので注意してください。 

途中で設定温度を変更する場合は、 [1 丢 I を押してお好みの温度に合わせてください。 
タイ7—丰一 ( 日山 ) を押し、タイマーモードと併用することわでさます。 



再度ご使用になられる場合は、前回設定した温度び基本となります。 


说 


を押すと、揚げものモードび取り消され、通常コン□に戻ります。（消火はしません。） 



温度設定のめやず 


ごミ主意 


140で150で160で170で180で190で200で 



◊油の温度は天ぷら用鉄製鍋を基準 
に該定してしなす。鍋の種類*材質， 
大ささや厚み、油量などにより、 
設定温度と異なったり温度変化び 
大きくなることびあります。 

◊油の温度び高い状態で温度設定し 
たり途中で油を足すと、設定温度 
と油の温度びずれることびあります。 

◊設定温度になってち調理物を入れ 
ないと、鼓定温度より調理油の温 
度び上昇することびあります。 

◊焼さものの焦げの程度はフライパ 
ンの大ささ、材質、調理内容によ 
って異なります。 


























































































適した鍋 


種類：やかん 

底の平5な鍋 


ごとく中央にやかんを置く 



天面液晶表示部 




邸^^^^^ 一 

PP^H^ 

し…配—. 


基本操作 

(左ちコン □) 


r 


々@ 


(例） 

左コン□使用 
の±巧ら 


コン□操作部(シート） 


在 

〇 

コン □ 

1 後コン □ 1 

こ） 0 

〇 

〇 

1!州-臟 
饼狮し） 

揚げ 

をの 

湯ぶ 

t ンサ-臟 
剧少巧し) 

炊飯 

广こっタイマーつ 


广こっタイマーつ 


— 

+ 

超 

— 

+ 

訊 


ろコン □ 


揚げ 

ちの 

湯ぶ 

广こっタイマーつ 

— 

+ 


包 


湯わかしモード 


適した水量 


お願い 


◊火力はやかんや鍋の径に応じて炎びあ店\れない程度に調節してください。 

ただし、火力を弱乂で使用しますと;っとうする前に保温になったり、消火した 
りします。また、お湯から湯わかしモードを使用した場合は、店\っとうしてから 
消火や弱火になるまで時間を要する場合や、っとうする前に消火する場合びあ 
ります。 

※やかんや鍋の材質、水量、形状などにより消火や弱乂になるタイ S ングび異なる 
場合びあります。 

◊水量び多すざると而さこぼれる場合びありますので、やけどなどにご注意ください。 

一 温度センサーが正しくはた！5 くために次のことを守ってください一 

◊やかんや鍋の而たの開閉はしない 
◊やかんや鍋を動かさない 
◊水をかさ混ぜない 
◊途中で水を入れたり具を入れない 
◊途中で乂力を変えない 


m 

〇 

〇 

〇 

2 

一 

〇 

〇 

5 


さに 
大量〇 
の水い 
鍋たさ 
やじだ 
ん応< 
かにて 
やさし 
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0 点义 


00 00 0 




\ 


お湯がわ<と 

天面液晶表示部に「保温中」び点灯してお知らせし、 
自動的に弱火になります。 

設定した時間のあと、自動的に消火します。 
※保温中ち設定時間と火力の変更び巧能です。 


ピピ、 •y 



\ピピピ 、 y 


お了 30が前 

秒表示になります。 


ピピ、 



-を押す毎に 、 mwam 〇 C 
-点乂する前にち設定でさます。 

. タイマーキー (^ U + J ) で保溫時間を変更でさます。 （1 〜120分） 
を押すと、湯わかしモードび取り消され、通常コン□に戻り 
ます。（消火はしません。） 

-湯わかしモード時には、タイマーモードは使用でさません。 


— / 


揚げ 

湯ね 

ちの 

かし 


ブヴー音『ピ- J と天面液晶表 7 J \ 部と 

お知らせ U ングの点滅でお知らせしたあと、 
約30秒経過すると、天面液晶表示部消灯、 
お知らせ U ング白色点灯になります。 

0 点义/消义ボタンを 
r 消义のが態 J に房す 


00000 


00000 



な 



揚げ 

湯ね 

ちの 

か U 


b 


\ピ 、グ 


A 


に切り替わります。 


U 左コン □ 1 

1後コンロ 1 

1をコン □ 1 

卜。。 



1 1グリル1 


© 湯わかし設定 

〈着乂後ずぐ〉 


湯わかし 
な温 

5巧 

1後コン □ 1 

1をコン □ 1 



1グリル1 


湯わかしイ呆温初期設定：イ呆温己分 


湯ぶ 


を押す毎に、 


く 


点乂する前にち設定でさます。 



湯わかし 

日 

30が 

■ロロ □□ 

1後コン □ 1 

1ちコン □ 1 



1グリル1 


湯わかし 

5巧 

■ロロ □□ 

1後コン □ 1 

1ちコン □ 1 

1グリル1 


消乂の状態 


自動消乂 


湯わかし保温の場合 


背し 


湯ねかし 


ねかし保温 


点乂の犬態 
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炊飯モード 


下準備 


〇お米を正確にはかる 


-計量カップやはかりで、炊飯したいお米の量を 例） 180 ml の計量カップ 


正し< はかる。 



© お米をとぐ 


•たっぷりの水でさっとかき混ぜ、水を素早く捨てる。 

-一度目のとぎ水はずぐに流ず。 

※めかを含んだ最初のとざ水を、乾いたお米び吸わないようにしてください。 

-「とぐ^洗い流ず」を素早く数回繰り返し洗う。 

※といだあとのお米は、よく水を切ってください。 

※といだあと、すぐに炊飯をするとごはんびかためになります。 

※お米をとざ足りない場合は、においや着色および、/3\さこぼれの原因になり、炊飯びうまくでさ 
ない場合びあります。 


© お米に水を含ませる 


お米と水の量のめやず 


-ごはんのかたさを調節ずるとさは、水量で調節ずる。 

※増減する水量のめやすは、± ] 0%程度にしてください。 


[ ごはん ] 


お米の 量 

水の 量 

1.0 台 （15 日 g)(18 日 mL) 

約 300 mL 

1 . 已含 （ 225g)(270mL) 

約 400mL 

2.0 台 (300g)(360mL) 

約 500 mL 

2 . 已台 （ 375g) (450mL) 

約 600 mL 

3.0 台 (450g)(540mL) 

約 700mL 

3 . 已を （ 525g)(630mL) 

約 800 mL 

4.0 合 （6 日日 g) (72 日 mL) 

約 900mL 

4 . 已台 （ 675g) (SlOmL) 

約 ] 000 mL 

已 .0 台 (750g) OOOmL) 

約 ] lOOmL 


[ おかゆ ] 

お米の 量 

水の 量 

0 . 已を (75g) (90mL) 

約 700mL 

1.0 台 （15 日呂 ）（ 1 8 日 mL) 

約 1000 mL 


※炊さこみごはんの場合は、ごはんに比べ約]割増の水 
の量(調味料、だしを含む）とし、具はお米の上にのせ 
て炊いてください。 

※炊さ上がりはお米の種類や質、鍋の種類や水温などに 
よって異なりますので、お好みに応じて工夫してお使 
いください。 


※おかゆは t 分びゆ程度の炊きあびりです。 


お米を水に浸ず時間 


•洗米したあと必ず 30 分上、水に浸ず。（冬場は 1 時間程度） 

《ごはんに芯び残るので、お湯を使わないでください。 

《一度水に浸したお米は砕けやすくなり、砕け米び混じることびあります。 

砕け米*粉米などび湿ざった状態で炊飯すると、炊さムラや焦げの原因になります。 
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無洗米を炊くときのコツ 


. 1〜2回すすぐ。 

※にごったまま炊飯すると、でんぷん質び沈殿し、上手に炊けない原因になります。 

-十分に水に浸す。 

•水の量を3%程度多くする。または、無洗米専用の計量カップを使う。 

-よく混ぜて気泡をとばす。 

※水を加えただけでは、表面に気泡びでき、水び吸収されず上手に炊けない原因になります。 


〇鍋をセツトする 


-水に浸した状態のお米が入っている鍋を、正しくごとくに置く 

※温度センサーの上面や、鍋底に異物び 
ないことを確認し、鍋底の中/び温度 
センサーに密着するよ5に正しくセッ 
卜してください。 






鍋底と溫度センサーが 
密着するように 


炊飯モードに適した鍋 

•おいしく炊くために、炊飯に適した鍋を選ぶ。 

炊飯専用鍋も別売しています。 （89 ページ） 

※別売の炊飯専用鍋のお求めは、お買い上げの販売店または、をよりの葬社にお問い合わせください。 


※市販の炊飯鍋などでち炊くことびでさます。 

一 ふたに蒸気穴びあるをの 

一 ふたび重く、鍋本体に 
落とし込むようなお状 

一 ふたと鍋にすさ間のないちの 

J - 鍋の縁が高いちの 

一 鍋は深いもの 

L 鍋底び平5ならの 


鍋径：1 8 cml；Lh 



※ふたに蒸気穴がない場合や、鍋の材質， 
形状によっては焦げつさや、さこぼれ 
など、うまく炊けない場合びあります。 
このような場合は、別売の炊飯専用鍋を 
使用してください。 


炊飯モードに適した鍋 

炊飯モード 

f ごはん： 1 〜己合 飞 

1 おかゆ： 0 万〜 1 合 J 

炊飯専用鍋(別売） 

〇 

アル S 製の鍋-文化鍋 

〇 

深めのちの 

ホー □ — . 巧ち出し. 

ステンレス(厚手)の鍋 卜 

〇※1 
深めのちの 

ステンレス 

(薄手：鍋底厚み 2 mm 未満)の鍋 1 ^ 

〇※ 2 
深めのちの 

無水鍋-多層鍋 
(ステンレス厚手鍋） 

X 

±鍋.圧力鍋.ぶ^^ 
醒ガラス容器 L T 

X 


〇 :適しています。 

X :適していません。（温度を正しく検知しない場合びあります。) 

:ホー □ 一鍋の場合、焦げつく場合びあります。 

《2 :焦げつさびさつ<なります。 








































炊飯モー 


ド' 



ごとく中央に鍋を置く 



〇包 


天面液晶表示部 


コン□操作部(シート) 


左コン □ 


觀國關 「H 


广し^夕つイー 


巨 


後コン □ 


f ^夕1 クー 


巨 


ちコン □ 


じサ-臟 
削)巧し) 

揚げ 

ちの 

湯ぶ 

t 州-解お 
削肌) 

广こっタイマーつ 


说 

I-I+I 

訊 


包 


ごま意 , 


◊炊飯途中で、水をたしたり、鍋の/たを開けたりしないで 
ください。また、炊飯の途中で炊飯モードを切り替えたり、 
他の丰一やボタンを押さないでください。うまく炊けない 
場合びあります。 

ごはんの場合は、消火後むらし(約] 0分)を必要とします。 
むらしをしないとうまく炊さあびりません。 

◊機器を囲う油ガードなどを設置すると排気の流れび変わる 
ため、燃焼不良となり、炊さムラなどの原因になります。 
炊飯時は油ガードなどを取り除いてください。 
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ブヴー音『ピ-』と天面液晶表术部と 

お知らせ IJ ングの点滅でお知らせしたあと、 
約30秒経過すると、天面液晶表示部消な、 
お知らせ IJ ング白色点打になります。 

0点义/消义ボタンを 
r 消义のが態 J に戻す 




※むらし後、ごはんをほぐしなびら底か 
らよくかさ混ぜてください。 

余分な水分び逃げ、ごはんびおいしく 
なります。 


〇 



を押す毎に 、 IZ 

に切り替わります。 

-点乂する前にち設定できます。 

-炊飯中は自動的に乂力を切り替えます。 

•弱乂から中乂に切り替わる一瞬、炎び大きく 
なりますので注意してください。 

3対町と、炊飯モ-ドび取り消され、 
通常コン□に戻ります。（消乂はしません。） 



V 




1左コン □ 1 

1後コン □ 1 

1をコン □ 1 


叫 


1グリル1 つ 



0点义 



@が巧設定 

〈着乂後ずぐ〉 


1左コン □ 1 

ごはん 

■■■ 

1ちコン □ 1 

1グリル1 

\ピ 、グ 

• 

炊!^ 

斗 

) く 


お了 2分前 

— I 一点滅^ 



自動消义を 
む5し開お 


む S しお了ド、む S しお了 
W 2分前 W 30砂前 


\ピピピ 、 y 


炊飯 



\ピピピ 、 y 


※むらしび終わるまで、ふたを開けないでください。 


炊飯 


炊飯 




1左コン □ 1 

ごはん_ 

I ちコン □ I 


E 脚が 

あと10巧 


1グリル1 


I 左コン □ I 

ごはん_ 

I をコン □ I 


E 脚が 

あと2巧 


I グリル I 


I 左コン □ I 

ごはん 

あと30化‘ 

I もコン □ I 



I グリル I 


ごはんの場合 


自動消乂 


おかゆの場合 


訊 


点乂の状態 


おかゆ 


ごはん 



(白色点滅) 



飯 

炊 




























































































































グリルを使う準備 



〇 ガス栓を全開にずる 


こ点乂 /消乂キー） 


0 調理物を入れて、 

1 グリルとびらを閉める 



〔□ック機能ボタン) 

越ぺージ） 


© 電源ボタンを巧ず 

-『ピッ』と音びするまで押す。 
(約日.3秒） 


グリル受け皿には 
水を入れない 


逆 注意 


〇 グリルを点乂するときは、必ずグリルとび5を 
閉める 

(^必ず守る炎や熱で、 やけどのおそれがあります。 


〔 巧めてグリルを使うとき ） 


◊初めてグ U ルを使うときは、グ U ル庫内の油を焼き切るために、グ U ル焼網を取り出し約8分空焼 
さしてください。（煙やにおいび出ることびありますび、問題ありません。） 

※空焼さしているとさに、グ U ル過熱防止センサーび作動し、自動的に火力を弱めたり、消火する 
場合びあります。（タイマー表示部「02」点滅表示） 

消火した場合は、しばらく（約3分)待ってから再度点火してください。 


35 








































































食材の準備 


魚の下ごし!5え 

•冷凍の魚は、しっかりと解凍する。 

※しっかりと解凍していないと時間びかかり、安全機 
能びはたらくことびあります。 

•冷蔵の魚は、常温でしばらくおく。 

•生魚は、水洗いしたあと、水気をよく而さ取る。 

-みそ養けや、かす漬けの魚は、 

みそやかすをよく而さ取る。 


魚 m 外の下ごし!5え 

•なすや、ししとラなどの野菜は、表面 
に切り目を入れる。 

•鶏肉など、脂の多い食材は、フオーク 
などで皮に穴を關义皮を上にして焼く。 



塩焼きの下ごし！5え 

鮮度や材料にあった塩加減偏の重量の2%程獻 
が必要です。 

塩をつけると、身がしまって身崩れしにくくなり 
まず。身の厚いところには厚く、薄いところには 
薄くつけます。 。。 

•さばやいわしなど脂肪分の多い 
背の青い魚は、多めに塩をして 、V 
おさ時間は長めにする。 

.白身魚は、少なめに塩をして、おさ時間は短め 
にする。 

•川魚やいか、えび、貝などは、焼く直前に塩を 
する。 


姿焼きなどの場合 

-尾やヒレはとくに焦げやすいので、多めに塩をつけてください。 
また、アルミはくで包んでおくと、焦げかたび薄くなります。 


アルミはく 



魚を焼くときは 


• グ U ル焼網にサラダ油などを塗ると、こびり付さなどび少なくなります。 

-魚は身の厚い部分や、頭を奥にして置いてください。 

• 魚を1尾だけ焼く場合は、左ちどちらか端に置いてください。 

•魚を 3 尾上焼く場合は、まん中を避け、左ちどちらかに寄せて置いてください。 

-ししやわなどの小さな魚は、尾び焦げやすいのでグ U ル焼網の手前側に置いてください。 



詳しくは付属のクッキングブックをご覧ください。 


魚を取るときのコツ 


• はしをグ U ル焼網と平行に入れると、グ U ル焼網に 
付着した魚びはびしやすくなります。 




逆 注意 


0 

禁止 

調理物を取るときなどは、グリル部周辺に触れない 

とくにグ U ルとびらなどび熱くなっており、 やけどの原因になります。 
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グリルの使いかた：マニュアルグリル 


^天面液晶表示部 



グリル操作部(シート) 



警告 


〇 鶏肉などの脂の多い食材を調理するときは、上下の乂力を 『弱』 にして焼く 
よ5にする 

必ず守る グリル受け皿にたまった脂に引乂し、乂災のおそれがあります。 


座 注意 


〇 焼さすざに注意する 

魚に乂がつき乂災の原因になりまず。 グ U ル庫内で魚などび燃えたり、たまった 
心ずする脂に引火した場合は、すぐに点火/消火キーを押して消火してください。 



◊おくずれを防止するには ••• 

- 2分程度予熱し、グ U ル焼網にサラダ油を塗ってください。 

•予熱後一旦消火し、魚をグ U ル焼網にのせて再度点火し、火力を調節してタイマーを設定して 
<ださい。 


詳しくは付属のクッキングブックをご覧ください。 
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o 点义 曾 义力調節 © タイマー設定 


1左コン □ 1 

1後コン □ 1 

1をコン □ 1 




タイマー謂理おレ"巧尸巧' 8巧 


1左コンロ 1 

1後コン □ 1 

1をコン □ 1 




タイマー謂巧と^掉 / T ^ 8分 


グリルタイマー初期設定： 8分 


'占 

、夫1 



ミお* M 
/目 

タイマ ー P 

— 

+ 1 


!\ピツ/ 


グリルが点乂後、タイマー 
がスタートしまず。 


グリル庫内温度 

タイ7— 

し"!場 口 

目分 

低い場合 

9分 


グリル燃焼ランプ 

0-7—^ 



を巧す毎に切り替わります。 


ク 

画^掉 ZJE 1 楼;謹 

ク 


ク 

巧と 




途中で消义したい場合 


グ U ル操作部の M を押す C 




焼さ 
加減 

シ 

ミ挡 \K 

タイマーろ 

— 

+ 


!\ビブ 


1左コンロ 1 

1後コン □ 1 

1ちコン □ 1 




1グリル1 




1左コン □ 1 

I 後コン □ I 

I ちコン □ I 




タイマー調理とと/巧/^18分 


) 勺イロー 


■■ 

m 

と0 


因. 

けし 


1〜18分 
(1 分刻み） 

\ピ 、グ 

タイマーび作動中でわ、タイマー 
の変更は可能です。 

(連続使用可能時間は] 8分です。） 


終了 30秒前 


\ピピピ 、 y 


I 左コンロ I 

1後コン □ 1 

1ちコン □ 1 




タイマー謂巧30# 


が康示になります。 


自動消义(タイマー終了) 


1左コン □ 1 

1後コン □ 1 

1ちコン □ 1 




1グリル1 00^ 


_ ^点滅) 


グリル燃焼ランプ 



タイ 7 - 


— /I 


ブヴー音『ピ-』と天面液晶表术の点滅でお 

知らせしたあと、約30秒倡過すると、消なします。 


グリルタイマーについて 


◊グリルが点乂すると、自動的にグリルタイマーがスタートします。 

-グ U ル庫内の温度に応じて、タイマー設定6〜9分を自動的に設定します。 

※タイマー表示は切り上げ表示になっていますので、初期設定時間びすぐに変わる場合びあります。 


ご注意 


•連続焼さなどでグ U ル庫内び高温になると、安全のため自動的に火力を弱めたり、消火します。 

グ U ル過熱防止センサーびはたらき、消火した場合(タイマー表示部「02」点滅表示)は、しばらく（約3分） 
待ってから再度点火してください。 

• 脂の多い魚を焼いているとさは、煙び多く出る場合びあります。 

• グ U ル操作部のタイマーは、グ U ル専用タイマーのためコン□には使用でさません。 

• 干物や脂分の多い魚（にしん*塩さばなど）は発火しやすいので、焼さすざに注意してください。（調理中 
はグ U ル庫内の状態に十分注意してください。）また、ル魚の干物(めざし-うるめなど)の焼さ時間のめや 
すは2〜3分です。（グ U ル庫内の温度び高い場合は1分程度。 ） 焼きすざに注意してください。 

焼さすざた場合、魚やたまった脂び燃えて、 乂災のおそれや機器焼損の原因になります。 








































































































































































才ートメニュー(魚) 



グリル操作部(シート) 



逆 ま意 


〇 魚などの焼きかたが浅い場合や、焼き足したい場ちはマニュアルグリル (37 ぺージ)で焼く 
その場合、設定時間を短くして焼さすざに注意してください。 

必ず守る焼さすざた場合、調理物の脂び燃えて、 乂災のおそれや機器焼損の原因になりまず。 

みりん干し•めざし-市販のみりんづけ-うるめいわしの丸干し-身欠きにしんは、 
マニュアルグリルで焼き、オートメニュー機能を使用しない 
発乂のおそれがあります。 


お願い 


◊機器び正しい調理時間を予測するため、下記のことをお守りください。 

•才ートメニュー(魚）は、魚専用です。魚!^外は、マニュアルグ U ルか才ートメニュー（アラ 
カルト）で焼いてください。 

-予熱しないで使用してください。 

-オートメニュー使用中は、グ U ルとびらを開けないでください。 

-種類や大ささの異なる魚を同時に焼かないでください。 

◊連続して調理するとさなど、庫内温度び高い場合は、オートメニュー機能を受け付けない場合びあります。 

I 魚 I を押すと、天面液晶表示『グ U ルび熱くなっています』で 

お知らせします。表示び消えるまで、しばらく待ってから使用してください。 

※マニュアルグ U ル (37 ぺージ)は、使用できます。 

◊調理終了のお知らせ後、すぐに調理物を取り出してください。 

余熱で焦げることびあります。 


1左コンロ 1 

1をコンロ 1 

1右コンロ 1 




1 グリル 1 KUJIlli 巧通 
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〇メニユーを 
醜する 


@!|?1 を 


©点义 


[左コン □ 11[$コン □ III 右コン □ I 


BjUl 

姿焼 
干物 


1左コン □ 11 

||後コン □ || 

1をコン □ 1 

1 

1 1 

1 

切身 

強め 
國 
弱ゆ 



1左コンロ 1 

1後コン □! 

1ちコン □ 1 




切身 標準 X ミ 


メニュー；切身選択 


焼さ加減；標準選択 




グリル燃焼ランプ 

〇， 


点火すると機器び調理時間を予測し、 
時間（分)び表示されるまで、時間を 
要する場合びあります。 

※自動機能のため、グ U ルタイマー 
時間の変更はできません。 


終了 30砂前 


\ピピピ 


1左コン □ 1 

1後コン □ 1 

1をコン □ 1 




切身 標準 n ぁヒ30秒 


移)^いになります。 


自動消义(タイマー終了) 


1左コン □ 1 

1後コンロ 1 

1ちコン □ 1 




1グリル1 00う 


_,点滅； 


グリル燃焼ランプ 

消ぶ 



を。 

〇 作 

魚 

アラ 

カルト 

穂 

條1 


ブヴー音『ピ- J と天面液晶表示 

部の点滅でお知らせしたあと、約 
30秒経過すると、消なします。 



一機能の取り消し 


で取り消す。 


「メニュー」および「焼さ加減」設定中は 
グ U ル点火後は、グ U ル操作部の®を押し、消乂する。 
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才ートメニュー(魚) 


◊魚の種類や大きさなどにより、オートメニューと焼き加減を選んでくださし、。 


才—卜 


メニュ- 




★ごん ま 

]〜日尾（1尾 ]80 gl ； (下） 


姿焼 


育と' んま 

]〜日尾（1尾18日 gl ； (上） 


★あじ 

]〜日尾（1尾200 gl ； (下） 


1尾 （1 尾 SSOgl ^ U 下） 


★あじ 

]〜己尾（1尾20 Og じ(上） 


IJ1 


1尾 （1 尾 S 日 Ogl ； (上） 



ぶり照り焼さ 
]〜6切（1切 80 g 程啟 


さわらみそ漬け 
]〜6切（1切 80 g 程啟 


さば切身 

]〜6切（1切 80 g 程啟 


さば切身 

]〜2切（1切 ] 己 Og 程啟 


蛙切身 

]〜6切（1切 80 g 程啟 


太刀魚 

]〜6切（1切 80 g 程啟 


ししやち 

約10尾 


干物 


さんま開さ 

]〜2枚（1枚 ]00 g 程厳 


あじ開さ 

]〜4枚（1枚 70 g 程度） 


ほっけ開さ 

]〜2枚（1枚 ISOgl ； (上） 


干しかれい 

]〜2枚（1枚に Og 程戲 


ほっけ開さ 

]〜2枚（1枚 ]80 gl ； (下） 


:さんま、あじを5尾焼くと、まん中の魚(裏面)の焼さ加減び浅くなります。 
1〜4尾で焼くことをおすすめします。 
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魚の置をかた 


ポイント 


丄山 f — ノ 

U 而[し置 <s 



◊頭を奥に 



均等に置< 

3尾 iU 上の場合、まん中の 
魚（裏面）の焼さ加減び浅 
<なるため、まん中をあ 
け、左ちどちらかに寄せ 
て置く 


◊尾-ヒレをされいに焼く 
-多めに塩をつける 
-アルミはくで包む 


アルミはく 



◊乂通りをよくする 

-皮面に切り込みを入れる 



◊みそ漬け-照り焼さをされいに焼く 
-表面のみそ漬けタレを十分に/さ取 
り、焼さ加減を弱めで調理する 



◊皮面を上向さに 
身の厚い部分を奥に置く 



み 雪 

手前側 V _ 


ルさい切身は、身の薄い 
部分を外側にして左ちど 
ちらかに置く 



お願い 


◊厚みのある魚など（切身 2.5 cm 、 
姿 4 cm を超えるをの）は中まで火び 
通りにくいので、マニュアルグ U ル 
(37 ぺージ)で様子を見ながら焼い 
て < ださい 



◊頭を奥に ◊干物は乾燥しているほど焼けやすく 

なっています 


◊脂のりびよい場合は焦げやすくなり 
ます 



4 ^ 















































































































才ートメニユー(アラカルト) 


^天面液晶表示部 



グリル操作部(シート) 


基本操作 

(グリル） 



ク'リル 

ーオートメニュー機能一 

0 0 0 0 


魚 


Sk 




設定 

変更 


クリ-ン 




逆 注意 


〇 調理物の焼きかたが浅い場合や、焼き足したい場合はマニュアルグリル (37 ぺージ)で焼く 

その場合、設定時間を短くして焼さすざに注意してください。 

(^心ずする焼さすざた場合、調理物の脂び燃えて、 乂災のおそれや機器焼損の原因になります。 
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◊アラカルトキーで] 8メニューの調理びできます。 

メニューごとにグ U ル焼網への置さかたや使用用具び違いますので各メニューのレシピ (47^ 
己己ページ)を確認のラえ、お使いください。 


基本的な置さかた 


瞄 


ホ刖をあけ、 

左ちどちらかに寄せる 


ホ刖をあけ、 

左ちの端に寄せる 


ホ刖をあけ、 

中央は左ちどちらかに寄せる 



，つくり乂を通したい場合の置きかた ■ 焼き色がつきにくし、位置 


左ち均等に端に寄せる 


焼き卽りきやすい位置 



◊消火後わグ U ル庫内のを熱を利用するメニューびあります。 

燃焼ランプ消灯後わ調理終了のお知らせびあるまでグ U ルとびらを開けないでください。 
◊連続して調理するときなど、庫内温度び高い場合は、オートメニュー機能を受け付けない場合びあります。 


アカ2卜 


を押すと、天面液晶表示『グ U ルび熱くなっています』で 


お知らせします。表示び消えるまで、しばらく待ってから使用してください。 
※マニュアルグ U ル (37 ぺージ)は、使用できます。 

◊各メニューに記載の調理物(外は、焼かないでください。 

とくに、脂分の多いわのを焼くと発火するおそれびあります。 


1左コンロ 1 

1後コンロ 1 

1をコンロ 1 




1グリル1 BUMICi ぶぷ巧 

























































































































































































〇メニユーを 
醜する 


@!|?| を 


1左コン □ 1 

1後コン □ 1 

1ちコン □ 1 




焼きいも 
焼きナス 
織 a 胸 

ホイル焼き 
ゆで卵 
ウインナー 


1左コン □ 1 

1後コン □ 1 

1ちコン □ 1 




鷄もも肉 

強め 
圓 
弱ゆ 



メニュー：鶏ちを肉選択 


焼さ加減；標準選択 


) アラ 

あた 

焼さ 

力ん^ 

ため, 

如減 



を押す毎に切り替わります。 


アラカルトメニューは] 8 メニュー 
あります。 


◊アラカルト] 8メニュー 

焼さいち*焼さナス*鶏ちち肉*ホイル焼さ*ゆで卵- 
ウインナ ー- 厚揚げ-焼きおにざり-焼き鳥-トースト • 
ピヴ-焼さイカ*□ーストビーフ*スペア U ブ*焼さ U 
ンゴ-スイートポテト-モーニングセット-□ーストポ 
_ク 

※上記は初期のメニューの順番です。（工場出荷時） 
最後に選択したメニューび次回操作時には、一番最初 
のメニューになります。 


包点义 


1左コン □ 1 

1後コン □ 1 

1ちコン □ 1 




编もも肉 標準 




グリル燃焼ランプ 


点乂すると機器び調理時間を予測し、 
時間(分)び表示されるまで、時間を 
要する場合びあります。 

※自動機能のため、グ U ルタイマー 
時間の変更はできません。 


終了 30秒前 


\ピピピ 、 y 


1左コン □ 1 

1後コンロ 1 

1をコン □ 1 




鴻もも肉 標準ぁと30砂 


秒康示になります。 


自動消义(タイマー終了) 


1左コン □ 1 

1後コンロ 1 

1をコン □ 1 




1グリル1 00 ' 




グリル燃焼ランプ ( pj ^ 




魚 

アラ 

カルト 

穂 

離 


ブヴー音『ピ- J と天面液晶表示 

部の点滅でお知らせしたあと、約 
30秒経過すると、消なします。 



一機能の取り消し 


「メニュー」および「焼さ加減」設定中は^で取り消す。 
グ U ル点乂後は、グ U ル操作部の#^を押し、消火する。 
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オートメニュー(あたため) 


^天面液晶表示部 



グリル操作部(シート) 


ブリル 

—オートメニュー機能— 


0 0 0 0 

「6 II アラ 1| ぁた 1 時き乂力1 
し 馬」[^ん抽7 こめ如減 I 巧 访暮 I 

こ一^ C 一 ) 广こ三々つ V " つ 


〇 〇 ( 

つ 

r こ 

阿 

r 

-つ 


設定クリ_ンダ、 
変更ク J ゾオ- 

す 

ブン 

- 

■ 

- 

- 

背し 



口 



06 



◊あたためキーで3種類(調理済みの、揚げわの-焼さ魚-焼さ鳥)のあたため調理びでさます。 


お願い 


◊機器び正しいあたため時間を予測するため、下記のことをお守りください。 

-オートメニュー(あたため）は、上記3メニューのあたため専用です。 

あたためじ(外には、使用しないでください。 

解凍調理には、適していません。 

-予熱しないで使用してください。 

-オートメニュー使用中は、グ U ルとびらを開けないでください。 

-種類や大ささの異なる料理の同時あたためには使用しないでください。 

◊連続して調理するときなど、庫内湿度び高い場合は、才ートメニュー機旨睐受け付けない場合びあります。 

をぶ J を押すと、天面液晶表示『グ IJ ルび熱くなっています』で 


お知らせします。表示び消えるまで、しばらく待ってから使用してください。 

※マニュアルグ U ル (37 ぺージ)は、使用できます。 

◊消火後わグ U ル庫内の余熱を利用しています。燃焼ランプ消灯後わあたため調理終了のお知ら 
せびあるまで、グ U ルとびらは開けないでください。ただし、あたため調理終了のお知らせ後 
は、すぐに調理物を取り出してください。余熱で焦げることびあります。 

◊あたため足す場合は、マニュアルグ U ル (37 ページ)で火力を上火：弱、下火：弱で様テを見 
なびら、あたためて<ださい。 

◊あたためる料理の大きさ•形•量-置きかたによって、できあびり具合び異なります。 
◊大きめの料理は半分に切るとあたたまりやすくなります。 

◊高温であたためるため、食品の表面び焦げる場合びあります。とくに、表面の凸部びあるわの 
や巧び厚い場合は、焦げやすくなります。焦げた場合、焦げた部分を取ってお召し上びりください。 
◊冷蔵庫に入っていた冷たい料理や大きめの料理などは、あたたまりにくい場合びあります。 
◊ブ U の照り焼きや、うなぎのかば焼さ、焼き鳥などは、タレを軽くキッチンペーパーなどで而 
さ取ってから焼くと焦げにくくなります。 


1 左コンロ 1 

1 後コンロ 1 

1 をコンロ 1 




1 グリル 1 KUJlVMIdECfFerailPSi 
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〇メニユーを 
醜する 


[ 左コン □ I 


15 コン □ I 〇らコン □ I 


揚げもの 
焼き鳥 


メニュー：焼さ魚選択 



ず y 


た 


を押す毎に切り替わります。 


あたためメニューは3種類あります。 
56ページを参照し、設定してください。 


@!!體を 


1 左コン □ 1 

1 後コン □ 1 

1 ちコン □ 1 




焼き魚 

強め 
圓 
弱ゆ 



焼さ加減：標準選択 


み 1 圃隘 I 


焼さ 



A 


焼ぎ 
如減 


た 


を押す毎に切り替わります。 

■ち形 ■ 


包お火 


1 左コンロ 1 

1 をコン □ 1 

1 をコン □ 1 




焼き魚 標準 XX 


籍 




グリル燃焼ランプ 


\ピ、グ 


|\ピ'グ 


点火すると機器びあたため時間を予 
測し、時間(分)び表示されるまで、 
時間を要する場合びあります。 

※自動調理機能のため、グ U ルタイ 
マー時間の変更はでさません。 


終了 30砂前 


ピピ 、;^ 


1 左コン □ 1 

1 後コン □ 1 

1 をコン □ 1 




焼き魚 標準 K ぁと 30 秒 


移康示になります。 


自動消义(タイマー終了) 


1 左コン □ 1 

1 後コンロ 1 

1 もコン □ 1 

1 グリル 1 00 づ 




グリル燃焼ランプ 

消好^ 


敏攀 



0 り - む 公 

魚 

アラ 

おた 

焼さ 

カルト, 

ため, 

如減 


ブヴー音『ピ- J と天面液晶表示 

部の点滅でお知らせしたあと、約 
30秒経過すると、消なします。 



一機能の取り消し 


「メニュー」および「焼さ加減」設定中は 禮 で取り消す。 
グ U ル点乂後は、グ U ル操作部の H を押し、消火する。 
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アラカルトメニューレシピ 




焼を加減 

太め 直径己〜 6 cm(l 本約250呂） ] 〜3本 

強め 

ふつう 直径4〜己 cm(l 本約200邑） ] 〜4本 

標準 

細め 直径 4 cml ； n^(l 本約 I 50 g ) 1〜4本 

弱め 


焼きいも の 調理のめやず：約30分〜曰0分 
準備 I 


さつまいもをアルミはくで包む。 


置き かた」 



手前側 


平 

す刖をあける 
け爹己〜8分 


中側をあける 


I 消乂後日〜8分間は余熱を利用して、甘みをしっかり出すよ 
うにしています。消乂後ち終了のお知らせびあるまでグ U 


ルとびらを開けないでください。 


• 竹串びスッとさされば焼き上がりです。 

焼き足りない場合はマニュアルグ U ル(上乂：弱、下乂：弱) 
で様子を見なびら焼いてください。 


〇お願い〇 


材料！さつまいも 


• 直径び 6 cm を超える厚みのあるさつまいちは、4〜已 cm 程度の輪 
切りにし、切面び上下になるようにアルミはくに包んで 中央部に 
置を、 「標準」の焼さ加減で焼いてください。 

(左ち端部に置いて焼くと下側の焦げびさつくなります。） 


焼きナス の 調理のめやす：約7分〜13分 
準備 I 

皮び破裂しないよラに、あらかじめナスに縦方向の 
切り目を5〜6本入れる。 


置きかち J 

へたを奥にする 



〇 ご注意 〇 

• 6 cmlU 上の厚みのあるナスは、グ U ルでは調理でさません。 





焼さ加減 

太め 直径已〜 6 cm ( l 本約130呂） ] 〜4本 

強め 

ふつう 直径4〜已 cm ( l 本約100呂） ] 〜4本 

標準 

細め 直径4(3171必下(1本約 80 g )] 〜4本 

弱め 


※ナスの種類は、中長ナス(長卵形ナス)をおすすめします。 


材料！中長ナス （1 〜4本) 
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約1 己呂） 

4枚 

約1 日□呂） 

1/2 個 

約 4呂） 

8本 

約 40呂） 

け 


適量 


しいたけ 
たまねざ 
ししとラ 
青ねざ 
塩 


• タラやむさェビなどでを、おいし<でさます。 
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第 I もも肉 の 調理のめやす：約10分〜14分 

(塩焼き•タレ焼き） 

準備 I 

① 鶏もも肉を冷蔵庫から出し、室温程度にしておく。 

② 鶏もも肉を大きいまま焼く場合は、鶏もも肉の皮に 
フォークなどで数ヶ所均等に穴を開ける。 

③ 塩焼きの場合は、塩-コショウをしておく。 

タレ焼きの場合は、タレに漬けておく （3 日分 iU 上)。 



を刖をあける 

皮を上にし、グ U ル焼網の手前をあけて置く。 

〇 お願い 〇 

• 骨つさちち肉の場合は「強め」で焼いてください。 

• 冷蔵庫から出してすぐの鶏もも肉の場合は、「強め」で焼いてく 
ださい。 

• 冷凍の場合は、十分解凍してから焼いてください。 

(解凍び不十分だと、生焼けになります。） 

• タレの種類や漬け時間により、焦げび強くなる場合びあります。 
ル切り （4 等分程度）にした鶏もも肉を焼く場合は、乂の通りび強 



ホイル焼き り〜4個） 

焼を加減 

鶏肉のホイル焼きなど 

強め 

魚のホイル焼きなど 

標準 

野菜のホイル焼きなど 

弱め 


材料 J 生結のホイル焼き （4 人分） 

生蛙 （1 切約 40 g ) 4切 

しめじまたは舞茸 60吕 








焼を加減 

塩焼さ(強めに焼く） 

強め 

塩焼き(適度な焦げ目をつける） 

標準 

タレ焼き 

弱め 

材料! 鶏 もも 肉谓なし1枚約2日日 g ) 

]〜2枚 

塩焼さ 

塩-コショウ 

適量 

タレ焼さ 

/しょラび(すりおろし） 

] かけ分\ 


にんにく（すりおろし） 

1かけ分 


しょうゆ 

大さじ2 


、酒 

大さじ1 


\みりん 

ルさじ]ノ 


ホイル焼き 

準備 I 


の 調理のめやず：約8分〜11分 


① 結は塩をふってしばらく置き、水気を店\き取る。 

② キノコ類は、石づきを取って洗い、食べやすい大きさに 
切りに分ける。 

③ たまねざは、己 mm 厚さの半月切りにする。 

④ ししとうは、縦に切り目を入れて種を取る。 

⑥ それぞれの材料を 4 等分する。 

⑥ アルミはく（日日 cm くらいを半分に折ったもの)の上にた 
まねざを並べてから、残りの材料を彩りよく並べる。 

⑦ イラストのように、アルミはくの□を閉じ（高さは己 cm 

(下)グ U ルで焼く。 

⑧ 焼き上びり後、アルミはくを開けて、青ネギのル□切り 
をふり、お好みの調昧料（レモンやしようゆ）を加える。 

置きかた I 


手前側 

手前をあける 

グ[アルミはくできっちりと(上も両端も重ねて巧り返す)包む 



アルミはくの包みかた 

みみみ 


枚個本本 


























































アラカルトメニューレシピ 




焼を加減 

L サイズ (1 個 64 献上) を 固ゆで 

強め 

M サイズ (1 個 58 〜 64呂)を 固ゆで 

標準 

M サイズ (1 個 日8 〜 64旨)を 半熟 

弱め 


※冷蔵庫から出してすぐの卵を基準としています。 

材料 1 卵 （1 〜6個） 


ゆで卵 の 調理のめやす：約10分〜17分 

準備」 


冷蔵庫から出してすぐの卵を水でめらしたキッチン 
ペーパーで包む。 

さらにアルミはく （22 x 24 cm くらし^で、高さび 
5 cmiU 下になるように包む。 


置き かた」 



手前側 



•終了お知らせ後、すぐに水に入れて;令ましてください。 

(余熱でも調理び進み、設定より強めの仕上びりになります。） 

〇 ごを意 〇 

• 室温程度の卵の場合は「弱め」でち固ゆでになります。 

〇 お願い 〇 

♦卵をそのまま焼いたり、アルミはくだけで包んだ卵を焼くと、ポン 
と音と共に割れたり、中身び噴出したりしますので、必ず水でめら 
したキッチンペーノく一で包んだあと、アルミはくで包んでから焼い 
て < ださい。 


焼きウインナー の 調理のめやす：約3分〜日分 


置き かた」 



手前側 



♦直乂で焼<ため、左ち端部の裏側は焦げます。 

•焦げび気になる場合、アル S はくを敷いたり、中央部に 
置いて焼いてください。 


〇お願い〇 

• フランクフルトなどのように大きなもの （1 本約8日呂)は、 
マニュアルグ IJ ルで焼いてください。（上乂：強、下乂： 
強で3分予熱し、上乂：強、下乂：弱で約3〜4分焼く。） 




焼さ加減 

しっかり1 焼く 

強め 

適度な焦げ目をつけて焼く 

標準 

軽<焼< 

弱め 


材料！あ! 5 びきウインナー （1 本約3日呂：1〜12本) 
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焼を加減 

しっかりと1 焼く 

強め 

適度な焦げ目をつけて焼く 

標準 

軽<焼< 

弱め 


材料 I 兰角厚揚げ （ 1個約8日呂：1〜6個） 


の 調理のめやす：約6分〜9分 


厚揚げ 

準備 I 

熱湯で油おさした厚揚げを、グリル焼網に並べる。 

置きかた I 


!. ♦ 



m 


与 為罕= 

禱 

手前側 ■ 

BHIii 

1= 

mm 

薩 ■ 



手前と中側をあける 

•直乂で焼くため、左ち端部の裏側は焦げます。 

•焦げび気になる場合は、アル S はくを敷いたり、中央部に置 
いて焼いてください。 

»消乂後、]〜2.己分は余熱を利用して内部温度を上げるよう 
にしています。消乂後わ、終了のお知らせびあるまで、グ U 
ルとびらを開けないでください。 

〇 ごを意 〇 

• 油抜さをしていない場合は、焼さ色び強くなります。 

〇 お願い 〇 

♦大さめの厚揚げの場合は、内部温度び上びりにくいため、「強め」で 
焼いてください。また、ルさめの場合は「弱め」で焼いてください。 


焼きおにぎり 


の 調理のめやず：約11分〜17分 


準備 I 

固めににざったおにぎりに、タレを多めにめり、 
グ U ル焼網に並べる。 


置きかた I 



手前側 



• 消乂後、].己〜2.己分は余熱を利用して内部温度を上げる 
ようにしています。消乂後ち、終了のお知らせびあるまで、 
グ U ルとびらを開けないでください。 


〇お願い〇 


• アルミはくを敷いて焼くと、おにぎりびこびり付さますので、 
焼さ網に直接置いて焼いてください。 

♦おにぎりの大ささは、8日呂程度としてください。 

(大さすざると中央まで加熱でさない場合びあります。） 

• 焦げび気になる場合は、中央に置いて焼いてください。 

• タレを塗り足す場合は、マニュアルグ U ルで焼いてください。 




焼を加減 

大きめのものをしっかりと焼く 

強め 

大きめのものを適度に、 

ルさめのものをしっかりと焼く 

標準 

ルさめのものを焼く 

弱め 


材料 I 手作りおにざり 

(大さめ]個 80 g :1〜6個/ルさめ1個已日呂： ] 〜6個) 

タレ(大きめ目個分）しょうゆ 大さじ]1/2 

みりん ルさじ1/2 
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アラカルトメニューレシピ 




焼さ加減 

塩焼きで大きめのものを焼く 

強め 

塩焼きで小さめまたは、 

タレに農けた大きめのものを焼く 

標準 

タレに農けたルさめのものを焼く 

弱め 


材料！鶏もも肉り〜 6 本） 

- ※大さめ：]切1日 g 程度/ルさめ：]切6呂程度 

塩焼さ 塩•コショウ 適量 

タレ焼さ/しょうゆ 大さじ4\ 

(6 本分）酒 大さじ4 

、み〇ん 大さじ2ノ 


焼を鳥 の 調理のめやず：約6分〜11分 

(塩焼き•タレ焼き） 

準備 I 

① 鶏もも肉は]切約 6 g (ルさめ)〜]日含(大きめ）に切る。 

② 塩焼きは、塩.コショウをしておく。 

タレ焼きの場合は、タレに漬けておく。 （3 日分じ(上） 
⑤ 鶏もも肉を金串に己〜8個ずつ刺す。 



串を内側に置く 

〇 ごま意 〇 

• タレの種類や漬け時間により、焦げび強くなる場合びあります。 
• 金串は熱くなっているため、やけどにミ主意してください。 


〇 お願い 〇 

• 竹串で焼くと燃えてしまう場合びありますので、金串を使用して 
ください。やむを得ず竹串を使用する場合は、具を隙間なく刺し、 
持ち手の部分を中央手前部にしたり、アルミはくを巻いたりすると、 
燃えにくくなります。 

• ねざやししとラなどの野菜を一緒に串に刺して焼くと、野菜の焦 
げび強くなります。野菜類は別にしてマニュアルモードで様テを 
見なびら焼いてください(上乂：強、下乂：強で2〜己分)。 


卜- スト の 調理のめやす：約 4 分〜日分 

置きかた I 

，百曰 

1枚の場合 2枚の場合 

中央に置く 横長に置さ、手前に寄せる 

調理プレートに食パンをのせて焼く。 

〇 ごを意 〇 

• 3 cm (4 枚切相当）より厚いをのは焼くことびでさません。 

• 調理終了後、長く調理プレートの上にのせたままにしてお 
くとを熱で裏面の焦げび強くなります。 

• 食パンび厚いほど、上バーナーとの距離び近くなるため、 
強めに焼けます。 

〇 お願い 〇 

• 4枚切の冷凍食パンは、マニュアルグ U ルで焼いてください。 

♦ 食パンの種類(バター、糖分の多いものや特製ブレンド品） 

によっては焼けび強くなりますので、お好みに応じて焼さ 
加減を調整してください。 

•冷凍食パン（己、6、8枚切）で、変形したり霜の付いたよ 
うな冷凍食ノ（ンはうまく焼くことびでさません。（解凍(室 
温状態で3日分！;(上）してから焼いてください。） 


マニュアルグ IJ ルで焼く場合 
♦調理プレートをグ U ル焼網にセツトし、 

予熱(上乂：強、下乂：強)で3分。 

♦上火を弱に変えて(上乂：弱、下乂：強)2分弱焼く。 
冷凍の食ノ くンの場合…2分強 




焼を加減 

冷凍食パン (己、6、8枚切） 

強め 

食パン (4、己、6、8枚切） 

標準 

食パン (4、日、6、8枚切） 

弱め 


材料！食パン （4、己、6、8枚切： ] 〜2枚) 
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© 調理のめやず：約 日 分〜9分 


7己 mL 
ルさじ1 


インスタントドライイー 

スト 2 呂 

(ルさじ]) 

トマト ホール (裏ごし) 

1 60 呂 

オレガノ 

ひとつまみ 

ツナ 

40 呂 

コーン 

40 呂 

じゃびいを 

80 呂 

ピーマン 

] 個 

ピヴ用チーズ 

80 呂 

塩-コショウ 

少々 


A 薄力粉 
強力粉 
塩 

巨めるま湯 

才 U —ブオイル 


ヒ 



手前側 


•焦げやすい足の部分は中央部に置いてください。 

〇 ご注意 〇 

• タレの種類や漬け時間により、焦げび強くなる場合びあります。 


焼さイカ の 調理のめやす：約曰分〜11分 

準備 I 

① イカは足と洞を外し、内臓を取り除く。 

② 洞は両面に己〜6ヶ所切り目を入れ、足は吸盤を 
取り除さ、先を切りそろえて3〜4本ずつ切りはなす。 

⑤ タレに]己分程度漬けておく。 


置きかた I 



ごザ 

準備 I 


① ボウルに A を合わせてふるい、インスタントドライイ 
ーストを加える。 

② B を①に加えて混ぜ、ひとまとまりになれば、台の上 
に取り出してこねる。 

⑤ 生地び均一になればきれいに丸め直し、薄く才 U —ブ 
オイルを塗ったボウルに入れ、28〜3日でのところで 
約6日分(生地び約2倍の大きさになるまで)発酵させる。 

④ ⑤を丸め直し、約30分休ませる。 

⑥ ④の生地を(調理プレートにのる大きさ(直径 24 cm ) に 
のばし、フォークなどで1日回程度均等に、生地に穴を 
あける。 

⑥⑥に トマトホールを塗り、オレガノを店\り、ツナ、コー 
ン、 1 cm 角に切って塩ゆでしたじゃびいも、輪切りにし 
たピーマンをのせ、塩•コショウをして、ピヴ用チーズ 
を散らしたあと、厚みび2.己 cm じ(内になるように整える。 

置きかた I 



手前側 

調理プレートに生地をのせて焼く。 

Q ス、ち章〇 

• ルさな手作りピヴの場合は、焼けび強くなります。 

• 調理終了後、長く調理プレートの上にのせたままにしておくと、 
余熱で裏面の焦げび強 < なります。 

〇 お願い 〇 

• 市販のピヴは生地を2等分上にカットしてください。 

(生地やチーズび膨らみ、上バーナーを傷める場合びあります。） 

• 手作りピヴの場合は、ル分けせずに大きいまま植径 24 cm 程度） 

で焼 I 、て ドが、 

• 具をのせた全体の厚みび 3 cm を超えないよラにしてください。 

• 冷凍品は焼くことびでさません。解凍してから焼いてください。 





焼さ加減 

大きめ に2日 giU 上） 

強め 

標準的 （18 日〜 S 20 含） 

標準 

ルさめ （18 日 giU 下） 

弱め 


材料 I 生イカ （1 パイ ] 8日〜2日日 g : 1〜2ハイ） 
タレ （1 パイ分）しょうゆ大さじ2 
酒 大さじ2 
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投.ゴぶん 




焼を加減 

手作り 値径約 24 cm ) 

強め 

市販冷蔵の大きめ (直径2日〜 24 cm ) 

標準 

市販冷蔵の小さめ （1 己 cm 程度） 

弱め 


材料！ピザ 値径約 24 cm ) 



呂呂呂 
0 0 2 
6 6 





































アラカルトメニューレシピ 




焼さ加減 

強め （ミディアム）に焼く 

強め 

標準的 （レアミディアム）に焼く 

標準 

弱め （レア）に焼く 

弱め 


材料!牛もも肉かたまり （厚み 3cm 程度）約2日日呂 
塩 適量 

コショウ 適量 

オレカノ 適量 

※牛をを肉は、厚み 3cm、 重さ2日日 g 程度のブ□ックを基準にしています。 
僱みび薄い場合は焼き程度び強<、厚い場合は弱めに仕上びります。） 


□ ー ストビーフ 

の 調理のめやす：約6分〜1目分 

準備 I 

① 牛もも肉を冷蔵庫から出し、室温程度にしておく。 

② 牛もも肉に塩-コショウをして、オレガノをすり込ん 
でお<。 

お好みでニンニクをさしたり、他香辛料をちみ込んで 
ちよいでしよ5。 



手前と中側をあける 


• 消乂後6〜1日分は余熱を利用して牛ちち肉の内部温度を上げ 
るようにしています。消乂後も終了のお知らせびあるまでグ 
U ルとびらを開けないでください。 

•取り出し後30分程度冷ましてから薄切りに〜 3mm) にして 
ください。熱いままで薄切りすると肉汁び多く出てしまい、 
うまみび減ってしまいます。 

〇 ごを意 〇 

• 牛ちち肉の内部温度び、常温に戻っていない場合は、焼けび弱め 
に仕上びります。 


スペアリブ の 調理のめやず：約13分〜18分 

(塩焼さ•タレ焼さ） 

準備! <塩焼さ> 

① 乂通りしやすいように、スペア U ブの肉に切り 
込みに〜3ヶ所)を入れる。 

② しっかりと塩•コショウをする。 

くタレ焼さ> 

① 黒ビールやタレびしみ込みやすいように、スぺ 
ア U ブの肉に切り込みに〜3ヶ所)を入れる。 

② スペア U ブに塩-コショウをして、トレーに並 
ベて黒 ビールを 加え] 日 分程度漬け込む。 

③ タレの材料を合わせ、②のトレーから取り出し 
たスペア U ブをタレに]日分程度漬け込む。 

置きかた 1 


手前側 





焼さ加減 

塩焼きでしっかりと焼く 

強め 

タレ農けのものをしっかり焼く 

標準 

タレ農けのものあまり焦びさずに焼く 

弱め 


• 消乂後2〜3分は余熱を利用してスペア IJ ブの内部温度を 
上げるようにしています。消乂後ち終了のお知らせびあ 
るまでグ U ルとびらを開けないでください。 

〇 ご注意 〇 

• スペア U ブの内部温度び常温に戻っていない場合は、焼けび 
弱めに仕上びります。 

• タレの種類や漬け時間により、編カザ強くなる場合びあります。 

〇 お願い 〇 

• 冷蔵庫から出してすぐのスペア U ブの場合は、「強め」で焼い 
て < ださい。 

• 冷凍の場合は、十分解凍してから焼いてください。 

(解凍び不十分だと、生焼けになります。） 


材料 J スペアリブ （ 1個7日呂程啟6切分 

塩 適量タレにんにく（すりおろし） ] かけ分 

コシヨウ 適量 しょうび(すりおろし）1かけ分 


黒ビール1吿 （3 已日 ml) ケチャップ 大さじ2 

しょうゆ 大さじ2 

酒 大さじ21/2 

黒砂糖 大さじ] 

はちみつ 大さじ2 


厚みは 3 cmlU 下とし、厚みのある部分には切り目を多く 
入れてください。 
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焼さ加減 

大きめ （1 個3己0含程度） 

強め 

標準 （1 個30 Og 程啟 

標準 

ルさめ （1 個2日日 g 程度） 

弱め 


焼きりんご の 調理のめやす：約9分〜14分 
準備 I 

① りんごは6等分して芯を取り、皮を下にしてアルミカ 
ップに入れる。 

② ①にバターをのせ、グラニュー糖、シナモンをふりか 
ける。 

置きかた ! 

♦ 

手前側 

手前と中側をあける 



〇 ごを意 〇 

• U ンゴの上端は焦げやすいので、平らに切ってください。 

焦げび気になる場合は、アルミカツプを2枚重ねにして焼いて 
<ださい。 


材料！りんご （6 等分： ] 〜6個) 


パター 

1己呂 

グラニユー糖 

lOg 

シナモン 

適量 


スイートポテト の 調理のめやす：約4分〜6分 

準備」 


① さつまいもは、柔らかくなるまでゆでてから皮をむき、 

墨じ■'しする。 

② ①に砂糖、牛乳、卵黄を入れて混ぜる。 

⑤ 鍋にバターを入れて乂にかけ、そこに②を入れ、弱乂で 
丸められるくらいまで練る。 

④ 乂を止めてバニラエッセンス、シナモンを入れて混ぜる。 

⑥ ④を1個己日 g くらいに丸め、表面にド U ユウルをめり、 

2枚重ねにしたアルミカツプに入れる。 


置きかた I 



手前側 




手前と中側をあける 


スイートポテトを入れたアルミカップをグ U ル焼網に 
のせて焼く。 


〇お願い〇 

• アルミカップに入れた高さび2.已 cm 程度になるように成形 
してください。 

• アルミカップ1枚の場合は、外側の底部の焦げび強くなりま 
す。2枚重ねにしてください。 



※スイートポテト6個分 

焼さ加減 

強めにしっかり焼く 

強め 

焦げ目び付く程度に焼く 

標準 

かるく焼く 

弱め 


材料 1 さつまいも 仲 11/2 本） 32 日呂 

砂糖 30g 卵黄 1/2個 

バター(食塩不使用） 1已呂バニラエッセンス 少々 

牛乳 大さじ 1V2 シナモン 少々 

ド U ユウル（卵黄+みりん少々）適量 

スイートポテトの上面に1 cm 程度の間隔で切り込み 
(へこみ)を入れると大きな焦げ目が付きにくくなり、 
きれいに仕上びります。 
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アラカルトメニューレシピ 



一 尊^^*^-準 





焼を加減 

冷凍食パン (己、6、8枚切） と副菜 

強め 

食パン (4、己、6、8枚切) と副菜 

標準 

食パン (4、己、6、8枚切) と副菜 

弱め 


材料 J 食パン（ 4 、已、6、8枚切） 

あらびさウインナー 
お好みの野菜2種程度 

/プチトマト(へたは取っておく） 

ブ□ッコ IJ - (下ゆでしたもの） 

アスノ（ラガス (下ゆでしたものを已 cm 程度に切る) 
さのこ类頁 (しめじ、エリンギ、マッシュルームなど) 
1なす(厚さ 1 cm 程度で輪切りにする） 

\ししとラ(包 T 目を入れておく） 


] 〜巧夕 
2本 


2個 \ 

適量(約2日呂） 

] 本 

適量(約2日呂） 
適量に切） 
適量に〜 3 本ソ 


モーニングセット 

置きかた I 田^ ■■ の 調理のめやず：約4分〜日分 

，巧 

手前側 

調理プレートに食パン、ウインナ ー、 お好みの野菜に種 
類程度)をのせて焼さます。 

♦食パンは調理プレートの中央に横向きで置き、手前にウイン 
ナーなどを置いてください。 

1枚を焼く場合は、調理プレートの中央に置いてください。 

つご注音^ 

• 3 cm (4 枚切相当）より厚いものは焼くことびでさません。 

• 調理プレートを取り出すとさに、食材び落ちる場合びありますので、 
ごを意ください。プチトマトなどは、へた部を平らに切ると転び 
りにくくなります。 

• 調理終了後、長く調理プレートの上にのせたままにしておくとを 
熱で裏面の焦げび強くなります。 

•食パンび厚いほど、山(ーナーとの距離び近くなるため、強めに焼けます。 

〇お願い〇 

• 4枚切の冷凍食パンは、マニュアルグ U ルで焼いてください。 

• 食パンの種類(バター、糖分の多いちのや特製ブレンド品）によっては 
焼けび強くなりますので、お好みに応じて焼さ加減を調整してください。 
♦冷凍食パン（已、6、8枚切）で、変形したり霜の付いたような冷凍 
食パンはラまく焼くことびでさません。（解凍(室温状態で3日分1；( 
上）してから焼いてください。） 

• 乂通りの悪い野菜などは、下ゆでをしておいてください。 


マニュアルグ U ルで焼く場合 

•調理プレートをグリル焼網にセットし、予熱让乂：強、下乂：強)で3分。 

♦上火を弱に変えて(上乂：弱、下乂：強)2分弱焼く。 

冷凍の食ノ くンの場合…2分強 


□-ス 

準備 J 


トポーク 

の 調理のめやず：約17分〜22分 


① 豚肉を冷蔵庫から出し、室温程度にしておく。 


② 豚肉にしっかりと塩•コショウをして、オレガノもす 
り込んでおく。 

お好みでニンニクをさしたり、他香辛料をちみ込んで 
ちよいでしよ5。 


置き かた」 



手前側 


手前と内側をあける 




• 消乂後4〜6分程度は余熱を利用して内部温度を上げるよう 
にしています。消乂後も終了のお知らせびあるまでグ U 
ルとびらを開けないでください。 


〇 お願い 〇 

• 豚バラ肉など脂身の多い部位は焼かないでください。（煙の 
発生び多く、また発乂するおそれびあります。） 

• 冷蔵庫から出してすぐの豚□ース肉の場合は、「強め」で焼いて 
<ださい。 

• 冷凍の場合は、十分解凍してから焼いてください。 

(解凍び不十分だと、生焼けになります。） 



強めに焼く 


適度な焦げ目をつける 標準 


焦げ目をあまりつけずに、じっくり焼く 弱 め 


焼を加減 


材料!豚□—ス肉かたまり (厚み 3 cm 程啟約 2日日 g 


塩 

適量 

つショウ 

適量 

オレガノ 

適量 


※豚□-ス肉は、厚みは 3 cm 、 重さ2日日呂程度のブ□ックを基準にしています。 
(厚みび薄い場合は焼さ程度び強く、厚い場合は弱めに仕上びります。） 
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あたためメニュー例 


◊あたため丰一で3種類(調理済みの、揚げもの-焼き魚-焼き鳥)のあたため調理ができまず。 



コ□ッケ 


調理のめやす： 

の 約5分〜8分 _ 





強め 


から揚げ 




調理のめやす： 

巧 約3分〜6分 _ 




姿 



標準 


かさ揚げ 


調理のめやす： 

の 約2分〜4分 > 


ira 






藝 

雜 


弱め 


あじ姿焼さなど 


調理のめやす： 

の 約7分〜]]分 




強め 


さば-結の切り身 
など 

調理のめやす： 

巧 約5分〜8分 


ぶりの照り焼さ 
など 

調理のめやす： 

の 約4分〜8分 







標準 


弱め 




焼さ鳥など 



調理のめやす： 

巧 約3分〜8分 


※竹串は、こげたり燃えたりする場合びあるため、 
竹串の持ち手部分を中央に寄せたり、アルミはくを 
巻いたりしてください。 


強め 

(大きめ （1 切1日呂） 
の短焼さなど） 

標準 

(小さな （1 切目 g) 
の塩焼さなど） 

弱め 

(タレ付さなど） 


※使いかたおよび注意事項は、45ページ『オートメニュー(あたため)』を参照してください。 


焼 

を 

鳥 


1 


焼き加減 


置をかた 


揚げもの 

























































































































































ク u —ンモード 


^天面液晶表示部 



グリル操作部(シート) 


ブリル 

•オートメニュー機能— 


魚 

S 卜 

穗 

諭 

消で切替 

〇 〇 〇 

广 こつタイ 7] 


設定 

変更 

クリ-ン 


— 

- 

] 

说 


S 


を 


必ま意 


〇 サイドカバーとグリル焼網の取り付け、取り外しをするときは、グリルが冷えてか5行う 
やけどのおそれが®0ます。 


ーグリルクリーンモード機能とは一 

◊セルフク U —ニング加工を施したグ U ル庫内を約8分間のガスの高温加熱でグ U ル庫 
内の気になるにおいを低減します。 

◊ク U —ンモードは、グ U ル庫内のにおいが気になるときや、グ U ル部のお手入れをさ 
れる際にご使用ください。 

※においを低減しますび、巧れは除去できません。また、巧れの程度により、においの 
护 、、或効ち び変わ り丰す 

※グ U ル庫内の巧れなどにより、煙び出ることびありますび、異常ではありません。 
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か船 r ド 




設定 

クリジ 

夕、ツチ 

変更 

才-ブン 


左コン □] コン □! [をコン □] 


クリーンモード 
サイドカバーと焼網を 
取り外してください 


\ピピピツグ 


ク U — ンモード夺一 
を『ピピピッ』と音が 
するまで押す。 

(約日.3秒） 


-サイドカバーとグ U ル焼網を取り外してください。 
(69 ぺージ） 

※取り外さなかった場合、サイドカバーの巧れび焼 
さついたり、グ U ル焼網のフッ素コートを傷める 
原因になります。 

※サイドカバーとグ U ル焼網は取り外した際に、お 
手入れされることをおすすめします。 （69 ページ） 


包点火 


1左コン □ 1 

1後コン □ 1 

1をコン □ 1 




クリーンモード XX 


点乂 



グリル燃焼ランプ 



約8分間グ U ルを燃焼します。 

※自動機能のため、グ U ルタイマー 
時間の変更はできません。 







自動消义 


1左コン □ 1 

1後コン □ 1 

1右コン □ 1 




1グリル1 


グリル燃焼ランプ 




ブヴー音『ピ-』とお知らせした 

あと、天面液晶表示部び消灯します。 



クリーンモードが終了ずると 

•グ U ルび十分冷えてから、取り外し 
たグ U ル焼網とサイドカバーを取り 
付けてください。 （7 日ぺージ） 


r ク U - ンモード」設定中は 


クリーンモードの取り消し 


で取り消す。 


グ U ル点乂後は、グ U ル操作部の#を押し、消火する。 
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ダツチオーブンモード 


ダツチオープンのセツト方法 


ツチオーブンはず専用のダツチオーブンを使用してください。 


※タッチオーブンが付属されていない機器をご購入のお客さまは、別売のタッチオーブンセットをお買い求めくださし、。 
(89 ぺージ） 

別売のタッチオーブンセツトのお求めは、お買い上げの販売店または、もよりの弊社にお問い合わせください。 


◊タッチオーブンでできる料理の例 

豚肉の□ースト□ーズマ U —風味 スペア U ブ パエ U ア 





調巧物のセツ 


タッチオーフン 


0専用の夕’ツチオーブン 
セツトを別売しています 

(DP0127 : 89ぺージ） 



①ダッチオーブン網を図のよ5に 
足び下向さになるように、ダッ 
チオーブン本体にセットする。 
(料理の種類によって、セットし 
ない場合ちあります。） 

◎調理物をダッチオーブン網の上 
にのせる。 

③ダッチオーブンふたをダッチオ 
ーブンにセツトする。 



タッチオーブン/命た 


調理物(例） 


ダツチオーブン網 


ダツチオーブン 
本体 


◊ダツチオーブンはホー□一加工されているのでシーズニング(油をなじませること）は不要です。 
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ダッチオーブン 
本化のセット 


支持枠 


タッチオーブンは必ず支持枠の上に正しくセットして使用してください。 

①ダッチオーブン支持枠前足を、グ ダッチオーブン 

UJ レ受け皿の取付穴に差し込む。 

《支持枠前足のち側は長くなって 
います。 

支持枠- 
前足 

◎ダッチオーブン本体の凸部4ケ 


所を、ダツチオーブン支持枠に 
のせる。 


逆 ま意 


夕’ッチオーブン本体の凸部前面を図のよ 
うにタッチオーブンガイドにセットする 

正しくセットしないと、ダッチオー 
ブン本体び傾いたり、ダッチオーブ 
ン本体を取り出す際にダッチオーブ 
ン支持枠び外れず、持ち上がる場合 
びあります。 

また、ダッチオーブン支持枠び途中 

で外れた場合、 落下し、やけどやけ 
がのおそれがありまず。また、床を 
キズつけたりずるおそれがありまず。 

_ ノ 

※ダッチオーブンたのつまみ部び、 
図のようにまっすぐになるよう 
にセツトしてください。 



取付穴 


ダツチオーブン 
本体 


^グ U ル受け皿 

か 凸部 (4 ケ所） 


凸部前面 



グ IJ ル受け皿 

タッチオーブン 
本体 

つまみ部 

ダツチオーブン 
支持枠 

タッチオーブン 
ガイド 


〈手前側〉 










■ダツチオーブン 
ガイド 

ダツチオーブン支持枠 

凸部前面びダツチ 
オーブンガイドに 
正しくセツトされ 
ていることを確認 
してください。 


※イラストはわかりやすくするために、グリルとびらを外したイラストになっています。 



お願い 


◊ダツチオーブンを使用する場合は、必ずダツチオーブン支持枠を使用してください。 

^ダ ツチ オーブンを直接グ IJ ル受け皿に のせる と、グ U ル受け皿にキズびつさグ U ル受け皿の コー 
V ティング(ク U アコート）びはがれる原因となります。 
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ダツチオーブンモード 


f ツチオーブンはず専用のダツチオーブンを使用して < ださい。 


※タッチオーブンのセツト方法は目0ページを参照してくださし、。 



グリル操作部(シート) 

グリル 


i —オートメニュー機能一 ' 

0 0 0 0 

雜 


魚 S 卜 

あた 

ため 


乂力 

1 切曾 

〇 〇 〇 

ドろ-がマ--- う 1 

1 

1— 劉ッ」-ン陪も1 

— 

+ 1 

訊 


み 4 占 


逆 注意 


〇 タッチオーブンモードは必ず専用のタッチオーブンを使用し、グリル焼網を使 
用した調理はしない 
必ず守る 発乂の原因になります。 

タッチオーブンでオーブンペーパーを使用ずる場台は、タッチオーブンから、 
はみ出さないように使用ずる 

オーブンペーパーび燃えて、 乂災の原因になります。 


◊予熱せずに使用してください。 

◊ダツチオーブン使用中は、グリルとびらを開けないでください。 

◊グ U ル使用後や、グ U ル庫内の温度び高い場合は、ダツチオーブンモードを受け付けません。 


然 


を押すと、天面液晶表示『グ U ルび熱くなっています』で 


お知らせします。表示び消えるまで、しばらく待ってから使用してください。 
※マニュアルグ U ル (37 ページ)は、使用でさます。 

◊ダッチオーブンび重いため、グ U ルとびらび閉まりにくい場合び 
あります。さっちりと奥まで閉めて使用してください。 


1左コンロ 1 

1後コンロ 1 

1をコンロ 1 




1グリル1 BlIITICi でぷ巧; 
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o 誰!がン 


タイマー設定 ® 点义 



1左コン □ 1 

I 後コンロ I 

I をコン □ I 




グッチオーブン 10分 


I 左コンロ I 

I 後コン □! 

I ちコン □ I 




グッチォーブンとと/巧尸巧！10巧 


ダツチオーブン初期設定：10分 

6 タイマ-, 

1〜30分 
(1 分刻み） 


タッチオーブン夺一 
を『ピピピッ』と音が 
するまで押す。 

(約日.3秒） 



\ピ、グ 

タイマーび作動中でち、 
タイマーの変更は可能 
です。（連続使用可能時 
間は30分です。） 


途中で消义したい場合 


グ U ル操作部の^を押す。 


グリル 
•オートメニュー機能 


因圖 


圏 IH 圏 I- 



〇 ごろ 广〇タイマ I 


I 左コン □ I 

I 後コンロ I 

I 右コン □ I 




I グリル I 


※余熱モードの場合は 



グリル 
•オートメニュー機能 


因圖 



[4 mI [ 


クリ-ン 


む 广〇タイ 7 — 

1四 


陪 




I 左コン □ I 

I 後コン □ I 

I をコン □ I 

I グリル I 


\ビブ 


◊焼き足したい場合は 

ダ ツチ 
才-ブン 


•消火後、グ U ル庫内の温度び高い場合は 

を押し 

ても受け付けないので、マニュアルグ U ル (37 ページ） 

上火：強、下火：強で調理してください。 




グリル燃焼ランプ 

n な口） 

ノ 

\ピ'グ 

グリルが点乂後、タイマーがスタート 
します。 

火力切替は不要です。 

(火力は自動的に調節します。） 



< 


終了 30 秒前 

秒表示になります。 


I 左コンロ I 

I 後コンロ I 

I をコンロ I 




グッチオーブンとと/30巧 


\ピピピ 、 y 


自動消义(タイマー終了) 


I 左コン □ I 

I 後コン □ I 

I をコン □ I 




グッチオーブン 

r おぶ日0巧 



ブヴー音『ピピピッ』でお知らせし、 
消火して、余熱モードになります。 

を熱モード 

〇〜60分 （ 1分刻み）であびっていさ 
ます。己分毎にブヴー音『ピピピッ』で 
お知らせします。 

60分経つと、ブヴー音『ピ-』で 

お知らせし、天面液晶液晶表示部に 
『00』び点滅(約30秒間）して終了し 
ます。 


I 左コン □ I 

I 後コン □ I 

I をコン □ I 




I グリル I 00う 


_ふ点滅） 































































































































































レンジフードフアン連動機能の使いかた 


(8^ず専用のフード連動用リモコンを使用してください。 


※指定じ(外のレンジフードファンでは連動しません。この機器には、フード連動用 U モコンび付属されていま 
せん。フード連動用 Uf コンを別売しています。 （89 ページ） 

お問い合わせ、お求めは、お買い上げの販売店または、わよりの弊社にお問い合わせください。 —— 



C 汪局 


◎下記の場合は、動作しないおそれびあるので注意する。 

-ホ外線発信部の近<に立ちすざている。 

-前かがみで操作し、手や顔で信号びさえぎられている。 

-機器の横に立って操作している。 

-テレビ*エアコンなどの U モコンを同時に操作している。 

-機器の赤外線発信部やレンジフードファン側の赤外線 
受信部び巧れて、通信に弊害び生じている。 

-赤外線の反射しにくい服(黒い服やビ□ー ド、毛糸の服 
など）を着て操作している。 

-レンジフードフアンの受光部に太陽光び当たったり、 
受光部と照明びおすざる。 



※機器とレンジフードファンび連動しにくい場合は、 
フー ド連動用 U モコンで操作する。 


レンジフードファンのスイツチもしくは、 


お願い 


’点火/消火はカウンターから約20〜 40 cm 離れ、機器の正 
面に立って操作してください。 

-レンジフードフアンに関する取扱を意および使いかたは、 
レンジフードフアンの取扱説明書をよくお読みください。 



機器の正面 
に立って操 
作ずる。 


約2日〜4日 cm 
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♦レンジフードフアン連動機能とは 

•機器の点火および消火操作により、機器から出される赤外線信号び、機器を操作する人に反射し、 
レンジフードフアン側で受信し、レンジフードフアンを自動的に運転/停止させるものです。 


手動運面の場合 


〇 運お © 停止 © 風量切替 〇 照明入•切 




-レンジフードフアン 

の種類により、 

• ずぐ停止する。 

-約3分後に停止する。 

. 常時}^に移行する。 

場合びあります。 




を押す毎に、風 
量び切り替わります。 
レンジフードフアン 
の（風重）表 7 J \ フンプ 
を確認してください。 



A 


^を押す毎に切り替わります。 

"点打" 一" 消 :): r 





自動運拓の場合 


-コン□またはグリルの点乂/消乂操作をずることで、自動的にレンジフードフアンが運転しまず。※イラストはちちコン□の場含 


①運面(点义) 


0 00 00 に' I 0 00 10 




%ッ// 


点乂の状態 


(2) 停止(お义) 

00 00 0 



0 0 00 0 



-レンジフードフアンび停止または、常時換気となります。 


-"標準"または"中’’の風量で動作しますび詳細に 
ついては、レンジフードファンの取扱説明書を 
参照してください。なお、すでに他のコン□や 
グ U ルを使用している場合は、使用時の風量を 
維持します。 

-必ず点乂操作後(約5秒(内）にレンジフードファ 
ンび運転していることを確認してください。 

•風量切り替えは、上記手動運転で行ってください。 


-レンジフードファンは消乂操作から約3分後に自動停止ま 
たは、常時換気となります。（レンジフードのタイプにより、 
常時換気のない場合びあります。詳細についてはレンジフ 
ードファンの取扱説明書を参照してください。） 

•消乂操作を行っても他のコン□やグ U ルなどを使用中の場合、 
レンジフードファンは停止しません。 

※自動消乂時(立消え安全装置作動、コン□-グ U ルタイマー 
作動時など）にはレンジフードファンは自動停止しません。 
機器の消乂操作または、フード連動用 U モコンの"切"ス 
イッチを押して < ださい。 

機器びオートパワーオフした場合は、レンジフードファン 
び自動的に停止する場合びあります。 


レンジフードファン連動機能を OFF ( ON ) にずる場合 

機器のフード連動用 Uf コン(ち)の操作部でを3秒上同時に押す。 

レンジ フー ドファン連動機能を日 FF にするとレンジ フー ドの照明び点灯時は消灯に、消灯時は点灯に自動で 
切り替わります。 

レンジフードファン連動機能を日 N にした場合も同じです。 

※乾電池を抜いたりしたとき、上記設定び解除になりレンジフードファン連動機能び日 N の状態に戻ります。 




















































停電時のご使用について 


必ず機器が冷えてか5巧ってくださし、。 


非常用電池ケースにアルカリ乾電池逆3お 1.5 V :目個)を組み込むと、左コン□-後コン□のみ約4時間通常どおりご使用いただけまず。 
ただし、乾電池の消耗を抑えるため、お知5せリングと液晶表示部のバックライトび光5ず暗くなりますが、異常ではありません。 


左パネル上面(非常用電池ケースふた） 
のも側に指を弓 I つ掛け、パネルを開ける。 

※非常用電池ケース而たは約9ぴまで開きます。そ 
れ(上は無理に開かないでください。ふたび破損 
する原因になります。 


左パネル上面 
(非常用電池ケースふた) 





4 


アルカリ乾電池(単3お： 6個)の®© 
对勒、め、非常用霞也ケースに組み込む。 

※乾電池の挿入ち向を間違えないよラにしてください。 
また、新しい乾電池とちい乾電池または、種類の 
違ラ乾電池を混ぜて使用しないでください。乾電 
池の寿命び短くなります。 

® ©©穴部 @ © © 


口 

y 


吟 

〇 

〇 

令 

口 

le 


r© 


\ 

U 1 

r © 

©\ 


下段 上段下段 


下段上段 


下段 


夕 


非常用電池ケース前面にある上下 
の凸部をつまむ。 



5 


非常用電池ケースを元の位置に戻ず。 

(カチッと音びするまで「押」マークを押し込み、 
抜けないことを確認してください。） 



非常用電池ケースを引き抜く。 


3 


※非常用電池ケースは落下防止のため、途中で 
止まる仕様になっています。 

非常用電池ケース上下をはさむように持ち誓 
え、少し持ち上げて引き抜いてください。 



6 


左パネル上面(非常用電池ケースふ 
た)を元どおりに閉めて、機器の電 
源が入るか確認ずる。 



※パネル(非常用電池ケースふた)を開けにくい場台は、グリルとび!5を引き出した状態で巧ってくださし、。 


非常用電池のごほ用および、停電復帰時のご使用について 


ご使用後および、停電び復帰したとさは、直ちに非常用電池ケースを取り出し、乾電池を外して非常用電池ケ 
ースを元に戻してください。（下段の乾電池は、底面穴部から指などで押し出して、外してください。） 
乾電池を外さなかった場合、 乾電池の液漏れ-発熱の原因になります。 



座 注意 


0 

心 禁止 

乾電池は巧電-分解-加熱したり、乂の中に投入しない 

乾電池び破裂し、手や服などを巧すだけでなく、 目などに入ると大変危険です。 

J 


お願い 


◊乾電池び正しく組み込まれていなかったり、乾電池の容量び全くなくなった場合は、使用でさません。 

◊乾電池は必ず6個とわ同種類の新品のアルカ U 乾電池を使用してください。マンガン乾電池を使用すると乾 
電池の寿命び短 < なります。 

◊電池ケースに水や異物び入った場合、而き取ってきれいにしてください。電池機能不良の原因となります。 
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お手入れくその前に > 


◎お手入れは、『機器が冷えていることを確認』 

『ガス检を閉める』 

『操作ボタンを□ックする (22 ぺージ)』 
『手袋をする』 


逆 注意 


〇 •お手入れは、ガス栓を閉じ、機器が冷えてか!5手袋をはめて行う 

とくにグリル排気口の中側娛側)、グリル庫内をお手入れするときは、十分注意する 
必ず守る やけどや機器の角などでけがをずる原因になります。 

-お手入れ後は、機器およびグリル庫内にふきん-紙類などを置き忘れていないか必ず確認する 
乂災の原因になりまず。 

•パ'—ナーキャップ水洗い繳ホ、よく水気を切る 

水分び残ったまま取り付けると、 点乂不良や不完全燃焼になります。 

-バーナーキャップを正しく取り付ける 

正しく取り付けないと、点乂しなかったり炎び不均一になり、 異常燃焼や部品び焼損、変形ずるおそれがありまず。 
-ごとく •パ’ーナーリングカバーは、正しく取り付ける 
正しく取り付けないと、 鍋の転倒によるやけどや、点乂不良•不完全燃焼の原因になります。 


◊各部品びいたんでいないか確認してください。 いたんだまま使用されまずと、思わめ事故の原因となりまず。 

いたんでいる場合は、88ページの交換部品を参照し、部品を交換してください。詳しくは、お買い上げの販 
売店または、わよりの弊社(別紙サービス網一覧表)にお問い合わせください。 


お手入れ道具-洗剤について 



0 

〇 


スポンジたわし 


やわらかい巧 



やわらかい 

歯ブラシ 


台所用中性洗剤 




ナイロンたわし亀の子たわし 金属たわし 


毎 


' ~ -S 

クレンザ- 

-- 

、、■一> 


1 

哀 


《トッププレートのみ 


^ガラストップ用 
問クリ ーナー 


ク U —ム 
クレンザー 


LP 012 已 A 
(89 ぺージ） 

《トッププレートじ(外には使用しない 
で < ださい。 


C 3 WJ 1 PWAOOSTS ( STSD ) 

ステンレス製のごとく. - 

八ーナーキヤツ プ カバー のみ 

~ ステンレス用ク U —ナー 
LP 0127 A 
(89 ぺージ） 

※ステンレス製のごとく -バーナーキヤツ 
プカバー I が4には使用しないでください。 


9 

スポンジたわし裏面 

X 


◊キズの原因になるもの 
• 部品 • ガっス•ホー □ — • フッ素コート•ク 
リア〕ートや塗装の表面にキズびつき、はびれ. 
欠け•変色•変質-さび-割れの原因になり 
よ9 〇 


X 



クレンザー 三ガキが 7} 



酸性巧剤. 
アルカリ性巧剤 • 
漂白剤 



硬い歯ブラシ 


シンナー- 
べンジン- 
アルコール 


歯みがさ粉 



弱酸性洗剤. 

弱アルカリ性洗剤- 
クリームクレンザー 


/ \ 

重曹 


直接かけて使つてはいけないもの 



スプレー式洗剤 


重曹 


◊部品やホー • フッ素コート.クリアコ 
-卜や塗装の表面び変質し、はがれ.変色. 
_ さび*樹脂部品の割れの原因になるちの _ 

◊樹脂部品の割れ.表面の変質.キス変色. 
さびの原因になるもの 


-機器内部に洗剤び入ると故障の原因になります。 
必ずやわらかい布やスポンジたわしなどに含 
ませてから使用してください。 


お願い 


•ご使用の都度、お手入れしてください。巧れたままにすると巧れびこびり付さ、落ちにくくなります。 

煮こぼれをした場合は、その都度お手入れしてください。 

煮こぼれをしたまま放置するとお手入れする部品び固着し、外れにくくなったり、故障の原因になります。 
とくに砂糖などを含んだ濃い汁は、すぐに而さ取ってください。焼さついて掃除び困難になります。 

-バーナーキャップ-ごとく*バーナーリングカバー-グ U ル排気□カバー*グ U ル部品（グ U ルとびら、グ U 
ル焼網、グ U ル受け皿、サイドカバー)は外せます。それ(外の部品は、絶対に取り外さないでください。 


ステンレス製の部品について 


. C 3 WJ 1 PWAOOSTS ( STSD ) のごとくおよびパーナーキャップカバーの材質として、ステンレスを採用しています。 
•ステンレスは、その美しさに加えて鐘や腐食に対し優れた特性を備えていますび、反面、炎で熱せられると変 
色し、色調び変化する特性わ持っています。 

•コン□をご使用になると、ごとく、バーナーキャップカバーとも変色しますび、これは異常ではありません。 

-この変色は専用のステンレス用ク IJ ーナー (89 ページ)でお手入れいただくことにより、されいにすることびでさます。 
(ただし、高温となるごとくの先端部分などは変色び残ります。また、コン□をご使用になると再度変色します。） 
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お手入れくコン□部> 


◎お手入れは、『機器が冷えていることを確認』 
『ガス检を閉める』 

『操作ボタンを□ックするに2 ぺージ)』 
『手袋をする』 


ッププレート 


-台所用中性洗剤や、水を含ませたスポンジ、布などの 
やわらかい物で而さ取ったあと、洗剤や水分び残らな 
いよう、乾いた布で再度而さ取ってください。 

※硬いお手入れ道具 (66 ページ参照）を使用すると 塗装 

のはがれ、キズなどの原因になります。 


取れにくい巧れのとき 


•メラニン樹脂系のスポンジを使用したり、丸めたラップ 
にク U —ムクレンヴー(表面印刷びラすくなるため、常用 
はしないでください)をつけてこすり、而さ取ってください。 
※バーナー U ングカバー-バーナー U ング-バーナー本体 
にク U —ムクレンヴーびかかると、塗装のはびれ、色び 
薄くなる、光ミ尺びなくなるなどの原因になります。 


機器表面.操作部 


乾いた布でよく而いてください。 


取れにくい巧れのとき 


-台所用中性洗剤を含ませた布で而さ取ったあと、洗剤や水分び残 
らないよう、乾いた布で再度而さ取ってください。 

※グ U ルとびら取っ手には、特殊塗装を施していますび、万一表面 
の塗装びはびれてわ使用上問題はありません。 



バーナー部 


点乂プラグ-立消えち全装置-温度センサー 


-煮こぼれなどの巧れを乾いた布で而さ取ってください。※洗剤などは使用しないでください。 

立消え安全装置温度センサー 


※点火プラグ-立消え安全装置-温度センサーに 
キズや衝撃をあたえないよラにしてください。 
※温度センサーは軽い力で、上下にスムーズに動 
くことを確認してください。 


点火プラグ 



温度センサー 

上下にスムーズに 
動くことを確認 



バーナー キャップ • バーナー リング 


-台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジで巧れを而さ取ったあと、洗剤や水分び残らないよう、乾いた布で 
再度而さ取ってください。 

※硬いお手入れ道具 (66 ぺージ参照)を使用すると 塗装のはがれ、キズなどの原因になります。 

《C3WJ] PWAOOSTS(STSD) のバーナーキャップカバーび変色した場合のお手入れは、専用のステンレス 
用クリーナー (89 ページ)をやわらかい布やスポンジ、丸めたラップに含ませてこすり、而き取ってください。 
ステンレス用クリーナーびバーナーキャップ本体に付いた場合は、すぐに水洗いしてください。そのままに 
しますとバーナーキャップ本体の腐食や変色、炎□づまりの原因になります。（ごとくも同様にしてください。） 


目づまりしたとさは 



バーナ ー 
キャップ 


-凹部などは、やわらかい歯ブラシなどでお手入れしてください。 
こびり付いた汚れは、つまようじなどで汚れを取り除いてください。 

※目づまりやミちれは、 不完全燃焼や点义不良の原因になります。 


取り付けかた 


•バーナーキャップの爪部び、点火プラグの真上にくるよラに合わせ、取り付けてください。 
※点火プラグに衝撃をあたえないよラにしてください。 



凹部 

バーナ ー 
U ング 


逆 注意 


〇 

必ず守る 


バーナーキャップは正しく取り付ける 

正しく取り付けないと、 

-点火しない場合びあります。 

-炎のふぞろいや逆乂で 不完全燃焼、一酸化炭素中毒のおそれやバー 
ナーキャップが変おする場合があります。 

-機器の中に炎びもぐりこんで、 焼損する原因になります。 

-誤セツトのまま使用すると、 機器寿命が短くなるおそれがあります。 



位置を 

合わせる 

点乂プラグ 


67 



























































◎洗剤を使用したあとは、洗剤が残5ないようにしてください。 
◎部品を取り付けたあとは、傾きがないことを確認してくださし、。 



ごとく-バーナーリングカバー-グリル排気□カバー 


ごとく -グリル排気□カバー 

-台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジで巧れを而さ取ったあと、洗剤や 
水分び残らないよう、乾いた布で再度而さ取ってください。 

•汚れびひどいとさは、台所用中性洗剤で丸洗いしたあと、洗剤や水分び 
残らないよう、乾いた布で而さ取ってください。 

《 C3WJ1 PWAOOSTS (STSD) のごとくび変色した場合のお手入れは、 
専用のステンレス用ク U —ナー （89 ページ）を使用してください。（ステ 
ンレス用ク U —ナーでのお手入れのしかたは、67ページりくーナー部）を 
参照してください。） 

_ 取れにくい巧れのとき _ 

•煮洗いすると、さらに巧れび落としやすくなります。 

水を入れた大さめの鍋に、ごとくやグ U ル排気□カバーを入れ、約3□分 
加熱し、そのあと水洗いして、水気を而さ取ってください。 

※表面び変色することびありますび、使用上問題ありません。 

※煮洗いしたごとくやグ U ル排気□カバーを取り出すとさは、やけどなどに 
注意してください。 


バーナー リング カバー 

-台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジでちれを而さ取ったあと、洗剤や 
水分び残らないよう、乾いた布で再度而さ取ってください。 

•汚れびひどいとさは、台所用中性洗剤で丸洗いしたあと、洗剤や水分び 
残らないよう、乾いた布で而さ取ってください。 

※こびり付いた巧れ(炭化物）を硬いお手入れ道具や研磨剤入り洗剤などで 
こすると、塗装のはびれ、変色、光ミ尺びなくなるおそれびあり、表面に 
発生するキズの原因になります。 

※巧れびついたまま使用すると、巧れび落ちにくくなります。 


取り付けかた 


グリル排気□カバー 

- グ U ル排気□カバーをグ U ル排気□の枠に合わせて取り付けてください。 


バーナー リング カバー 


バーナー U ングカバーの▽マークを手前にし、欠さ 
部前後2ヶ所をバーナ ーU ングの凹部前後2ヶ所に入 
れて、正しく取り付けてください。 


ごと< 


ごとくは内側の凸部2ヶ所を、ノくーナー U ングカノく一の 
欠さ部前後2ケ所に入れて、正しく取り付けてください。 


バーナーキャップ 


※バーナーキャップの取り付け方法は、67ページ (パ’ 
ーナー部 naasaa ) を参照してください。 

※バーナー U ングは、トッププレートに固定されています。 


ごと< 


バーナー リング カバー 


バーナーキヤップ 


バーナー リング 



逆 ま意 


〇 ごとく•バーナーリングカバーは、正しく取り付ける 

正しく取り付けないと、 鍋の輯倒によるやけどや、点乂不良•不完全燃焼の原因になります。 


※ごとくのツメ部びグラグラしていると、鍋などをのせたとさ、鍋などの転倒の原因になります。 
(新しいごとくと交換してください。） 
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-ダッチオーブンび十分冷えてから、お手入れを行ってください。ダッチォーブン 
•台所用中性洗剤を含ませたスポンジで丸洗いしてください。その後、ふた 
乾いた布で十分に水気を而さ取ってください。 

※金属たわしは、細かなキズび付さ巧れびこびり付さやすくなるので、 


使わないでください。 



ダツチオーブン本体 


お手入れくグリル部> 


◎お手入れは、『機器が冷えていることを確認』 
『ガス检を閉める』 

『操作ボタンを□ックするに2ぺージ ) J 
『手袋をずる』 


取り外しかた 


スライド枠は取り外せません 


グリル焼網•グリル受け皿 


-グ U ルとびらを水平にゆっくりと手前に止まるまで引き出す。 

-グ U ル焼網-グ U ル受け皿を持ち上げて取り外す。 

※グ U ル使用直後はグ U ルとびらやグ U ル受け皿、グ U ル焼網、スライド枠 
び熱くなっていますので注意してください。 

※グ U ル受け皿にたまった魚の脂などをこぼさないよラ注意してください。 



グリルとび5 


-スライド枠とグ IJ ルとびらを固定している止めバネを押 
し下げ、もう片方の手を添えなびら、手前に引く。 

※グ U ル焼網をセツトした状態では、グ U ルとびらは正 
しく取り外すことびでさません。 

※スライド枠は取り外せません。 



dE ) イ 


サイド カバー 


-手前のフックからサイドカバーを取り外す。 

※サイドカバーは、（左）（ち)びあります。 

※図は、サイドカバー(左)の場合です。サイドカバー(ち） 
わ同様に取り外してください。 


す前の 
フック 





咳'/ >く; 

r 



ぶル庫'^ 

の 


グリル焼網-グリル受け皿-グリルとび5•サイドカバー-スライド枠-グリル庫内 


グリル焼網-グリル受け皿-グリルとび5-サイドカバー-スライド枠 


•台所用中性洗剤や、水を含ませたスポンジ、布などのやわらかい物で而さ取ったあと、洗剤や水分び残ら 
ないよう、乾いた布で再度而さ取ってください。 

※巧れたまま放置したり、使用すると、こびり付いた脂ちれびとれにくくなり、シミび残ったり、フッ素コ 
ート（グ U ル焼網）、ク U アコート（グ U ル受け皿)のはく離の原因となったり、発火することびあります。 


グリル庫巧（側部•底部） 


-台所用中性洗剤や、水を含ませたスポンジで而さ取ったあと、洗 
剤や水分び残らないよう、乾いた布で再度而さ取ってください。 
※硬いブラシやたわし、また中性(外の酸性-アルカ U 性洗剤を使 
用しないでください。 

変色•変質-さび-割れの原因になります。 

※燃焼部(バーナー）には触らないでください。炎□びつまり燃焼不 
良の原因になります。また、グ U ル庫内の天井部には、立消え安 
全装置と点火プラグ、奥の壁部分にはグ IJ ル過熱防止センサーび 
取り付けてあるので触らないでください。 

正しくはたらかなくなるおそれびあります。 


グ U ル過熱防止センサー 


燃焼部 



お手入れできる部分 


ッチオーブンふた-タッチオーブン本体 


タツナ习ーノノ〇、た•タツナオーゾソ本体 
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◎洗剤を使用したあとは、洗剤が残5ないようにしてください。 
◎部品を取り付けたあとは、傾きがないことを確認してくださし、。 


グリルとび5 


①グ U ルとびらの溝部にヶ所）に、スライド枠 
の凸部を差し込む。 

◎左ち2ケ所び確実に差し込まれていることを 
確認し、とびらの下部を『カチッ』と音びする 
まで押す。 

※グ U ル焼網を取り付けた状態では、グ U ル 
とびらは正しく取り付けでさません。 




グ U ルとびらび閉まりにくい場合は、サイドカバー、グ U ル受け皿グ U ル焼網び正しく取り付け 
されていません。再度さっちりと取り付けてください。 

- 70 


ダツチオーブン網-ダツチオーブン支 J 寺枠 


ダツチオーブン網-ダツチオーブン支持枠 


台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジでちれを而さ取ったあと、 
乾いた布で水気を而さ取つてください。 


ダツチオーブン網 


タッチオーブン 
支持枠 


巧れび落ちにくいとさは、スポンジやナイ□ンたわしに台所用中性 
洗剤をつけて洗ったあと、乾いた布で十分水気を而き取ってください。 



取り付けかた 


サイドカバ- 


手前のフック Iセツトされた 状態1 


①奥のフックに、切り欠さ部を差し込む。 

◎手前のフックに穴部を引つかける。 

※サイドカバーは、（左）（ち）びありますので、注意してく 
ださい。 

指かかりのある手前側に左またはちと表示しています。 
※図は、サイドカバー(左)の場合です。サイドカバー(ち） 
わ同様に取り付けてください。 


























































ま全機能 


-コン□使用中に自動消乂した場合は、必ず点乂/消乂ボタンを r 消乂の状態」にしてくださし、。 
• お知5せ表示は79ページを参照してください。 


立消えち全装置 

(コン □/ グリル） 


消し忘れ消乂機能 

(コン □/ グリル） 


感震停止機能 

(コン □/ グリル） 


天ぷ5油過熱防止 
機能 

ロン □) 


◊風や煮こぼれで乂が消えた場合、自動のにガスを止めまず。 

(完全にガスび止まるまで数秒かかります。） 

※再度点火するとさは、窓や戸を開けて換 
気をし、ガスのにおいび完全になくなっ 
てから点火してください。 

-立消え安全装置に煮こぼれや水滴びついた 
とさは、されいに而さ取ってください。 

また、立消え安全装置に硬いわのをぶつ 
けないで < ださい。 

(点火不良の原因になります。） 


〈コンの 

◊点乂後、約120分扁温で自動的に乂力調節している場合は約30 
分)経過ずると自動的にガスを止め、消乂しまず。 

※左ちコン□は、センサー解除モード使用時約60分搞温で自動的に乂力調節してい 
る場合は約30分)で自動的にガスを止め、消乂します。 

※コン□消し忘れ消火機能の設定時間を変更することびでさます。 （8 日ページ） 

〈グリル〉 

◊点乂後、約18分経過ずると自動のにガスを止め、消乂しまず。 
◊タッチオーブンモード時は約30分経過ずると自動的にガスを止め、 
消乂しまず。 


◊機器本体が約震度41^ソ上を検知ずると、自動のにガスを止め、消乂 
しまず。 

-感震停止機能の日 N (有効)/ OFF (解除)の選択をすることびできます。 （8 日ぺージ） 

《感震停止機能が作動した場合》 

-コン□の点火/消火ボタンを「消火の状態」にしてください。 

-電源ボタンを押して電源を切ってください。 

•再使用するとさは周囲の安全を確認してから、電源を入れて、再使用してください。 


◊油温が約25ぴ C になると強乂な弱乂をくり返し、この状態が約30 
分続くと、自動的にガスを止め、消乂しまず。 

それ m 上に温度が高くなると、約30分を経過ずる前に自動的にガス 
を止め、消乂しまず。 

※鍋の種類や油の量によって自動消火時の油の温度は異なります。 

※センサー解除モードを使用している間は、この機能ははたらきません。 



警告 


A センサー解除モードを使用するときは、揚げものなどの調理はしない 

必 センサー解除モードでは、天ぷら油過熱防止機能の消乂温度び高くなって 
胃いますので、調理油び過熱され、発火し、 乂災の原因になります。 


逆 注意 


〇 天ぷ5油過熱防止機能がはた!5いたとさは、鍋や油の温度が相当高くな 
つているためま意する 

いぶずする _ やけどやけがの原因になりまず。 _ 
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焦げつを自動消乂 
機能 

ロン □) 


鍋なし検知機能 

ロン □) 


グリル過熱 
防止センサー 

(グリル） 


◊焦げつさや空だきの場合、自動のにガスを止め、消乂しまず。 

-焦げつさの程度は、鍋の材質*火力-調理物によって異なります。 

※弱火から強火に切り替えたとさにセンサーびはたらいて自動消火することびあり 
ます。再度点火すると正常に作動します。 

※センサー解除モードを使用している間は、この機能ははたらきません。 


◊鍋を置かなかったり、調理途中に鍋を上げたりした場合は、鍋なし 
検知がはた!5をまず。 


点乂前 


調理途中 


•鍋を置かなかった場合は、点火しません。 

•鍋を上げると、火力2に変わります。（弱火および火力2のとさは変わ 
りません。） 

-鍋を元に戻すと火力わ元に戻ります。 


止 W 飞 


〇 


HOGG 







逆 注意 

つ 

〇 

必ず守る 

調理途中、鍋を上げたあとに鍋を戻ずと、乂力ら元に戻ります 

バーナー 付おには顔や手を近づけないで<ださい。 

やけどの原因になります。 

J 


《点乂後に鍋を上げるなどした状態が約1分間続くと》 

◊自動消火し、ブヴー音『ピーピーピー』と火力表示ランプ(左端)の点 
滅および、お知らせリングの点滅でお知らせします。 



※センサー解除モードを使用している間は、この機能ははたらさません。 


◊グリル庫内やグリル受け皿の温度が異常に高<なった場合や、連続 
焼きや空焼きなどで高温になると、自動のに乂力を弱めたり、ガス 
を止め、消乂します。 


逆 ま意 


〇 グリル過熱防止センサーがはた!5いたときは、グリル受け皿やグリルと 
び!5ガラスの温度が相当高くなっているためま意ずる 
^ずす3 やけどやけがの原因になりまず。 
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Q & A (よくあるご質問)① 


ご質問の内容 


I 詳細の 
番号 


ご質問の回答 


ご確認していただ< 
ぺージ 



電源が入りにくい 
(または入!5なし、) 



• お手入れなどで誤って電源ボタンに触れてち 
電源び入らないようにしています。 

他のボタンより長く（日.3秒)押してください。 


センサー解除をしているのに、 
勝手に乂が小さくなったり、 

乂が消えたりずる 

► 

-温度センサーや鍋などの異常過熱を防止する 
ために、温度センサーの温度び上がりすぎる 
と自動的に乂力を調節したり、ガスを止め、 
消乂したりすることびあるためです。 

24 


コン□使用時の現象 

X ご質問の詳細 ） 

© 調理中に消乂ずる 

◎ 油が高温になっていても自動消乂 
しない 

③ 点乂してもすぐ消える 

④ 自動で乂力が変わる 

⑤ 乂力を調節しても変わ!5なかっ 
たり、欲しい乂力にな!5ない 

© 鍋底がひどく焦ばついて消乂する 

( Z ) 揚げものがうまくできない 

^(§)弱乂になって1分後に消乂する 


©@ •鍋の形状や材質び適していますか？ 

21 

◎@ •鍋底び温度センサーと密着していますか？ 

8-11 

(D® •鍋底や温度センサーび巧れていませんか？ 

-油の量は適切ですか？ 

①貧油量己日日 mL 〜]日日日 mL び適切です。 

鍋の形状や材質、油の量によっては油の温度 
^ W び設定温度より高めになったり低めになった 
© りする場合びあります。 

設定温度を加減してお使いください。 

21 •27-28 

-温度センサーび高温になっていませんか？ 
安全装置びはたらいて消乂した場合、温度セ 
ンヴーの温度び下びるまで点乂してちすぐ消 
乂します。 

71 

-焦げつさ自動消乂機能は、鍋の材質や調理に 
より焦げつさの程度びかわります。 

ホー□-製の鍋や、カレー.シチュ ー• カラ 
メル-みそなどの水分び少ない料理は焦げや 
©(g) すくなります。弱乂でときどきかき混ぜなび 
ら調理してください。 

- 

-鍋底び焦げついて消乂していませんか？ 
焦げつさや空ださの場合、焦げつさ自動消乂 
機能びはたらいて、自動的に消乂します。 

72 

-コン□タイマーび終了していませんか？ 

再度点乂してください。 

26 

-長時間使用していませんか？ 

コン□は、点乂後約] 2日分(高温で自動的に 
乂力調節している場合は約30分)で自動消乂 
^ し、消し忘れを防ぎます。 

71 

-弱乂の状態で機器下のキャビネットとびらを 
はや< 開閉していませんか？ 

また、グ U ルとびらをはやく開閉していませ 
んか？ 

はやく開閉すると消乂することがあります。 
ゆっくり開閉してください。 

19 

-冷凍食品や冷凍した調理物をそのまま調理し 
© ていませんか？ 

解凍してから調理してください。 

- 

•鍋の温度び高温になると、過熱防止のため自 
動的に乂力を切り替えます。 

^ 弱火〇強火を繰り返し、この状態び約30分 

W 続くと自動消乂します。 

火力び弱くなると支障のあるときは、センサ 
一角军除キーを押すと、高温での調理びできます。 

71 

24 
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ご質問の内容 


詳細の 

番号 


ご質問の回答 


ご確認していただ< 
ぺージ 



コン□使用時の現象(続き） 

^ ご質問の詳細 ） 

@自動で乂力が変わる 

© 乂力を調節しても変わ!5なかつ 
たり、欲しい乂力にな5ない 

@弱乂になって1分後に消乂ずる 




•フライパンや鍋を而ったり 、浮かせて調理し 
ていませんか？ 

フライパンや鍋を持ち上げると、左ちコン □ 
は中乂、後コン□は弱乂になります。 

乂力び弱くなると支障のあるときは、センサ 
一 解除 キーを 押してください。 

72 

24 

•安全のため、乂力を段階的に戻しています。 
異常ではありません。 

50 

⑤ 

-乂力微調節状態では、乂力の変化びルさい(変 
化しない）ところびあります。 

乂力び変化する位置まで回してください。 

24 

-急な乂力調節をしていませんか？ 

急な操作を受け付けないことびあります。 
異常ではありません。 

ゆっくり操作してください。 

- 

◎ 

-鍋などを置いていますか？ 

鍋などを上げた状態び約]分続くと自動消乂 
し CTn 9 〇 

72 



炊飯モードで上手に炊飯が 
でさない 

X ご質問の詳細 ） 

①ふさこぼれる 
◎ ごはんがかたい 
@ごはんがやね5かい 
@ごはんが焦げる 
© 誤って途中で消乂してしまった 



-炊飯に適した鍋を使用していますか？ 

21-32 

-鍋底び温度センサーと密着していますか？ 

8-11-32 

•炊飯量は適切ですか？ 

ごはん]〜己合、おかゆ0.己〜1合び適切です。 

31 

-お米の量や水量を正しく計量していますか？ 

31 

へへ •よく洗米していますか？ 

31- 32 

①® •無洗米を使用していませんか？ 

@ 1〜2回洗米し、3%ぐらい多めに水をいれて、 

必ず浸しおさをして炊飯してください。 

32 

•銘柄や産地、保存期間により炊さあびりのか 
たさや粘り、食味び変わります。 

- 

-浸しおき時間は十分ですか？ 

31- 32 

◎ -炊飯途中に店\たを開けていませんか？ 

33 

•炊き上がったあと、約]0分むらしていますか？ 

33-34 

(3) •むらしたあと、ごはんをかき混ぜていますか？ 

34 

^ -炊さこみごはんではありませんか？ 

W 白米にくらべ焦げやすくなります。 

31 

-もう一度炊飯モードで炊いてください。 

水分び少ない状態で再点乂した場合は、やわ 
^ らかくなる場合や、焦げつきび強くなったり、 

^ 芯び残る場合びあります。 

(おかゆの場合は、自動では炊けません。様 
子を見ながら弱乂で炊いてください。） 

33-34 
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Q&A (よくあるご質問)® 


ご質問の内容 


詳細の 

番号 


ご質問の回答 


ご確認していただ< 
ぺージ 





景わかしモード使用時の現象 

X ご質問の詳細 ） 

① お湯がめるい 
◎ お知!5せが遅い 
(3) ふさこぼれる 



電源が入りにくい 
(または入！ 5 ない） 




グリル使用時の現象 

A ご質問の詳細 ） 

© 焼けすざる 
◎ 焼け足りない 

③ 焼きムラ 

④ 煙が出る 

© オートメニューを受け付けない 
© 乂力が変わる 
(7) 乂力が変わ！5ない 
@調理中に消乂する 


-湯わかしに適した鍋を使用していますか？ 

21- 29 

①咳-鍋底び温度センサーと密着していますか？ 

8-11 

◎ •水の量は適切ですか？ 

水量己日日 mL 〜2日日日 mL び適切です。 

21- 29 

-お湯（7日でじ(上）を湯わかしモードでわかし 
ていませんか？お湯から湯わかしモードを使 
①曾用した場合は、ふっとうしてから消乂や弱乂 
になるまで時間を要する場合や、店\っとうす 
る前に消乂する場合びあります。 

29 

-乂力を弱乂にしていませんか？ 

① 乂力を弱乂で使用すると、ふっとうする前に 

保温になったり、消乂したりします。 

^ •加熱中に鍋を動かしたり、ふたを開閉したり、 

^ 水をかさ混ぜたりしていませんか？ 


-お手入れなどで誤って電源ボタンに触れても 
一 電源び入らないよラにしています。 

他のボタンより長く（日.3秒)押してください。 

7 • 22 • 3己 


•グ U ルとびらは確実に閉まっていますか？ 

— 

-焼さ加減の設定、魚などの調理物の置さかた 
の^ は合っていますか？ 

36-41 -42 

◎ -食材にあった乂力にしていますか？ 

37-38 

•グ U ル排気□カバーは付いていますか？ 

グ IJ ル排気ロカバーを正しく取り付けてください。 

68 

の •みそ漬けやかす漬けの魚を焼くとさは、みそ 
W やかすは取ってから焼いていますか？ 

36-42 

-冷蔵庫から出した冷たいままの魚などを焼い 
@ ていませんか？ 

完全に解凍していますか？ 

19.36 

-脂の多い魚などを焼くと煙び多く出るため、 
排気 nii (外からも煙び出る場合びあります。 
異常ではありません。 

38 

-初めてグ U ルを使うとさグ U ルや排気 niu 外 
から煙やにおいび出ます。グ U ルには加工油 
@ を使っておりその油を焼さ切るためです。 

異常ではありません。 

35 

-ク U —ンモード機能を使用していませんか？ 
ク U —ンモードをご使用の際、グ U ル庫内の 
巧れなどにより、煙び出る場合びありますび、 
異常ではありません。 

57 

-連続焼さなどでグ U ル庫内の温度び高<なっ 
ていませんか？ 

グ U ル庫内の温度び高すざると、オートグ U 
ルモードは受け付けません。マニュアルグ U 
© ルは受け付けますび、過熱防止センサーびは 

たらさ、設定したタイマー時間より短い時間 
で消乂することびあります。 

グ U j レ庫内び冷めるまで(約3分)待ってから 
使用してください。 

39 
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詳細の 

番号 


ご質問の回答 


ご確認していただ< 
ぺージ 



グリル使用時の現象(続き) 

X ご質問の詳細 ） 

© 乂力が変わる 
(7) 乂力が変わ!5ない 
@調理中に消乂する 



© 

•オートメニュー機能やク U —ンモード、およ 
びダッチオーブンモード使用時は、乂力を自 
動的に切り替えます。異常ではありません。 

- 

© 

•ダッチオーブンモード使用時は、点乂してから、 
乂力切替の操作を行ってを操作は受け付けま 
すび、最長約8分剧ま乂力は切り替わりません。 

- 


-グ U ルタイマーび終了していませんか？ 

再度点乂してください。 

38 

© 

-連続焼さなどでグ U ル庫内び高温になってい 
ませんか？ 

グ U j レ庫内び冷めるまで(約3分)待ってから 
使用してください。 

38-72 


•アラカルトメこュー使用時は、選択メこュー 
によっては、加熱途中から上乂バーナーび消 
乂することびありますび、異常ではありません。 

- 


点乂すると他のノ くーナーもスパー 
ク(パチパチ)する 



- ] ヶ所の点乂操作ですベてのバーナーびスパ 


ー ークします。 

— 

異常ではありません。 



点乂/消乂丰一か5手を放しても 
スパーク(ノくチパチ)する 



-楽々点乂方式で点乂/消乂キーから手を放し 
一 てもスパークび続さます。（最長約7秒） 

異常ではありません。 



使用中、消乂後に音がずる 

X ご質問の詳細 ） 

①「ボン」と音がする 
◎ 「カチッ」と音がする 
③キシミ音がする 
@ 「シャー」と音がする 
© 点乂初期に r ポッポッ」と音がする 



① 

•バーナーキャップを正しく取り付けていますか？ 
コン□ノ くーナー使用後の「ポン」という乂の消 
えたとさの音です。異常ではありません。 

ノ くーナーキャップび正し < 取り付けされてい 
ないと上記のような音びする場合びあります。 

17.67 

◎ 

-乂力を切り替える動作音です。 
異常ではありません。 


◎ 

-点乂後や消乂後にキシ S 音びでますび、加熱 
や冷却されるとさに、金属び膨張収縮して起 
こる音です。異常ではありません。 


④ 

-コン□バーナー使用中「シャー」と音びでます 
び、燃焼するガスの通過音です。 
異常ではありません。 


⑤ 

-機器び冷えている状態で点乂するとしばらく 
「ポッポッ」と音のする場合びあります。 
異常ではありません。 

機器び温まると音はなくなります。 
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故障かな？と思った 5 



詳細の 

番号 

確認1 

して < ださい 

ご確認していただ< 
ぺージ 


点乂しない 

X 症状の詳細 ） 

①点乂しない 
◎ 点乂しにくい 
(3) スパーク しない 
0点乂してもずぐ消える 



①參 

-バーナーキャップび傾いたり、浮いたりしていませんか？ 

17-67 

-アルミはく製しる受けを使用していませんか？ 

使用しないでください。 

11 

①參 

◎ 

-バーナーの炎□びつまっていませんか？ 

点乂プラグ、立消え安全装置、バーナーキャップびめ 
れたり、巧れたりしていませんか？ 

67 

-グ U ルはコン□にくらべて点乂に時間びかかります。 

- 


-ガス栓を全開にしていますか？ 

22 - 35 

- LP ガスびな<なりかけていませんか？ 

(LP ガスをご使用の場合） 

- 

-ガス配管に空気び残っていませんか？ 

(長期間使用していなかったり、朝一番など)点乂操作 
を繰り返してください。 

- 

-鍋底のへこみび大さな(約 AmmliLt ) 鍋を使用してい 
ませんか？ 

温度センサーび正しく密着していません。 

底びへこんでいない鍋を使用してください。 

8-11 

①③ 

-電源は入っていますか？ 

停電時は乾電池で使用でさます。 

(ただし、ちコン□とグ U ルは使用でさません。） 

7 • 22 • 3己 

65 

. □ックを解除していますか？ 

22 

-鍋を置いていますか？ 

鍋を置いていないと点乂しません。 

22-72 

-連続で96時間、鍋を置いたままにしていませんか？ 
安全のため、鍋なし検知センサーチェックを行ってお 
り、使用でさなくなるようにしています。一旦鍋など 
を上げて、再度点乂してください。 

- 

@ 

-温度センサーび高温になっていませんか？ 

安全装置び作動して消乂した場合、温度センサーの温 
度び下びるまで点乂してもすぐ消乂します。 

- 


炎の状態がおかしい 

X 症状の詳細 ） 

①炎が安定しない 
◎ 炎が黄色い、赤い 
③異常音をたてて燃える、消える 
@炎が均一でない 
⑤使用中炎が消える 
© 鍋にすずがつ< 



©◎ 

-バーナー炎□びつまっていませんか？ 

点乂プラグ、立消え安全装置、バーナーキャップびめ 
れたり、巧れたりしていませんか？ 

67 

-バーナーキャップび傾いたり、浮いたりしていませんか？ 

17-67 

◎ 

-風び吹き込んでいませんか？ 

扇風機や冷暖房機器の風びあたっていませんか？ 

14.17 

@@ 

©◎ 

-アルミはく製しる受けを使用していませんか？ 

使用しないでください。 

11 

◎© 

-換気をしていますか？ 

14 

-火力調節をはやく操作していませんか？ 

はやく操作すると、炎び赤くなったり、消乂する場合 
びあります。 

異常ではありません。ゆっくり操作してください。 

- 

◎ 

-加湿器を使用していませんか？ 

加湿器を使用すると水分に含まれるカルシウムび燃え 
て炎びホくなることびあります。異常ではありません。 

- 

-コン□とグ U ルを同時に使用していませんか？ 

グ U ル使用時にコン□を使用すると焼きものの短分(ナ 
卜 U ウム）やカルシウムび燃えて、コン□の炎ち赤く 
なります。異常ではありません。 

- 

-乂力調節時に一瞬炎び黄色くなったり大さくなる場合 
びあります。異常ではありません。 

- 
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こんなとさ 


詳細の 

番号 


確認してください 


ご確認していただ< 
ぺージ 



※別売のフード連動用 U モコン使用時。（対応しているレンジフードフアンとの組み合わせび必要です。) 
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ランプ表示(点滅） 




天面燃焼ランプも点滅します。 


天面液晶表示(点滅) 

02 
11 
12 

00 


グリル過熱防止センサーび作動したとき 
I (ま焼きした場合や、焼きすぎた場合 ） I 

ノ（ーナー不着乂 (点乂に失敗したとき） 

I I 

バーナー途中消义 


タイマー設定時間び終了したとき 


続けてお使いになるとさは、 
十分換気をしてから、再度 
点乂してください。 

グ U ル過熱防止センサーび 
はたらいた場合は、しばら 
く（約3分)待ってから、再度 
点乂してください。 


上記の処置で直5な 
いときや、次の表示 
び出たとさ 


20 22 24 30 3132 33 40 
己162 66 70 7172 73 76 


点検び必要です。コン□は、 
点乂 /消乂ボタンを「消乂の 
状態」に戻し、機器の電源を 
「切」とし、お買い上げの販 
売店または、ちよりの弊社に 
連絡してください。 


次の表示が出た5 


〔天面燃焼ランプ〕 

0 り‘ 


/ • ^ 1888866881886081 ^ 9 ^ 9 ^ 


1左 コン □ 1 

1を コン □ 1 




r 右 コン □ I 


L グリル I 




畔』巧 

^ グリル燃焼ランプ^ 


コン□操作部(パネル） 



•お知5せリング 
•义力表示ランプ 


お知 5 せ表示 


义力表示ランプ(点滅） 
お知6せリング(点滅） 

00000 


◎ + 

00000 

◎ + 

00000 

◎ + 



天面液晶表示(点滅） 

00 タイマー設定時間び終了したとき 


00 

02 

11 

12 


I 


00000 


◎ 


00000 


◎ 


コン□消し忘れ消乂機能び作動したとき 

焦げつきや異常高温になったとき 

I 

ノナー不着乂 (点火に失改したとき） 

パ’ーナー途中消乂 I 

(煮こぼれや風などで消义したとき） 


鍋なし検知び作動したとき 


点乂 /消乂ボタンを「消乂 
の状態」に戻してください。 
続けてお使いになるときは、 
十分換気をしてから、再度 
点乂してください。 


+ 


23 センサーチェックび作動したとさ 


お知6せリング(オレンジ色点滅)と同様に天面燃焼ランプも点滅します。 


鍋などをのせて再度点乂 
して < ださい。 

鍋などを一旦上げてください。 
続けてお使いになるときは、再 
ffi 同をのせて点乂してください。 
鍋を上げた状態にしても、天面 
燃焼ランプと乂力表示ランプの 
全ての点滅び継続した場合は、 
点検び必要です。お買い上げの 
販売店または、もよりの弊社に 
連絡してください。 


〔天面液晶表示〕 
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安全-便利機能の使いかた 


c カスタマイズ機能） 


下の機能を設定変更することびでさます。 

•音声：工場出荷時(初期設定)は、「親切」に設定されています。 

•音量：工場出荷時(初期設定)は「中」に設定されています。 

-才ートパワーオフ機能時間：工場出荷時(初期設定)は「3分」に設定されています。 

-コン□消し忘れ消乂機能時間：工場出荷時(初期設定)は「120分」に設定されています。 
-感震停止機能：工場出荷時(初期設定)は「有効」に設定されています。 


設定リセット： 


说 


を3秒じ(上押すと設定び IJ セット(工場出荷時の設定)になります。 


◊電源ボタンを ON にし、グ IJ ル操作部の1 言を、3秒仪上押す。 
※機器を使用していない状態で操作してください。 


グリル 

•オートメニュー機能一 


魚 I 

际卜 

I あた I 

I ため I 

I 焼さ 

I 加減 

澈 I 

〉〇 〇 〇 广〇タイマーつ 

毒 I 

トリ-ン 

阀卜 

可 I 


グリル操作部(シート） 

3秒がピピ 'y 




親切 

な 量 

才-トパヮ-才 7 機能 

中 

3好 

消し忘れ消火機能 

120好 

感震停止機能 

ち劾 


を押す毎に切り替わります。 

音声^音 M ^ 
- 


才ートパワー I ~ N 消し忘れ I~ N 
W 消义機能 W 


オフ機能 


感機震停旨が醜リセット 


音声の変更方法 1 

◊グ IJ ルタイマーの I 一 I • +で、音声を設定する。 
※親切-標準-音声なしの設定びでさます。 


巨量の変更方法 1 

〇 III で、音量の設定に切り替える。 

◊グ IJ ルタイマーの 一 * +で、音量を設定する。 
※中.大.ルの設定びでさます。 


◊電源ボタンを OFF にするか30秒仪上経つと、表示されている項目-時間に自動設定 
されます。（ブヴー音：『ピー J ) 
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才~トパワーオフ機能時間(天面液晶表示：オートパワーオフ機能)の変更方法 

〇 2) で、オートパワーオフ機能時間の設定に切り替える。 

◊グ IJ ルタイマーの I 一 I • I で、オートノ v ° ワーオフ時間時間を設定する。 

分.. . ]0分.. . 30分時間設定びでさます。 （1 分単位） 

例） " S " にすると、才ートパワーオフ機能時間は、己分になります。（工場出荷時： 3分) 


コン□消し忘れ消乂機能時間(天面液晶表示：消し忘れ消乂機能)の変更方法 


〇 S 襲 j で、コン□消し忘れ消火機能時間の設定に切り替える。 

-コン□消し忘れ消火機能時間を変更した場合は、センサー解除時連続使用可能時間は、 
下表のようになります。 


◊グ U ルタイマーの1一_|’|+_|で、コン□消し忘れ消火機能時間を設定する。 （10 分単位) 
《 ] 20分.110分... 30分の時間設定びできます。（工場出荷時：] 20分） 


コン□消し忘れ 
消乂機能時間 

3日分 

4日分 

已日分 

6日分 

7日分 

8日分 

9日分 

1日日分 

11日分 

12日分 

センサー解除時 
連続使用可能時間 

3日分 

3日分 

3日分 

6日分 

6日分 

6日分 

6日分 

6日分 

6日分 

6日分 


な 


工場出荷時 

陵震停止機能の変更方法 j 


〇畫 i で、感震停止機能の設定に切り替える。 

◊グ IJ ルタイマーの I 一] • I +] で、感震停止機能を設定する。 
※有効-解除の設定びでさます。 


◊電源ボタンを OFF にするか30秒仪上経つと、表示されている項目-時間に自動設定 
されます。（ブヴー音：『ピー J ) 


設定リセットについて 


〇設定 IJ セツト方法の記載画面に切り替わります。 
設定リセット 

キーを 3 秒長巧しすると 
設定がリセットされます 



を3秒長押しすると設定びリセット(工場出荷時の設定)されます。 



親切 

音号 

才-トパヮ-才 7 機能 

中 

3好 

消し忘れ消火機能 

120好 

感震停止機能 

ち潮 
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音声き民知一見 si ① 

◊まな音芦は下記の通りです。 * * * は内容により異なります。 


報知要因 音声 

親切 

モード 

標準 

モード 

音声 

なし 

ブザー 

立 


• 

— 

— 

ピッ 

電源ボタン ON 
(非常用電池同時接続） 

『電源び復帰しました』 

『乾電池を抜いて < ださい』 

• 

• 

• 

ププー 

電源 OFF 

電源 ON が態での電源ボタン押下時 

『電源を切りました』 

• 

— 

— 

ピー 

オートパワー OFF 作動 

『電源を切ります』 

• 

• 

— 

ピー 

□ックボタン 

3 秒長押し時（操作□ック設定時） 

『操作□ックしました』 

• 

— 

— 

ピピピッ 

3 秒長巧し時（操作□ック解除時） 

『操作□ックを解除しました』 

• 

— 

— 

ピピピツ 

操作 □ ック 
のボタン操 1 

中の微調/操作 □ ックボタン外 
作時（電源ボタン外すベて） 

『操作□ック中です』 

『操作□ックを解除してください』 

参 

• 

— 

ププー 

点乂 /消乂 
ボタン 

センサー 
設定時 

点 

乂 

時 

鍋ありの場合 

『* * *点乂します』 

• 

— 

— 

ピツ 

鍋なしの場合 

『* * * 鍋を置いてください』 

参 

• 

— 

ピピー 

|よが 

raw 

焼 

時 

鍋なし状態を 30 
秒継続 

『* * * 鍋を置いてください』 

『まもなく消火します』 

参 

• 

— 

ピピピツ 

鍋なし状態を 
目 0 秒継続 

『 * * * 消火しました』 

• 

• 

— 

ピ-ピ - 
ピ- 

1 点乂/消乂ボタン OFF (消乂時） r 亂イ止」 

『* * * 消火します』 

• 

— 

— 

ピー 

コン □ 

乂力調節 

最大乂力設定時 

『* * * 火力最大です』 

参 

— 

— 

ピピー 

最小乂力設定時 

『* * * 乂力最ルです』 

• 

— 

— 

ププー 

乂力自動制御時に乂力切替 

『火力自動調節中です』 

『火力調節でさません』 

• 

• 

— 

ピピ¬ 
ロプ -) 

ノ、イカット 
温調 

初回ル乂時 

『温度び高くなっています』 

『火力自動調節に切り替わりました』 

春 

• 

— 

ピピピッ 

ノ V イカット温調ル乂時に 
乂力調節した場合 

『* * * 安全装置びはた b さ义力自動調節中です』 
『火力調節でさません』 

• 

• 

— 

ピピ- 
ロプ -) 

30 分経過時 

『* * * 安全装置びはたらさ消火しま 
した』 

• 

• 

— 

ピ—— 

センサー 
解除モード 

センサー解除モード設定時 
(3 秒長押し） 

『* * * センサーを解除しました』 

• 

— 

— 

ピピピッ 

センサー解除モード取り消し 
嫩り消しキー押し） 

『 * * * センサーを有効にしました』 

参 

— 

— 

ピー 

巧)回ル乂時 

『温度び高くなっています』 

『火力自動調節に切り替わりました』 

• 

• 

— 

ピピピッ 

センサー解除モード設定より 60 
分経過時 

『* * * 消し忘れ消火機能びはたらさ 
消火しました』 

• 

• 

— 

ピ—— 

揚げらの 
モード 

r 揚げらの」キー押下時 
(初回） 

『***揚げものです』『温度を設定でさます』 
(確定後） 

『* * * 揚げもの温度を* * むに設定しました』 

• 

— 

— 

ピッ 

温度変更時 

『* * * 揚げわの温度を* * むに設定 
しました』 

• 

— 

— 

ピッ 

他キー押下時 
(とりけし、揚げもの m 外） 

『* * * 揚げわの中です』 

『変更でさません』 

• 

• 

— 

ププー 

設定温度到達時報知 

『* * * 設定温度になりました』 

• 

• 

— 

ピピピツ 



82 

















































音声き民知一見感 


報知要因 

音声 

親切 

モード 

標準 

モード 

曰ド 

なし 

ブ ザー 

立 

タイ 7— 
モード 

「一」「+」 

キー押下時 

初回キー 

ON 時 

『* * * 調理タイマーです』 

『タイマーを設定でをます』 

(確定後） 

『* * * タイマ—を* * 分に設定しました』 

• 

• 

— 

ピツ 
(プツ） 

2 回目降の 
キー ON 時 
(一旦確定後） 

『 * * * タイマーを* * 分に設定しま 
した』 

• 

• 

— 

ピツ 
(プツ） 

他キー押下時 
(とりけし、 一 +1 U 外） 

『* * * タイマー作動中です』 

『変更でさません』 

• 

参 

— 

ププー 

最大設定での「+」キー押し 

『* * * タイマー最大です』 

• 

— 

— 

ピピー 

最小設定での r 一」キー押し 

『* * * タイマー最ルです』 

• 

— 

— 

ププー 

タイマー終了 30 秒前 

『* * * タイマーをまもなく終了します』 

• 

参 

— 

ピピピツ 

タイマー終了時 

『 * * * タイマーを終了しました』 

• 

参 

— 

ピ—— 

湯わかし 
モード 

湯わかし保温設定時 

『* * * 湯わかし保温です』 

『沸騰後の保温時間を設定でさます』 

『* * * タイマ—を* * 分に設定しました』 

• 

— 

— 

ピッ 

保温時間変更時 

『* * * タイマ—を* * 分に設定しました』 

• 

— 

— 

ピツ 
(プッ） 

保温前、他キー押下時 
(とりけし、湯わかし、 一 外） 

『* * * 湯わかし中です』 

『変更でさません』 

• 

• 

— 

ププー 

湯わかし保温 
保温への切り替わり時 

『* * * 沸騰しました保温中です』 

『**分後に消火します』 

• 

• 

— 

ピピピッ 

最大設定での「+」キー巧し 

『* * * タイマー最大です』 

• 

• 

— 

ピピー 

最小設定での r 一」キー巧し 

『* * * タイマー最ルです』 

• 

• 

— 

ププー 

湯わかし保溫終了 30 秒前 

『* * * 湯わかし保温をまもなく終了します』 

• 

参 

— 

ピピピッ 

湯わかし保溫終了時 

『* * * 湯わかし保温を終了しました』 

• 

参 

— 

ピ—— 

湯わかし設定時 

『* * * 湯わかしを設定しました』 

• 

— 

— 

ピッ 

他キー押下時 
(とりけし、湯わかし m 外） 

『***湯わかし中です』『変更でさません』 

• 

参 

— 

ププー 

湯わかし終了時 

『* * * 湯わかしを終了しました』 

• 

参 

— 

ピ—— 

ごはん 

モード 

ごはん設定時 

『後コン□ごはんを設定しました』 

• 

— 

— 

ピッ 

ごはん燃焼中、他キー押下時 
(とりけし、 1 炊飯じ(外） 

『後コン□炊飯中です』 

『変更でさません』 

• 

• 

— 

ププー 

むらし開始時(燃焼停止時） 

『後コン□消火しました』『むらし中です』 

• 

• 

— 

ピピピッ 

む 5 し中、他キー押下時 
(とりけし m 外） 

『後コン□むらし中です』 

『変更でさません』 

• 

• 

— 

ププー 

む 5 し終了 30 秒前 

『後コン□炊飯をまもなく終了します』 

• 

• 

— 

ピピピッ 

む 5 し終了（ごはん終了） 

『後コン□ごはんび炊けました』 

• 

参 

— 

ピ—— 

おかゆ 

モード 

おかゆ設定時 

『後コン□おかゆを設定しました』 

• 

— 

— 

ピッ 

他キー押下時 
(とりけし、 1 炊飯仪外） 

『後コン□炊飯中です』 

『変更でさません』 

参 

春 

— 

ププー 

おかゆ終了 30 秒前 

『後コン□炊飯をまもなく終了します』 

• 

春 

— 

ピピピッ 

おかゆ終了 

『後コン□おかゆび炊けました』 

• 

• 

— 

ピ—— 

]ン□使用中報知 

コン□点乂 30 分、目 0 分、 90 分後 

『 * * * 使用中です』 

• 

• 

— 

ピピピッ 

「とりけし」 
キー押下時 


『設定を取り消しました』 

春 

— 

— 

ピー 
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報知要因 

音声 

親切 

モード 

標準 

モード 

曰ド 

なし 

ブザー 

立 

グリル手動 
調理モード 

点乂 / 消乂 
キー押下時 

非燃焼中 
(非点乂動作中） 

『グ U ル点火します』 

『グ U ルタイマーを設定でさます』 

• 

— 

— 

ピッ 

燃焼中(点义動作中） 

『グ U ル消火します』 

参 

— 

— 

ピー 

点乂後の各メニュー、 
r 焼き加減」キー押下時 

『グ U ルタイマー調理中です』 

『消火後設定してください』 

• 

• 

— 

ププー 

「乂力切替」キー押下時 
(燃焼時のみ受付） 

『グ U ル上乂階 or 弱」下火随〇 r 弱」です』 

• 

— 

— 

ピッ 

卜」川キー 
(燃焼時のみ受' 

押下時 
讯 

『グ U ルタイマーを* * 分に設定しま 
した』 

• 

— 

— 

ピッ 
(プッ） 

最大設定 

『* * * タイマー最大です』 

春 

— 

— 

ピピー 

最小設定 

『* * * タイマー最ルです』 

• 

— 

— 

ププー 

タイマー終了 3 

0 秒前 

『グ U ルまもなく終了します』 

• 

• 

— 

ピピピッ 

タイマー終了時 

『グ U ル終了しました』 

参 

• 

— 

ピ—— 

オート 
メニユ ー 
モード 

f 魚調理' 
アラカルト 

L ぁたため， 

「魚」キー押下時 
(初回設定時） 

『グ U ル魚メニューです』 

『メニューと焼刮臟を選択してください』 

『 * * * です』 

参 

— 

— 

ピッ 

「魚」キー再 巧 

P 下時(変更） 

『 * * * です』 

• 

— 

— 

ピッ 

点乂 / 消乂 
キー押下時 

非燃焼中 
(非点乂動作中） 

『グ U ル点火します』 

• 

— 

— 

ピッ 

燃焼中(点乂動作中） 

『グ U ル消乂します』 

春 

— 

— 

ピー 

「アラカルト」キー押下時 
(初回設定時） 

『グ U ルアラカルトメニューです』 

『メニューと焼刮臟を選択してください』 

『 * * * です』 

• 

— 

— 

ピッ 

「アラカルト」キー 
再押下時(変更） 

『 * * * です』 

• 

— 

— 

ピッ 

「あたため」キー押下時 
(初回設定時） 

『グ U ルあたためメニューです』 

『メニューと焼到臟を選択してください』 
『* * * です』 

• 

— 

— 

ピッ 

「おたため」 

キー再押下時(変更） 

『 * * * です』 

• 

— 

— 

ピッ 

r 焼き加減」キー押下時 

『* * * です』 

• 

— 

— 

ピッ 

点义 / 消义 
キー巧下時 
(オート機能 
選択後） 

非燃焼中 
(非点乂動作中） 

『グ U ル点火します』 

• 

— 

— 

ピッ 

燃焼中(点乂動作中） 

『グ U ル消乂します』 

参 

— 

— 

ピー 

点义前の他メニューキー押下時 

『グ U ル設定でさません』 

『取り消し後に設定してください』 

参 

• 

— 

ププー 

点义後の「义力切替」キー押下時 

『グ U ルオート調理中です』 

『変更でさません』 

• 

• 

— 

ププー 

点义後の「一」「+」キー押下時 

点乂後の「メニュー」 r 焼き加減」 
キー押下時 

オート調理設定時間終了 30 秒前 

『グ U ルまもなく終了します』 

• 

• 

— 

ピピピッ 

オート調理設定時間終了 

『グ U ル終了しました』 

参 

参 

— 

ピ—— 
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音声報知一覧表感 


報知要因 

音声 

親切 

モード 

標準 

モード 

音声 

なし 

ブザー 

立 

オート 
メニュ ー 
モード 

f 魚國' 
アラカルト 

L あたため， 

「とりけし」 
キー押下時 

オートグリルにて 
点乂受付前 

『グ U ル設定を取り消しました』 

• 

— 

— 

ピー 

オートグリルにて 
点乂受付後 

『グ U ル取り消しでさません』 

『消火後設定してください』 

• 

• 

— 

ププー 

局屬時、 

「メニュー」キー押ず 

『グ U ルび熱くなっています』 

『冷めるまでしばらくお待ちください』 

• 

• 

— 

ププー 

タッチ 
才ーブン 
モード 

「夕’ ツチ オ—ブン」押下時 
(初回設定時）： 0.3 秒長押し 

『グ U ルダツチオーブン調理です』 
『タイマーを設定でさます』 

• 

— 

— 

ピピピッ 

点义/消义キー 
巧下時 

(オート機能選 
択後） 

非燃焼中 
(非点义動作中） 

『グ U ル点火します』 

• 

— 

— 

ピッ 

燃焼中(点乂動作中） 

『グ U ル消火します』 

• 

— 

— 

ピー 

余熱中 

『グ U ル解除します』 

• 

— 

— 

ピー 

余熱中の r 乂力 • 
キー押下時 

切割卜」「+」 

『グ U ル余熱中です』 

『変更でさません』 

• 

— 

— 

ププー 

点乂前の他メニューキー押下時 

『グ U ル設定でさません』 

『取り消し後に設定してください』 

• 

• 

— 

ププー 

点乂後の「メニュー」キー押下時 

『グ U ルダツチオーブン調理中です』 
『変更でさません』 

• 

春 

— 

ププー 

「乂力切替」キー押下時 

『グ U J レ上火「強 or 弱」下火「強 or 弱」です』 

参 

— 

— 

ピピー 

r - j 「+」キー押下時 

『グ U ルタイマーを* * 分に設定しま 
した』 

• 

— 

— 

ピッ 
(プッ） 


最大設定での 
「+」 キー 押し 

『* * * タイマー最大です』 

• 

— 

— 

ピピー 

最小設定での 
「一」 キー 巧し 

『* * * タイマー最小です』 

参 

— 

— 

ププー 

タイマー終了2 

の秒前 

『グ U ルまもなく消火します』 

• 

• 

— 

ピピピッ 

タイマー終了時 

『グ U ル消火しました』 

『を熱中です』 

『タイマーをカウントします』 

• 

• 

— 

ピピピッ 

消乂後の余熱時 

『グ U ル余熱* * 分になりました』 

• 

• 

— 

ピピピッ 

余熱の最大 (60 分)時間経過 

『グ U ル余熱6日分になりました』 

『余熱報知を終了します』 

• 

• 

— 

ピ—— 

「とりけし」 
キー押下時 

点乂受付前 

『グ U J レ設定を取り消しました』 

• 

— 

— 

ピー 

消乂の余熱時 

『グ U J レ設定を取り消しました』 

• 

— 

— 

ピー 

点乂受付後 

『グ U ル取り消しでさません』 

『消火後設定してください』 

• 

• 

— 

ププー 

誤使用を検出したとき 

『グ IJ ルダツチオーブン調理を終了しました』 
『タイマー調理に切り替えます』 

• 

• 

— 

ピピピッ 

高溫時、「夕’ツチオーブン」 

キー押す 

『グ U ルび熱くなっています』 

『冷めるまでしばらくお待ちください』 

• 

• 

— 

ププー 
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報知要因 

音声 

親切 

モード 

標準 

モード 

音声 

なし 

ブザー 

立 

クリーン 

モード 

「クリーン」キー押下時 
(初回設定時）： 0.3 秒長押し 

『グ U ルク U —ンモードです』 

『サイドカバーと焼網を取り外してく 
ださい』 

• 

• 

— 

ピピピッ 

点消乂 
キー押下時 

非燃焼中 
(非点乂動作中） 

『グ U ル点火します』 

• 

— 

— 

ピッ 

燃焼中(点乂動作中） 

『グ U ル消火します』 

• 

— 

— 

ピー 

点乂前の他メニューキー押下時 

『グ U ル設定でさません』 

『取り消し後に設定してください』 

• 

• 

— 

ププー 

点乂後の r 乂力切替」キー押下時 

『グ U ルク U —ンモード中です』 

『変更でさません』 

• 

• 

— 

ププー 

点乂後の卜」「+」キー押下時 

点乂後の r メニュー」キー押下時 

タイマー終了時 

『グ U ルクリーン f ー ドを』 

『終了しました』 

• 

春 

— 

ピ—— 

「とりけし」 

キー押下時 

点乂受付前 

『グ U ル設定を取り消しました』 

• 

— 

— 

ピー 

点乂受付後 

『グ U ル取り消しでさません』 

『消火後設定してください』 

• 

• 

— 

ププー 

わスタマイス 
機能設定時 

r 設定変更」キーを 3 秒長押し 

『カスタマイズ機能です』 

『設定を変更でさます』 

• 

• 

参 

ピピピッ 

r とりけし」キーの 3 秒長押し 

『 U セットしました』 

参 

参 

• 

ピ—— 

音声変更 

r — 」「+」キー押下時 

『音声は親切 f ー ドです』 

『音声は標準 f ー ドです』 

『音声は音声なしです』 

• 

• 

• 

ピツ 
(プツ） 

音量変更 

「-」川キー押下時 

『音量は大です』 

『音量は中です』 

『音量はルです』 

• 

• 

• 

ピツ 
(プツ） 

才-トパワ-オフ 
機能時間変更 

卜」「+」キー押下時 

『オー ト オフ機能を**分に設定しました』 

• 

• 

参 

ピツ 
(プツ） 

消し忘れ消乂 
機能時間変更 

卜」「+」キー押下時 

『消し忘れ消乂機旨旋* * 分に設定しました』 

参 

参 

• 

ピツ 
(プツ） 

感震停止 
機能変更 

「-」川キー押下時 

『感震停止機能を有効にしました』 

『感震停止機能を解除しました』 

• 

• 

• 

ピツ 
(プツ） 

感震センサー検知 

『強いゆれを検知しました』 

『強いゆれを検知し消乂しました』 
『故障び発生しています』 

• 

• 

— 

ピー 

ピー 

ピー 

カスタマイス 
設定内容 
登録時 

電源ボタンの OFF 

『設定しました』 

『電源を切ります』 

• 

• 

• 

ピ—— 

その他(無操作30秒など） 
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仕様 • アフターヴービス 


◊仕様 


品 




名 

ガスビルトインコン □ 

型 


式 


名 

C 3 WG 7 PWA 

点 

乂 


方 

式 

連続スパーク点乂方式 

電 

気 


関 

係 

電源： AC 100 V (50/60 Hz ) • 消費電力(日日/ 6 日 Hz ) : 3.6 W • 待機消費電力：電源ボタン「入」： 1 .8 W 「切」： 0.8 W 

ち 

全 


装 

置 

-立消え安全装置 1 

-電源オートパワーオフ機能 
-□ツク機能 
-音声お知らせ機能 

-感震停止機能 J 

-焦げつさ自動消乂機能 1 

-天ぷら油過熱防止機能 1 

-コン□消し忘れ消乂機能 1 

•鍋なし検知機能 J 

-グリル過熱防止センサー 1 

-グ U ル消し忘れ消火機能 
-ダツチオーブンタイマー(最大設定時間30分) J 

> (全バーナー） 

(コン□パ'-ナ ー) 

グ U ルバー ナ ー) 

付 


属 


品 

-取扱説明書(保証書付）-工事説明書-クッキングブック 

•調理プレート（ホルダー、クッキングブック付）•お問い合わせ先一覧表 

-ダッチオーブン（同こんタイプのみ） 

外 

お 


寸 

法 

高さ 264mm X幅己 98mm X奥行 492mm 
(トッププレート幅 737mm) 

質 量 

28k 呂 


使 

使用 

用 

ガ 

ガ 

スグル- 

ス 

-プ 

1 時間当たりのガス消費量 kW 


個別ガス消費量 

全点乂時 

ガス接続 

左もコン □ 

後コン □ 

グリル 

ガス消費量 


都 

市 

-K 


13 A 


4.20 

に 1610 kcal / h ( 

1.28 

11 , 100 kcal/ht 

2.21 

11,900 kcal/ht 

10.6 

19,100 kcal/hl 


7 j 

ス 

用 


12 A 


3.90 

13,350 kcal/ht 

1.20 

11,030 kcal/ht 

2.06 

11,770 kcal/hl 

9.86 

18,480 kcal/hl 

Rcl /2 
(メネジ） 

L 

P 

ガ ス 

用 

4.20 

10.301 kg/hl 

1.28 

に. 092 k 呂 /hi 

2.28 

10.163 kg/hl 

10.6 

10.7 日 7 kg / h ( 



◎本仕様は改良のためお知らせせずに変更することびありますびご了承ください。 


◊アフターサービス 


サービスの お申し込み 


◊『 Q & A (よくあるご質問）』『故障かな？と思ったら』を見 
て、わう一度確認してください。 

◊確認のうえ、それでも不都合な場合あるいは、ご不明な 
場合はご自分で修理しないでお買い上げの販売店、ガス 
事業者または、わよりの弊社(別紙サービス網一覧表)に 
お問い合わせください。なお、連絡されるとさは、ち記 
のことをお知らせ<ださい。 


1. 品名：ガスビ J レトインコン □ 

2. 型式名-品名コード：非常用電池ケース而た 
麵に貼付の銘板をご覧ください。 （1 日ぺージ） 

3. 故障または異常の内容(でさるだけ詳しく） 

4. ご住所-お名前-電話番号-道順 
(でさるだけ詳しく） 


お居される場台 


ガスには都市ガス(数種類)および LP ガスの区分びあります。 

◊ガスの種類び異なる地域へ転居される場合には、部品の交換や調整び必要となりますので転居先のガスの種 
類を確認のうえ、お買い上げの販売店または、もよりの弊社、転居先のガス事業者にお問い合わせください。 
この場合、調整-改造に要する費用は保証期間中でも有料となります。 

◊この機器は 13 A (12 A ) • LP ガスのみの仕様です。他のガス種には調整-改造できません。 


保証書 


取扱説明書の90ページが保証書になっています。 

◊保証書に記載されているように機器の故障については、一定期間-一定条件のもとに修理いたします。保証書を 
紛失されますと、無料修理期間内であってわ修理費をいただくことびありますので、大切に保管してください。 
◊無料修理期間経過後の修理については、お買い上げの販売店または、もよりの弊社(別紙サービス網一覧表） 
にお問い合わせください。修理によって性能び維持できる場合は修理馆料)いたします。 


補修用性能部品の保有期聞 


◊この製品の補修用性能部品《機能を維持するための必要な部品》の保有期限は、製造打ち切り後己年間です。 
ただし、保有期間経過後であってち補修用性能部品の在庫びある場合は、有料修理いたします。 


37 









































交換部品 


交換部品（お客さまに て 取り替え可能な部品） 

1 〇下記の部品（ち料）は、お客さまご自身にてお取り替えしていた 


1 だく；^^がでキます~おホかの揚合は 

_ タースぃノ K の目 K 7 完 


サイト （http://ec.harman.cajp/)、 01 20-38-8 18日 （電話 な抱部品ゃ便剌ろ.、":£京ご席んでき*ず 

魁を化魁^お晋1、 h けの目ミに广お pm >1ムれサド " V い 乂 fe^pi》 ロロ V旧利:^ ソ人 n し爾入げ3^ g 0 

■ 

料ホ黑巧八む貝し、」二1了り J 貝な冗 J と1しわ尚し、口心百、/しとし ）0 


口 1) ロロ /j •レ 1/ し ru じで/しコ、の干 wi し乂がレし、/し c 2 レ 1〇 



■ 

名 称 

形状 

型番 

現金標準価格：税込 

部品コード 



ごとく（大） 


ホ ー □ — 

¥2,62 已（本体価格 ¥2,5 日日） 

DW3P 12004200 



(左ちコン□用） 


ステンレス 

¥2,940 (本体価格 ¥2,800) 

DW3M1 2010105 



ごとく（ル） 


ホ ー □ — 

¥2.31 0 (本体価格 ¥2,2 日日） 

DW3P 12008208 



(後コン□用） 


ステンレス 

¥2,625 (本体価格 ¥2, 曰日日） 

DW3M1 2015100 



バーナーキヤップ(大） 


ホ ー □ — 

¥1,575 (本体価格¥ ] ，日日日） 

DW2Q 320020208 



(左ちコン□用) 12A.13A 用 


ステンレス 

¥2,310 (本体価格 ¥2,2 日日） 

DW3E 320090109 



バーナーキヤップ(大） 


ホ ー □ — 

¥ 1,575 (本体価格 ¥ ] ,500) 

DW1L 320032010 



(左ちコン□用） LP 用 


ステンレス 

¥2,310 (本体価格 ¥2,2 日日） 

DW3E 320040104 



バーナーキヤップ(ル） 


ホ ー □ — 

¥ 945 (本体価格 ¥ 900) 

DW1F 320187201 



(後コン□用） 


ステンレス 

¥ 1,890 (本体価格 ¥ ] ,800) 

DW3E 320140107 



バーナ ー IJ ング カバー (大） 


グレー 

¥ 840 (本体価格 ¥ 800) 

DW3M 120260205 




シルバー 

¥ 840 (本体価格 ¥ 800) 

DW3M 120260107 



バーナー IJ ング カバー (ル） 

◎ 

グレー 

¥ 735 (本体価格 ¥ 700) 

DW3M 120270200 



シルバー 

¥ 735 (本体価格 ¥ 700) 

DW3M 120270102 



グ U ル排気□カバー 


ホー □ — 

¥ 788 (本体価格 ¥ 750) 

DW3C 120050207 



ク□ームメツキ 

¥ 1，890 (本体価格 ¥ ] ,800) 

DVV3C] 200 己 030 己 



グ U ル焼網 

争 


W n - つつ心 本体価格 \ 

¥5，/75 ^ ¥5,50 oj 

DW2T 33049105 



グ U ル受け皿 

參 


o ^ r - ^ 本体価格 \ 

^ ふ0/5 ^ ¥3，已00^ 

DW2T 33048108 



サイドカバー(左） 



。つ n / 本体価格 ^ 

¥ 630い600； 

DW2T 33058005 



サイドカバー(ち） 



¥ 630 (本体/格 S。。) 

DW2T 33060004 



調理プレート（セット） 

〇3 


¥3.990 (本舞％。。） 

LP0132 




調理プレート 

ク 


/| Or - / 本体価格 \ 

¥3,465 ^ V3,300y 

LP0K] 2001102 




調理プレート 
ホルダー 



XZ [つ ^ 本体価格 \ 

¥ 525い500； 

LP0K 12002109 




調理プレート 
クッキングブック 



XZ one - ( 本体価格 \ 

¥ 315 ^ ¥ 300； 

LP0K 65001006 



ダッチオーブンセット 

W 〇 


/ 本体価格 \ 

¥15,750 (^v 1 5,000j 

DP0127 




タッチオーブン 
ふた 

の 


¥6,825 (本 5 •品。。） 

DW2T 65014100 




ダッチオーブン 
本体 



¥8,925 ( Ts ^ oo ) 

DW2T 65013103 




ダッチオーブン 
網 

鑛 


¥ 840 (本体/格8。。） 

DW2T 65015009 




ダッチオーブン 
支持枠 



¥1.575 (*?^50〇) 

DW2T 65016006 




鍋つかみ 

句 


¥ 347 (本体/格33。） 

DW2H 65012008 




レシピカードセット 



¥1，260 (本 革 

DW2T 65008103 


20 ]0年9月現在の価格です。価格•仕様は、予告なく変更される場合びあります。あらかじめご了承ください。上記部品の価格には、配送費 
は含まれておりません。詳しくは、わよりの弊社にお問い合わせください。停電時に使用する乾電池は電気店などでお買い巧めください。 

※イラストは参考です。詳しくは『各部のなまえ』 （3 ページ)を参照してください。 
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別売部品 


別売部品 


◊お買い上げの販売店または、わよりの弊社にお問い合わせください。 


名 称 

お が 

現金標準価格：税込 

部品コード 

タッチオーブンセット 

- ダッチオーブンふた 
- ダッチオーブン網 
- ダッチオーブン本体 
- ダッチオーブン支持枠 
- レシピカードセット 
- 鍋つかみ 

が 

W つ r-n 本体価格 \ 

¥15,750 VI 5,000； 

DP 0127 

ステンレス用ク U —ナー 

曾 

i 

(1 本） 

\/ 1 n-n 本体価格 ^ 

¥1.050 ^ ¥1,000； 

LP 0127 A 
(1 本） 

m 

1 (6 本セット） 

¥6,300 (™ ooo ) 

LP 0127 
(6 本セット） 

ガラストップク U —ナー 

曾 

1 

(1 本） 

¥ 892 (本体価為已。) 

LP 0125 A 
(1 本） 

籠 

1 (6 本セット） 

v- つ- [ 本体価格 ^ 

¥己，3已己¥5,100； 

LP 0125 
(6 本セット） 

フード連動用 Uf コン 

II 

WQ OI- ( 本体価格 \ 

¥9，13己 ^ ¥8,700； 

DP 01 18 ST 

炊飯専用鍋 (3 合） 


v / L/Lin 本体価格 ^ 

¥4,410¥4,2日か 

LP 0134 

炊飯専用鍋 (5 合） 



v- /icn 本体価格 ^ 

¥5,460 ^ ¥ 日，2日り 

LP 0135 


2010 年 9 月現在の価格です。価格•仕様は、予告なく変更される場合びあります。あらかじめご了承ください。上記部品の価格には、配送費は 
含まれておりません。詳しくは、をよりの弊社にお問い合わせください。 







































保証書 


r 


、ミ、ミ、ミ百、ミ、ミさミ、ミ百、ミ、ミ、ミを兰 




保証書 


' ミ ''1 


品 


名 


ガスビ J レトインコン □ 


このたびは当社製品をお買上げいたださましてありびとラございます。この保証書はお客様の正常な使用状態において万一、機器本体 
び故障した場合には、本書の記載内容で無料修理を行ラことを約束するものです。 

<無料修理規定> 

1 . 取扱説明書、本体貼付ラベルなどのを意書に従った正常な使用状態で故障した場合には、お買い上げの販売店または、もよりの弊 
社び無料修理致します。 

2. 保証期間内に故障し、無料修理を受ける場合は、お買い上げの販売店または、もよりの弊社にご依頼のうえ、本書をご提示ください。 
なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場合には、出張に要する実費を申し受けます。 

. ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

. ご贈答品で本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理びご依頼でさない場合には、ちよりの弊社にご相談ください。 

. 本書は日本国内においてのみ有効です 。 (This warranty is valid only in Japan .) 

. 本書は再発行致しませんので、紛失しないよラ大切に保管してください。 

. 保証期間内でち次の場合には有料修理になります。 


(イ）住宅用途！;>(外（業務用：喫茶店、飲食店など）でご使用になられた場合による故障および損傷。 

(□) 車両、船舶に備品として搭載された場合に生じた故障および損傷。 

(八）工事説明書および取扱説明書などに指示するち法！;(外の工事設計または取付工事などび原因で生じた不具合、故障および損傷。 
(二）お買い上げ後、取付場所の移動-落下などによる故障および損傷。 

(ホ）建築躯体の変形など住宅部品本体！;(外の不具合に起因する機器の不具合および塗装の退色、メツキの軽微な傷、鐘など設計 
仕様の範囲内の感覚的な現象の場合。 

(へ）適切な使用、維持管理を行わなかった場合および不当な修理や改造による故障および損傷。 

(卜）ガスの供給事情による故障および損傷。 

(チ）指定規格外のガス（ガスグループ）および電気（指定外の電池含む）で使用された場合。 

(IJ) 乂災-爆発などの事故、落雷-地震-噴火-風水害-煤煙-異常気象などの天災-地変および戦争-暴動など破壊行為によ 
る故障および損傷。 

(ヌ） 海岸付近-温泉地などの地域における短害-腐食性の有害ガスおよびほこりなどの空気環境に起因する故障および損傷。 
(ル）ねずみ•鳥•くも-ゴキブ U などの動物の侵入および行為に起因する故障および損傷。 

(ヲ）消耗部品の取り替えおよび保守などの費用。 

(ワ）熱量変更に伴なラ改造-調整の場合。 

(力）本書の提示びない場合。 

(ヨ）本書に保証期間、お客様名、販売店名の記入擦印のない場合、あるいは字句を書さ替えられた場合。 


お 客 様 

お名前 

TEL 

ご住所〒 

保証期 間 

お買い上げ 年 月 曰か! 51 年間 

販 売 店 

店 名 

TEL 

住 所〒 


※保証期間内のサービス活動およびその後の安全点検活動のために、お客様の記載内容を利用させていただく場合がありますので、ご 
了承ください。 

※この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。従って、この保証書によってお客様の法律 
上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、お買い上げの販売店または、も 
よりの弊社にお問い合わせください。 

※保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくはアフターサービス欄をご覧ください。 

〒己己 4-0023 

大阪市此花区春曰出南3 — 2—]日 
TEL 06 (4804) 8600 


株式会社 


/\■の 


白占 


年月 曰 

修理記録（修理内容） 

ヴービス員® 
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長年ご使用のガス機器の点検をぜひ！ 

-ときどきガスくさい。 -キーやボタンの操作び不確実。 

-焦げくさいにおいびする。-コン□部、グ U ル部び点乂しにくい。 

-その他の異常や故障びある。 

上のような症状のとさは、ガス栓を閉じ、故障や事故防止のため、1 

必ず販売店に点検•修理を相談してください。 


株式を社 A ■の 


本社〒日日4-日日23大阪市此花区春日出南 3-2-1 日 


アフターヴービスについての 

お問い合わせは 商品についてのお問い合わせは 


( jg 理ち;付セ^夕 __ ； ヴービスは八イ八ーマン 


電話料金 

無料 


0120-38-8180 


C お客様センター； ) 

巧 06-4804-86 I 4 


• 受付時間/24時間サービス受付 

携帯電話からのお問い合わせは0 078-928-5496 

媛付時間/ 8:3 日〜 19:00) 


•受付時間/平曰、±曜日9:日日〜] 8:日日 
旧•祝日•弊社指定休日は除く） 


この取扱説明書は再生紙を使用しています。 















